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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチモード環境において通信を行うための方法であって、前記方法が、
　ユーザ端末において、ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受
信することと、
　前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
　前記失敗に応答して、代替ターゲットを探索することと、
　前記代替ターゲットのセルにキャンプオンすることと、
　前記ユーザ端末において、事業者選好、ユーザ選好、事業者ポリシー、またはユーザポ
リシーのうちの少なくとも１つに基づいて、回線交換（ＣＳ）呼設定プロシージャに先立
ってルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャを実行すべきかどうかを判断するこ
とと、および、
　前記セルにキャンプオンしている間前記ＲＡＵプロシージャと前記ＣＳ呼設定プロシー
ジャとのうちの少なくとも１つを実行することとを備える、方法。
【請求項２】
　前記リダイレクションターゲットが、前記代替ターゲットによって使用される第２の無
線アクセス技術（ＲＡＴ）とは異なる第１のＲＡＴを使用すると判断することをさらに備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＳ呼設定プロシージャを実行する前に前記ＲＡＵプロシージャを実行することを
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さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＳ呼設定プロシージャと並行して前記ＲＡＵプロシージャを実行することをさら
に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザ端末をサービスしているＭＭＥの構成ステータスに部分的に基づいて、前記
ＲＡＵプロシージャと前記ＣＳ呼設定プロシージャとを実行することをさらに備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ワイヤレス通信ネットワークのユーザ端末に、
　ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受信することと、
　前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
　前記失敗に応答して、別のターゲットを探索することと、
　前記代替ターゲットのセルにキャンプオンすることと、
　前記ユーザ端末において、事業者選好、ユーザ選好、事業者ポリシー、またはユーザポ
リシーのうちの少なくとも１つに基づいて、回線交換（ＣＳ）呼設定プロシージャに先立
ってルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャを実行すべきかどうかを判断するこ
とと、および、
　前記セルにキャンプオンしている間に前記ＲＡＵプロシージャと前記ＣＳ呼設定プロシ
ージャとを実行することとを行わせるための符号化された命令を保持するコンピュータ読
み取り可能な記録媒体。
【請求項７】
　異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する複数の基地局と通信するように構成され
た送信機モジュールと、
　ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受信するように構成され
た受信機モジュールと、
　前記送信機モジュールと前記受信機モジュールとに結合されたプロセッサモジュールで
あって、
　前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
　前記受信機モジュールと連携して、前記失敗に応答して代替ターゲットを探索すること
と、
　前記代替ターゲットのセルにキャンプオンするためのプロセスを開始することと、
　前記ユーザ端末において、事業者選好、ユーザ選好、事業者ポリシー、またはユーザポ
リシーのうちの少なくとも１つに基づいて、回線交換（ＣＳ）呼設定プロシージャに先立
ってルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャを実行すべきかどうかを判断するこ
とと、および、
　前記セルにキャンプオンしている間に、前記送信機モジュールと連携して前記ＲＡＵプ
ロシージャと前記ＣＳ呼設定プロシージャとを開始することとを行うように構成されたプ
ロセッサモジュールとを備える、通信装置。
【請求項８】
　リダイレクションターゲットを受信するための手段と、
　前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出するための手段と、
　前記失敗に応答して、代替ターゲットを探索するための手段と、
　前記代替ターゲットのセルにキャンプオンするための手段と、
　前記ユーザ端末において、事業者選好、ユーザ選好、事業者ポリシー、またはユーザポ
リシーのうちの少なくとも１つに基づいて、回線交換（ＣＳ）呼設定プロシージャに先立
ってルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャを実行すべきかどうかを判断する手
段と、および、
　前記セルにキャンプオンしている間に前記ＲＡＵプロシージャと前記ＣＳ呼設定プロシ
ージャとを実行するための手段とを備える、通信装置。
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【請求項９】
　マルチモード環境において通信を行うための方法であって、前記方法が、
　ユーザ端末において、ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受
信することと、
　前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
　前記失敗に応答して、代替ターゲットに関連するセルにキャンプオンすることと、
　前記セルにキャンプオンしている間に前記ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを
判断することと、および、
　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）のいずれが前記リダイレクションターゲ
ットと前記代替ターゲットとによって使用されているかに部分的に基づいて、回線交換（
ＣＳ）呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することとを備える、方法。
【請求項１０】
　ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを前記判断することに応答して、前記ＣＳ呼
設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することをさらに備える、請求項９に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記ユーザ端末のアイドルモードシグナリング低減（ＩＳＲ）ステータスを判断するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記ＣＳ呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判
断することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記リダイレクションターゲットを受信するとき、第１のＲＡＴを使用する第１のネッ
トワークのセルを介して前記ネットワークエンティティと通信することをさらに備え、前
記リダイレクションターゲットが、前記第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを使用する
、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記リダイレクションターゲットを受信することに関連して、前記ユーザ端末に対する
パケットサービス（ＰＳ）の中断についてのＰＳ中断情報を受信することをさらに備える
、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＰＳ中断情報にさらに基づいて、前記ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを
判断することをさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記リダイレクションターゲットがデュアル転送モード（ＤＴＭ）対応であるかどうか
を判断することをさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記リダイレクションターゲットがＤＴＭ対応であるかどうかに基づいて、前記ＲＡＵ
プロシージャを実行すべきかどうかを判断することをさらに備える、請求項１５に記載の
方法。
【請求項１７】
　前記ネットワークエンティティから、１つまたは複数のシステム情報ブロック（ＳＩＢ
）中で、前記リダイレクションターゲットがＤＴＭ対応情報であるかどうかを判断するた
めの情報を受信することをさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）接続解放要求において、前記ネットワークエンティティか
ら、前記リダイレクションターゲットがＤＴＭ対応情報であるかどうかを判断するための
情報を受信することをさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信ネットワークのユーザ端末に、
　ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受信することと、
　前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
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　代替ターゲットに関連するセルにキャンプオンすることと、
　前記セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャ
を実行すべきかどうかを判断することと、
　ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを前記判断することに応答して、回線交換（
ＣＳ）呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することと、
　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）のいずれが前記リダイレクションターゲ
ットと前記代替ターゲットとによって使用されているかに部分的に基づいて、前記ＣＳ呼
設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することとを行わせるための符号化された命
令を保持するコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項２０】
　異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する複数の基地局と通信するように構成され
た送信機モジュールと、
　ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受信するように構成され
た受信機モジュールと、
　前記送信機モジュールと前記受信機モジュールとに結合されたプロセッサモジュールで
あって、
　前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
　代替ターゲットに関連するセルにキャンプオンするためのプロセスを開始することと、
　前記セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャ
を実行すべきかどうかを判断することと、
　ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを前記判断することに応答して、回線交換（
ＣＳ）呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することと、
　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）のいずれが前記リダイレクションターゲ
ットと前記代替ターゲットとによって使用されているかに部分的に基づいて、前記ＣＳ呼
設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することとを行うように構成されたプロセッ
サモジュールとを備える、通信装置。
【請求項２１】
　リダイレクションターゲットを受信するための手段と、
　前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出するための手段と、
　前記失敗に応答して、代替ターゲットに関連するセルにキャンプオンするための手段と
、
　前記セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャ
を実行すべきかどうかを判断するための手段と、
　ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを前記判断することに応答して、回線交換（
ＣＳ）呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断するための手段と、
　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）のいずれが前記リダイレクションターゲ
ットと前記代替ターゲットとによって使用されているかに部分的に基づいて、前記ＣＳ呼
設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断する手段とを備える、通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、米国特許法第１１９条（ｅ）項に従って、その全体が参照により本明細書に
組み込まれる、２０１０年１１月１１日に出願された米国仮出願第６１／４１２，７７２
号の優先権を主張する。
【０００２】
　本出願は、一般にワイヤレス通信システムを対象とする。より詳細には、限定はしない
が、本出願は、マルチモード通信システムおよびデバイスにおける回線交換（ＣＳ）フォ
ールバック（ＣＳＦＢ）性能向上のためのシステムおよび装置に関する。
【背景技術】
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【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、ボイス、データ、ビデオなど、様々なタイプの通信コンテ
ンツを提供するために広く展開されており、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（
ＬＴＥ）システムなどの新しいデータ指向システムの導入とともに展開が増加する可能性
がある。ワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅お
よび送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能
な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例には、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）シ
ステム、および他の直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末（ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）、ユーザ端末、またはアクセス端末（ＡＴ）としても知られる）のための通信を同時
にサポートすることができる。各端末は、順方向リンクおよび逆方向リンク上での送信に
よって１つまたは複数の基地局（アクセスポイント（ＡＰ）、ＥノードＢ、またはｅＮＢ
としても知られる）と通信する。順方向リンク（ダウンリンクまたはＤＬとも呼ばれる）
は基地局から端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（アップリンクまたはＵＬとも呼
ばれる）は端末から基地局への通信リンクを指す。これらの通信リンクは、単入力単出力
、単入力多出力、多入力単出力、または多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立
され得る。
【０００５】
　多くの通信システムにおける重要な特徴はマルチモード動作である。マルチモード動作
では、ユーザ端末などの通信デバイスは、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）と無線アク
セスネットワーク（ＲＡＮ）とを使用する異なるタイプの通信ネットワーク上で動作する
ように構成され得る。場合によっては、ユーザ端末または他の通信デバイスは、第１のＲ
ＡＴをサポートする１つのＲＡＮから、異なるＲＡＴをサポートする第２のＲＡＮにリダ
イレクトされ得る。
【０００６】
　たとえば、いくつかのＬＴＥネットワークはボイス接続をサポートしないことがあり、
または場合によっては、事業者は、モビリティ、負荷、または他の理由など、様々な理由
で、事業者の制御または協調の下でボイス接続を別のネットワークに移動することを望む
ことがある。ある場合には、データ中心であるＬＴＥシステムでは、事業者は、ボイス呼
を行うことを試みるユーザを、回線交換（ＣＳ）接続など、異なる技術をサポートする別
のネットワークに移動することを望むことがある。代替的に、事業者は、着信ボイス呼を
受信するユーザを移動することを望むことがある。たとえば、事業者は、たとえば、３Ｇ
ＰＰ　ＴＳ２３．２７２に記載されている回線交換フォールバック（ＣＳＦＢ）として知
られるプロシージャを使用して、ＬＴＥネットワークおよび関連するセルから、ＵＴＲＡ
ＮまたはＧＥＲＡＮネットワーク（たとえば、ＣＳ接続をネイティブにサポートするネッ
トワーク）など、別のネットワークにユーザをリダイレクトすることを望むことがある。
場合によっては、ユーザは、同時ボイスおよびデータ通信を実行することを望むことがあ
るが、他のネットワークへのリダイレクションは、同時ボイスおよびデータ動作について
の問題を生じることがある。
【発明の概要】
【０００７】
　本開示は、一般にワイヤレス通信システムに関する。より詳細には、限定はしないが、
本開示は、ＣＳＦＢ性能を改善するためのシステムおよび方法に関する。
【０００８】
　たとえば、一態様では、本開示は、マルチモード環境において通信を行うための方法に
関する。本方法は、ユーザ端末において、リダイレクションターゲットを受信する段階と
、リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出する段階と、失敗に応答し
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て、代替ターゲットを探索する段階と、代替ターゲットのセルにキャンプオンする段階と
、セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ：Routing Area Upd
ate）プロシージャとＣＳ呼設定プロシージャとのうちの少なくとも１つを実行する段階
とのうちの１つまたは複数を含み得る。
【０００９】
　リダイレクションターゲットは、たとえば、ユーザ端末のユーザによって開始された呼
、またはユーザ端末に対する着信呼要求に基づいて、ネットワークエンティティからユー
ザ端末に与えられ得る。リダイレクションターゲットは、たとえば、ユーザ端末の移動に
基づいて与えられ得る。リダイレクションターゲットは、たとえば、リダイレクションタ
ーゲットに関連するネットワークにおける信号特性、またはリダイレクションターゲット
に関連する負荷に基づいて与えられ得る。リダイレクションターゲットは、たとえば、Ｌ
ＴＥネットワークなど、ユーザ機器に関連するネットワークがＣＳ接続を与える能力を欠
いていることに基づいて与えられ得る。
【００１０】
　本方法は、リダイレクションターゲットが、代替ターゲットによって使用される第２の
ＲＡＴとは異なる第１のＲＡＴを使用すると判断することを含み得る。たとえば、リダイ
レクションターゲットは、ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ（ＵＴＲＡＮ）ターゲットであり得るか、またはそれを含み得る。さらなる例では、
代替ターゲットは、デュアル転送モード（Dual Transfer Mode）をサポートするように構
成されないＧＳＭ（登録商標）ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ：GSM ED
GE Radio Access Network）ターゲット（非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮ）であり得るか、または
それを含み得る。本方法は、たとえば、ＣＳ呼設定プロシージャを実行する前にＲＡＵプ
ロシージャを実行することをさらに含み得る。ＲＡＵプロシージャは、ユーザ端末のアイ
ドルモードシグナリング低減（ＩＳＲ：Idle Mode Signaling Reduction）ステータスが
「オフ」ステータスであるとき、ＣＳ呼設定プロシージャの前に実行され得る。
【００１１】
　代替例では、リダイレクションターゲットは、ＧＥＲＡＮターゲットであり得るか、ま
たはそれを含み得る。ＧＥＲＡＮターゲットは、デュアル転送モード（ＤＴＭ）をサポー
トするように構成され得る。ユーザ端末のＩＳＲステータスは「オン」ステータスであり
得、本方法は、ＣＳ呼設定プロシージャと並行してＲＡＵプロシージャを実行することを
さらに含み得、ＩＳＲ「オン」ステータスに少なくとも部分的に基づき得る。
【００１２】
　リダイレクションターゲットは、たとえば、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮターゲットであり得
る。ユーザ端末のＩＳＲステータスは「オフ」ステータスであり得、本方法は、ＣＳ呼設
定プロシージャを実行する前にＲＡＵプロシージャを実行することをさらに含み得、ＩＳ
Ｒ「オフ」ステータスに少なくとも部分的に基づき得る。
【００１３】
　ＧＥＲＡＮターゲットは、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮターゲットであり得、本方法は、ユー
ザ端末において、ＣＳ呼設定プロシージャに先立ってＲＡＵプロシージャを実行すべきか
どうかを判断することをさらに含み得る。ＣＳ呼設定プロシージャに先立ってＲＡＵプロ
シージャを実行すべきかどうかを判断することは、たとえば、事業者選好、ユーザ選好、
事業者ポリシー、またはユーザポリシーのうちの少なくとも１つに基づき得る。事業者選
好、ユーザ選好、事業者ポリシー、またはユーザポリシーのうちの少なくとも１つは、た
とえば、事業者構成、ユーザ構成、１つまたは複数の高優先度セッションの存在、および
ＣＳ呼設定遅延がすでに生じているかどうかを含み得る。ユーザ構成は、ボイス中心ユー
ザ端末構成とデータ中心ユーザ端末構成とのうちの１つからなり得る。高優先度セッショ
ンは、たとえば、ＩＰモビリティサブシステム（ＩＭＳ）セッションを備え得る。
【００１４】
　ＲＡＵプロシージャとＣＳ設定プロシージャとは、たとえば、ユーザ端末をサービスし
ているモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）の構成ステータスに部分的に基づいて実行
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され得る。ＭＭＥの構成ステータスは、ＩＳＲステータスに少なくとも部分的に基づき得
る、ＭＭＥにおける、パケット交換（ＰＳ）サービスを中断すべきであるという判断を含
み得る。
【００１５】
　ユーザ端末は、ＬＴＥユーザ機器（ＵＥ）あるいは同様のまたは等価なデバイスまたは
システムであり得、リダイレクションターゲットは、ｅＮＢあるいは同様のまたは等価な
デバイスまたはシステムなど、ＬＴＥ基地局から与えられ得る。
【００１６】
　別の態様では、本開示は、マルチモード環境において通信を行うための代替方法に関す
る。本方法は、ユーザ端末において、リダイレクションターゲットを受信することと、リ
ダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、失敗に応答して、
代替ターゲットに関連するセルにキャンプオンすることと、セルにキャンプオンしている
間にＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断することとを含み得る。本方法は、
ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断することに応答して、ＲＡＵプロシージ
ャを実行することに対して回線交換（ＣＳ）呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判
断することをさらに含み得る。
【００１７】
　ＣＳ呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することは、少なくとも１つの無線
アクセス技術（ＲＡＴ）のいずれがリダイレクションターゲットと代替ターゲットとによ
って使用されているかに部分的に基づき得る。ＣＳ呼設定プロシージャをいつ実行すべき
かを判断することは、ユーザ端末のＩＳＲステータスに部分的に基づき得る。
【００１８】
　リダイレクションターゲットは、たとえば、ＧＥＲＡＮターゲットであり得、代替ター
ゲットは、ＵＴＲＡＮターゲットまたはＤＴＭ　ＧＥＲＡＮターゲットであり得、ＩＳＲ
ステータスは「オン」ステータスであり得る。判断することは、ＣＳ設定プロシージャを
実行することと並行してＲＡＵプロシージャを実行すべきであると判断することを含み得
る。
【００１９】
　代替的に、リダイレクションターゲットは、たとえば、ＧＥＲＡＮターゲットであり得
、代替ターゲットは、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮターゲットであり得、ＩＳＲステータスは「
オフ」ステータスであり得る。判断することは、ＲＡＵプロシージャを実行した後にＣＳ
呼設定プロシージャを実行すべきであると判断することを含み得る。
【００２０】
　代替的に、リダイレクションターゲットは、たとえば、ＵＴＲＡＮターゲットであり得
、代替ターゲットは、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮであり得、ＩＳＲステータスは「オフ」ステ
ータスであり得る。判断することは、ＲＡＵプロシージャを実行した後にＣＳ呼設定プロ
シージャを実行すべきであると判断することを含み得る。
【００２１】
　本方法は、たとえば、ユーザ端末をサービスしているＭＭＥの構成ステータスに部分的
に基づいて、ＲＡＵプロシージャとＣＳ設定プロシージャとを実行することをさらに含み
得る。ＭＭＥの構成ステータスは、ＭＭＥにおいて、ＩＳＲステータスに少なくとも部分
的に基づき得るパケット交換（ＰＳ）サービスを中断すべきであるという判断を行うこと
を含み得る。ＭＭＥは、ｅＮＢなどの基地局からＰＳ中断を実行するようにとの要求を受
信し得る。
【００２２】
　ユーザ端末は、たとえば、ＬＴＥユーザ機器（ＵＥ）であり得、リダイレクションター
ゲットは、ｅＮＢなどのＬＴＥ基地局から与えられ得る。
【００２３】
　本方法の別の態様では、ユーザ端末は、リダイレクションターゲットを受信するとき、
第１のＲＡＴを使用する第１のネットワーク中のネットワークエンティティと通信し得、
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リダイレクションターゲットは第２のネットワーク中にあり、代替ターゲットは第３のネ
ットワーク中にある。第２のネットワークと第３のネットワークのいずれかまたは両方は
、第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを使用し得る。第１のネットワークは、たとえば
、ＬＴＥネットワークであり得、第３のネットワークは、たとえば、ＧＥＲＡＮネットワ
ークであり得る。本方法は、ユーザ端末が、リダイレクションターゲットを受信すること
に関連して、ユーザ端末に対するＰＳの中断についてのＰＳ中断情報を受信することを含
み得る。ＰＳ中断情報は、たとえば、ＰＳ中断が実行されるという指示を含み得る。ユー
ザ端末は、ＰＳ中断情報に基づいて、ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断し
得る。代替ターゲットのＧＥＲＡＮネットワークは、たとえば、ＤＴＭ対応ＧＥＲＡＮネ
ットワークであり得る。ユーザ端末のＩＳＲステータスは「オン」ステータスであり得、
ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断することは、ＲＡＵプロシージャを実行
すべきであると判断することを含み得、これはＩＳＲステータスに少なくとも部分的に基
づき得る。本方法は、ＲＡＵプロシージャを実行することと並行してＣＳ呼設定プロシー
ジャを実行することをさらに含み得る。ＲＡＵプロシージャを実行することと並行してＣ
Ｓ呼設定プロシージャを実行することは、ＩＳＲ「オン」ステータスに部分的に基づいて
行われ得る。
【００２４】
　代替的に、第１のネットワークは、たとえば、ＬＴＥネットワークであり得、代替ター
ゲットの第３のネットワークは、たとえば、ＵＴＲＡＮネットワークであり得る。ユーザ
端末のＩＳＲステータスは「オン」ステータスであり得、ＲＡＵプロシージャを実行すべ
きかどうかを判断することは、ＲＡＵプロシージャを実行すべきであると判断することを
含み得る。本方法は、ＲＡＵプロシージャを実行することと並行してＣＳ呼設定プロシー
ジャを実行することをさらに含み得る。ＲＡＵプロシージャを実行することと並行してＣ
Ｓ呼設定プロシージャを実行することは、ＩＳＲ「オン」ステータスに部分的に基づいて
行われ得る。
【００２５】
　代替的に、ＧＥＲＡＮネットワークは、たとえば、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮネットワーク
であり得、ユーザ端末のＩＳＲステータスは「オフ」ステータスであり得、ＲＡＵプロシ
ージャを実行すべきかどうかを判断することは、ＲＡＵプロシージャを実行すべきである
と判断することを含み得、これはＩＳＲステータスに少なくとも部分的に基づき得る。本
方法は、ＣＳ呼設定プロシージャを実行するより前にＲＡＵプロシージャを実行すること
をさらに含み得る。ＣＳ呼設定プロシージャを実行するより前にＲＡＵプロシージャを実
行することは、ＩＳＲ「オフ」ステータスに部分的に基づいて行われ得る。
【００２６】
　別の態様では、本方法は、リダイレクションターゲットがＤＴＭ対応であるかどうかを
判断することと、リダイレクションターゲットがＤＴＭ対応であるかどうかを判断するこ
とに基づいて、代替ターゲットが位置する第３のネットワークとのＲＡＵプロシージャを
実行すべきかどうかを判断することとを含み得る。
【００２７】
　第１のネットワークは、たとえば、ＬＴＥネットワークであり得、第３のネットワーク
は、たとえば、ＧＥＲＡＮネットワークであり得る。本方法は、ユーザ端末が、リダイレ
クションターゲットがＤＴＭ対応であるかどうかを判断するための情報、たとえば、リダ
イレクションコマンドに関連する情報を受信することをさらに含み得る。その情報は、た
とえば、リダイレクションコマンドにおいて１つまたは複数のシステム情報ブロック中で
受信され得る。代替例では、リダイレクションコマンドに関連する情報は、無線リソース
制御（ＲＲＣ）接続解放要求において受信され得る。
【００２８】
　別の態様では、本開示は、マルチモード環境において通信を行うための代替方法に関す
る。本方法は、ネットワークノードにおいて、基地局から、ユーザ端末が、パケット交換
（ＰＳ）サービスのために利用可能でないかまたはＰＳサービスのためにもはや利用可能
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でないという指示を受信する段階と、ユーザ端末のＩＳＲステータスに基づいて、ＰＳ中
断を実行すべきかどうかを判断する段階の一方または両方を含み得る。本方法は、ＩＳＲ
ステータスが「オフ」ステータスである場合、ＵＥにページングメッセージを送ることを
さらに含み得、中断を実行すべきかどうかを判断することは、たとえば、定義された時間
期間内に応答が受信されないことに基づいて、ページングメッセージに対する応答が受信
されない場合、ＰＳ中断を実行すべきであると判断することをさらに含み得る。少なくと
も、ページングメッセージを送ることで開始する動作を含むこれらの動作は、ダウンリン
クデータがＵＥへの配信を待っているとネットワークノードが判断した後に開始され得る
。たとえば、これらの動作は、ダウンリンクデータがＵＥへの配信を待っていることをネ
ットワークノードに通知するダウンリンクデータ通知（ＤＤＮ）メッセージをネットワー
クノードが受信することによってトリガされ得る。
【００２９】
　ＰＳ中断を実行すべきかどうかを判断することは、たとえば、ユーザ端末のＩＳＲステ
ータスが「オン」ステータスである場合、ＰＳ中断を実行すべきでないと判断することを
含み得る。中断を実行すべきかどうかを判断することは、たとえば、ＩＳＲステータスが
「オフ」ステータスである場合、ＰＳ中断を実行すべきであると判断することを含み得る
。ネットワークノードは、たとえば、ＬＴＥモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）であ
り得る。本方法は、たとえば、ＭＭＥのためのサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）にＰＳ
中断判断をシグナリングすることをさらに含み得る。
【００３０】
　別の態様では、本開示は、マルチモード環境において通信を行うための代替方法に関す
る。本方法は、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する第１のネットワークの基地
局において、第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを使用する第２のネットワークにユー
ザ端末をリダイレクトする段階と、第２のネットワークにユーザ端末をリダイレクトする
ことに基づいて、パケット交換（ＰＳ）中断を実行するように第１のネットワークのノー
ドに命令する段階と、ユーザ端末にＰＳ中断についての情報を送る段階とのうちの１つま
たは複数を含み得る。
【００３１】
　ユーザ端末は、たとえば、ＬＴＥ　ＵＥであり得、基地局は、たとえば、ＬＴＥ　ｅＮ
Ｂであり得、第１のネットワークのノードは、たとえば、ＭＭＥであり得る。ＰＳ中断に
ついての情報は、ユーザ端末に送られるリダイレクションコマンド中に含まれ得る。第１
のネットワークはＬＴＥネットワークであり得、第２のネットワークはＧＥＲＡＮネット
ワークであり得る。ＧＥＲＡＮネットワークは非ＤＴＭ対応ネットワークであり得、ＰＳ
中断についての情報は、ＰＳ中断が実行されるという情報を含み得る。ＰＳ中断は、ＭＭ
Ｅおよび関連するサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）によって実装され得る。判断するこ
とは、たとえば、ボイス呼を実行したいというユーザ端末からの要求の受信に応答して実
行され得る。判断することは、たとえば、ユーザ端末のための着信呼要求を受信したこと
に応答して実行され得る。
【００３２】
　関係する態様では、上記で説明した方法の動作をユーザ端末に実行させるための命令（
たとえば、コード）が非一時的コンピュータ可読媒体中に符号化され得る。同様に、通信
装置は、たとえば、本明細書でより詳細に説明するように、送信機と受信機と他の回路要
素とを使用して本方法の動作を実行するようにプロセッサに命令するためのソフトウェア
またはファームウェアを与えることによって、上記で説明した方法の動作を実行するよう
に構成された送信機と受信機とプロセッサとの要素のうちの１つまたは複数を含むように
構成され得る。通信装置は、たとえば、本明細書で説明するソフトウェアまたはファーム
ウェア、および他の回路要素中に符号化された、本明細書で説明するより詳細なアルゴリ
ズムを使用して、本方法の動作を実行するための手段を含み得る。
【００３３】
　添付の図面とともに追加の態様、特徴、および機能について以下でさらに説明する。
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【００３４】
　本出願は、添付の図面とともに与える以下の発明を実施するための形態とともに、より
十分に諒解され得る。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】ワイヤレス通信システムの詳細を示す図。
【図２】複数のセルを有するワイヤレス通信システムの詳細を示す図。
【図３】ＬＴＥ通信システムにおけるネットワークノードの例示的な構成の詳細を示す図
。
【図４】マルチモード構成における３つの無線ネットワークをもつ例示的な通信システム
を示す図。
【図５】マルチモード通信システムにおけるネットワークノードの例示的な構成を示す図
。
【図６】マルチモード通信システムにおいてＣＳフォールバック性能を改善するためのプ
ロセスの例示的な実施形態を示す図。
【図７】図６に示すプロセスのより詳細なおよび／または随意の態様を示す図。
【図８】マルチモード通信システムにおいてＣＳフォールバック性能を改善するための代
替プロセスの例示的な実施形態を示す図。
【図９】図８に示すプロセスのより詳細なおよび／または随意の態様を示す図。
【図１０】図８に示すプロセスのより詳細なおよび／または随意の態様を示す図。
【図１１】図８に示すプロセスのより詳細なおよび／または随意の態様を示す図。
【図１２】マルチモード通信システムにおいてＣＳフォールバック性能を改善するための
代替プロセスの例示的な実施形態を示す図。
【図１３Ａ】図１２に示すプロセスのより詳細なおよび／または随意の態様を示す図。
【図１３Ｂ】図１２に示すプロセスのより詳細なおよび／または随意の態様を示す図。
【図１３Ｃ】図１２に示すプロセスのより詳細なおよび／または随意の態様を示す図。
【図１４】マルチモード通信システムにおいてＣＳフォールバック性能を改善するための
プロセスの例示的な実施形態を示す図。
【図１５】図１４に示すプロセスのより詳細なまたは随意の態様を示す図。
【図１６】マルチモード通信システムにおける基地局およびユーザ端末の例示的な実施形
態を示す図。
【図１７】ユーザ端末の一実施形態の詳細を示す図。
【図１８】基地局の一実施形態の詳細を示す図。
【図１９】モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）の一実施形態の詳細を示す図。
【図２０】ネットワークエンティティ間のプロシージャを中断および再開するためのコー
ルフローの一例を示す図。
【図２１】ネットワークエンティティ間のプロシージャを中断および再開するためのコー
ルフローの一例を示す図。
【図２２】ネットワークエンティティ間のプロシージャを中断および再開するためのコー
ルフローの一例を示す図。
【図２３】ネットワークエンティティ間のプロシージャを中断および再開するためのコー
ルフローの一例を示す図。
【図２４】ＣＳ呼要求および関係する詳細のためのコールフローの一例を示す図。
【図２５】ＣＳページおよび関係する詳細のためのコールフローの一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　本開示は、一般に、マルチモード通信システムなどのワイヤレス通信システムにおける
動作の協調および管理に関する。様々な実施形態では、本明細書で説明する技法および装
置は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネット
ワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネ
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ットワーク、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワーク、ＬＴＥネット
ワーク、ＧＳＭネットワーク、ならびに他の通信ネットワークなど、ワイヤレス通信ネッ
トワークのために使用され得る。本明細書で説明する「ネットワーク」および「システム
」という用語は互換的に使用され得る。
【００３７】
　ＣＤＭＡネットワークは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ
　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ
は、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）および低チップレート（ＬＣＲ）を含む。ｃｄｍａ
２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。
【００３８】
　ＴＤＭＡネットワークは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏ
ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）などの無線技術を実装し得る。３ＧＰＰは、ＧＥＲ
ＡＮとしても示されるＧＳＭ　ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆ
ｏｒ　ＧＳＭ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）のための規格
を定義する。ＧＥＲＡＮは、基地局（たとえば、ＡｔｅｒおよびＡｂｉｓインターフェー
ス）と基地局コントローラ（Ａインターフェースなど）とを結合するネットワークととも
にＧＳＭ／ＥＤＧＥの無線構成要素である。無線アクセスネットワークはＧＳＭネットワ
ークの構成要素を表し、それを通して、通話およびパケットデータが公衆交換電話網（Ｐ
ＳＴＮ）およびインターネットからユーザ端末またはユーザ機器（ＵＥ）としても知られ
る加入者ハンドセットにルーティングされ、また加入者ハンドセットから公衆交換電話網
（ＰＳＴＮ）およびインターネットにルーティングされる。モバイルフォン事業者のネッ
トワークは、１つまたは複数のＧＥＲＡＮを備え得、それは、ＵＭＴＳ／ＧＳＭネットワ
ークの場合、ＵＴＲＡＮに結合され得る。事業者ネットワークはまた、１つまたは複数の
ＬＴＥネットワーク、および／または１つまたは複数の他のネットワークを含み得る。様
々な異なるネットワークタイプは、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）と無線アクセスネ
ットワーク（ＲＡＮ）とを使用し得る。
【００３９】
　ＯＦＤＭＡネットワークは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８
０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなど
の無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、およびＧＳＭは、Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の
一部である。特に、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲ
Ａを使用するＵＭＴＳのリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳお
よびＬＴＥは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ」（３ＧＰＰ）と称する団体から提供されている文書に記載されており、ｃｄｍａ２
０００は、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ
　２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に記載されている。これらの様々な無線技
術および規格は知られているかまたは開発されている。たとえば、３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）は、グローバルに適用
可能な第３世代（３Ｇ）モバイルフォン仕様を定義することを目的とする電気通信協会の
グループ間のコラボレーションである。３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ（ＬＴＥ）は、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）モバイルフォン規格を改善することを目的とした３
ＧＰＰプロジェクトである。３ＧＰＰは、次世代のモバイルネットワーク、モバイルシス
テム、およびモバイルデバイスのための仕様を定義し得る。明快のために、本装置および
本技法のいくつかの態様について以下ではＬＴＥ実装形態に関してまたはＬＴＥ中心に説
明し、以下の説明の大部分でＬＴＥ用語を使用するが、その説明は、ＬＴＥ適用例に限定
されるものではない。したがって、本明細書で説明するシステム、装置および方法は他の
通信システムおよび適用例に適用され得ることが当業者には明らかであり得る。
【００４０】
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　ワイヤレス通信システム中の論理チャネルは、制御チャネルとトラフィックチャネルと
に分類され得る。論理制御チャネルは、システム制御情報をブロードキャストするための
ダウンリンク（ＤＬ）チャネルであるブロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣＨ）、ペー
ジング情報を転送するＤＬチャネルであるページング制御チャネル（ＰＣＣＨ）、ならび
に１つまたは複数のＭＴＣＨのためのマルチメディアブロードキャストおよびマルチキャ
ストサービス（ＭＢＭＳ）スケジューリングおよび制御情報を送信するために使用される
ポイントツーマルチポイントＤＬチャネルであるマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ
）を含み得る。概して、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立した後、このチャネルは
、ＭＢＭＳを受信するＵＥによって使用されるだけである。専用制御チャネル（ＤＣＣＨ
）は、専用制御情報を送信するポイントツーポイント双方向チャネルであり、ＲＲＣ接続
を有するＵＥによって使用される。
【００４１】
　論理トラフィックチャネルは、ユーザ情報の転送のための、１つのＵＥに専用の、ポイ
ントツーポイント双方向チャネルである専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）、および
トラフィックデータを送信するためのポイントツーマルチポイントＤＬチャネルのための
マルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）を含み得る。
【００４２】
　トランスポートチャネルは、ダウンリンク（ＤＬ）トランスポートチャネルとアップリ
ンク（ＵＬ）トランスポートチャネルとに分類され得る。ＤＬトランスポートチャネルは
、ブロードキャストチャネル（ＢＣＨ）、ダウンリンク共有データチャネル（ＤＬ－ＳＤ
ＣＨ）、およびページングチャネル（ＰＣＨ）を含み得る。ＰＣＨは、（たとえば、ネッ
トワークが間欠受信（ＤＲＸ）サイクルをＵＥに示すときの）ＵＥ節電のサポートのため
に使用され、セル全体にわたってブロードキャストされ、他の制御／トラフィックチャネ
ルのために使用され得る物理レイヤ（ＰＨＹ）リソースにマッピングされ得る。ＵＬトラ
ンスポートチャネルは、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）、要求チャネル（ＲＥＱ
ＣＨ）、アップリンク共有データチャネル（ＵＬ－ＳＤＣＨ）、および複数のＰＨＹチャ
ネルを含み得る。ＰＨＹチャネルは、ＤＬチャネルとＵＬチャネルとのセットを含み得る
。
【００４３】
　ＬＴＥシステムは時分割複信（ＴＤＤ）および周波数分割複信（ＦＤＤ）実装形態をサ
ポートする。ＴＤＤシステムでは、順方向および逆方向リンク送信が同一周波数領域を使
用するので、相反定理により逆方向リンクチャネルからの順方向リンクチャネルの推定が
可能である。これにより、複数のアンテナがアクセスポイントにおいて利用可能であると
き、アクセスポイントは順方向リンク上で送信ビームフォーミング利得を抽出することが
可能になる。
【００４４】
　システム設計は、ビームフォーミングおよび他の機能を可能にするためにダウンリンク
およびアップリンクのための様々な時間周波数基準信号をサポートし得る。基準信号は、
知られているデータに基づいて生成される信号であり、パイロット、プリアンブル、トレ
ーニング信号、サウンディング信号などと呼ばれることもある。基準信号は、チャネル推
定、コヒーレント復調、チャネル品質測定、信号強度測定など、様々な目的のために受信
機によって使用され得る。複数のアンテナを使用するＭＩＭＯシステムは、概して、アン
テナ間での基準信号の送信の調整を行うが、ＬＴＥシステムは、概して、複数の基地局ま
たはｅＮＢからの基準信号の送信の調整を行わない。
【００４５】
　いくつかの実装形態では、システムは時分割複信（ＴＤＤ）を利用し得る。ＴＤＤでは
、ダウンリンクとアップリンクとは同じ周波数スペクトルまたはチャネルを共有し、ダウ
ンリンク送信とアップリンク送信とは同じ周波数スペクトル上で送られる。したがって、
ダウンリンクチャネル応答はアップリンクチャネル応答と相関し得る。相反性により、ア
ップリンクを介して送られた送信に基づいてダウンリンクチャネルを推定することが可能
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になり得る。これらのアップリンク送信は、（復調後に基準シンボルとして使用され得る
）基準信号またはアップリンク制御チャネルであり得る。アップリンク送信は、複数のア
ンテナを介した空間選択チャネルの推定を可能にし得る。
【００４６】
　ＬＴＥ実装形態では、ダウンリンク、すなわち、基地局、アクセスポイントまたはｅノ
ードＢ（ｅＮＢ）からユーザ端末またはＵＥへのリンクのために直交周波数分割多重が使
用される。ＯＦＤＭの使用は、スペクトルの柔軟性についてのＬＴＥ要件を満たし、高い
ピークレートで極めて広いキャリアのためのコスト効率の高いソリューションを可能にし
、十分に確立された技術である。たとえば、ＯＦＤＭは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｇ、
８０２．１６、欧州通信規格協会（ＥＴＳＩ）によって規格化されたＨｉｇｈ　Ｐｅｒｆ
ｏｒｍａｎｃｅ　Ｒａｄｉｏ　ＬＡＮ－２（ＨＩＰＥＲＬＡＮ－２、ＬＡＮはローカルエ
リアネットワークを表す）、ＥＴＳＩの合同技術委員会によって公開されたＤｉｇｉｔａ
ｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ（ＤＶＢ）などの規格、および他の規格にお
いて使用される。
【００４７】
　時間周波数物理リソースブロック（本明細書ではリソースブロック、または簡潔のため
に「ＲＢ」としても示される）は、ＯＦＤＭシステムにおいて、トランスポートデータに
割り当てられたトランスポートキャリア（たとえば、サブキャリア）または間隔のグルー
プとして定義され得る。ＲＢは、時間および周波数期間にわたって定義される。リソース
ブロックは、スロットにおける時間および周波数のインデックスによって定義され得る時
間周波数リソース要素（本明細書ではリソース要素、または簡潔のために「ＲＥ」として
も示される）から構成される。ＬＴＥ　ＲＢおよびＲＥのさらなる詳細は、たとえば、３
ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１などの３ＧＰＰ仕様に記載されている。
【００４８】
　ＵＭＴＳ　ＬＴＥは、２０ＭＨｚから１．４ＭＨＺまでのスケーラブルなキャリア帯域
幅をサポートする。ＬＴＥでは、ＲＢは、サブキャリア帯域幅が１５ｋＨｚであるときは
１２個のサブキャリアとして定義され、またはサブキャリア帯域幅が７．５ｋＨｚである
ときは２４個サブキャリアとして定義される。例示的な実装形態では、時間領域において
、１０ｍｓ長であり、それぞれ１ミリ秒（ｍｓ）の１０個のサブフレームからなる、定義
された無線フレームがある。あらゆるサブフレームは、各スロットが０．５ｍｓである２
つのスロットからなる。この場合、周波数領域におけるサブキャリア間隔は１５ｋＨｚで
ある。（スロットごとに）これらのサブキャリアのうち１２個を合わせると、ＲＢが構成
され、したがって、この実装形態では、１つのリソースブロックは１８０ｋＨｚである。
６つのリソースブロックは１．４ＭＨｚのキャリアに適合し、１００個のリソースブロッ
クは２０ＭＨｚのキャリアに適合する。
【００４９】
　ダウンリンクには、一般に、上記で説明したようにいくつかの物理チャネルがある。特
に、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）は制御を送るために使用され、物理ハ
イブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）はＡＣＫ／ＮＡＣＫを送るために
使用され、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）は制御シンボル
の数を指定するために使用され、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）はデータ
送信のために使用され、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）は単一周波数ネットワ
ーク（ＳＦＮ）を使用したブロードキャスト送信のために使用され、物理ブロードキャス
トチャネル（ＰＢＣＨ）はセル内の重要なシステム情報を送るために使用される。ＬＴＥ
においてＰＤＳＣＨ上でサポートされる変調フォーマットは、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、お
よび６４ＱＡＭである。様々な変調および符号化方式が、３ＧＰＰ仕様において様々なチ
ャネルについて定義される。
【００５０】
　アップリンクには、一般に、３つの物理チャネルがある。物理ランダムアクセスチャネ
ル（ＰＲＡＣＨ）は初期アクセスのためにのみ使用されるが、ＵＥがアップリンク同期し
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ていないとき、データは物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で送られる。Ｕ
Ｅのためにアップリンク上で送信されるべきデータがない場合、制御情報が物理アップリ
ンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で送信されるであろう。アップリンクデータチャネル
上でサポートされる変調フォーマットは、ＱＰＳＫと、１６ＱＡＭと、６４ＱＡＭとを含
み得る。
【００５１】
　３ＧＰＰは、たとえば、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．２７２などの仕様においてＣＳフォール
バック（ＣＳＦＢ）とＰＳ中断とを実装するための構成を記述している。ＳＧインターフ
ェースは、たとえば、３ＧＰＰ　ＴＳ２９．１１８に記載されているようなものであり得
る。ＳＧは、ＣＳＦＢをサポートするためのＭＭＥとモバイル交換センター（ＭＳＣ）サ
ーバとの間のインターフェースを指すためにＬＴＥにおいて使用される文字指定である（
頭文字ではない）。ＣＳＦＢの追加の態様は、たとえば、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．４０１に
記載されているようなものであり得る。
【００５２】
　本開示の様々な他の態様および特徴について以下でさらに説明する。本明細書の教示は
多種多様な形態で実施され得、本明細書で開示されている特定の構造、機能、またはその
両方は代表的なものにすぎず、限定するものではないことは明らかであろう。本明細書の
教示に基づいて、本明細書で開示される態様は他の態様とは独立に実装され得ること、お
よびこれらの態様のうちの２つ以上は様々な方法で組み合わせられ得ることを、当業者な
ら諒解されたい。たとえば、本明細書に記載した態様をいくつ使用しても、装置を実装し
得るか、または方法を実施し得る。さらに、本明細書に記載の態様のうちの１つまたは複
数に加えて、あるいはそれら以外の他の構造、機能、または構造および機能を使用して、
そのような装置を実装し得るか、またはそのような方法を実施し得る。たとえば、方法は
、システム、デバイス、装置の一部として実装され、ならびに／あるいはプロセッサまた
はコンピュータ上での実行のためにコンピュータ可読媒体に記憶された命令として実装さ
れ得る。さらに、態様は、請求項の少なくとも１つの要素を備え得る。
【００５３】
　図１に多元接続ワイヤレス通信システムの一実装形態の詳細を示し、多元接続ワイヤレ
ス通信システムは、ＬＴＥシステムであり得、後でさらに説明する態様が実装され得る。
発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１００（基地局、アクセスポイントまたはＡＰとしても知られ
る）は、あるグループが１０４および１０６を含み、別のグループが１０８および１１０
を含み、追加のグループが１１２および１１４を含む、複数のアンテナグループを含み得
る。図１では、アンテナグループごとに２つのアンテナのみが示されているが、アンテナ
グループごとにより多いまたはより少ないアンテナが利用され得る。ユーザ機器（ＵＥ）
１１６（ユーザ端末、アクセス端末、またはＡＴとしても知られる）はアンテナ１１２お
よび１１４と通信しており、アンテナ１１２および１１４は、順方向リンク（ダウンリン
クとしても知られる）１２０を介してＵＥ１１６に情報を送信し、逆方向リンク（アップ
リンクとしても知られる）１１８を介してＵＥ１１６から情報を受信する。第２のＵＥ１
２２はアンテナ１０４および１０６と通信中であり得、アンテナ１０４および１０６は、
順方向リンク１２６を介してＵＥ１２２に情報を送信し、逆方向リンク１２４を介してア
クセス端末１２２から情報を受信する。
【００５４】
　周波数分割複信（ＦＤＤ）システムでは、通信リンク１１８、１２０、１２４および１
２６は、通信のための異なる周波数を使用し得る。たとえば、順方向リンク１２０は、逆
方向リンク１１８によって使用される周波数とは異なる周波数を使用し得る。時分割複信
（ＴＤＤ）システムでは、ダウンリンクおよびアップリンクは共有され得る。
【００５５】
　アンテナの各グループ、および／またはアンテナが通信するように設計されたエリアは
、しばしば、ｅＮＢのセクタと呼ばれる。アンテナグループは、それぞれ、ｅＮＢ１００
によってカバーされるエリアのセクタ中のＵＥに通信するように設計される。順方向リン
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ク１２０および１２６上の通信では、ｅＮＢ１００の送信アンテナは、異なるアクセス端
末１１６および１２４に対して順方向リンクの信号対雑音比を改善するためにビームフォ
ーミングを利用する。また、ｅＮＢが、ビームフォーミングを使用して、それのカバレー
ジ中にランダムに分散されたＵＥに送信するほうが、ｅＮＢが単一のアンテナを介してす
べてのそれのＵＥに送信するよりも、隣接セル中のＵＥへの干渉が小さくなる。ｅＮＢは
、ＵＥとの通信に使用される固定局でもよく、アクセスポイント、ノードＢ、または何ら
かの他の等価な用語で呼ばれることもある。ＵＥは、アクセス端末、ＡＴ、ユーザ機器、
ワイヤレス通信デバイス、端末、または何らかの他の等価な用語で呼ばれることもある。
ＵＥ１１６および１２２などのＵＥは、たとえば、ＧＥＲＡＮおよび／またはＵＴＲＡＮ
ネットワークなどの他の通信ネットワーク（図示せず）の他のノードとともに動作するよ
うにさらに構成され得る。その上、ｅＮＢ１００などの基地局は、リダイレクションコマ
ンドの使用によってなど、他のネットワークの基地局への被サービスＵＥのハンドオーバ
を可能にするように構成され得る。
【００５６】
　図２に、本明細書で後で説明する態様などの態様が実装され得る、ＬＴＥシステムなど
の多元接続ワイヤレス通信システム２００の一実装形態の詳細を示す。多元接続ワイヤレ
ス通信システム２００は、セル２０２、２０４、および２０６を含む複数のセルを含む。
一態様では、セル２０２、２０４、および２０６は、複数のセクタを含むｅＮＢを含み得
る。複数のセクタはアンテナのグループによって形成され得、各アンテナは、セルの一部
分におけるＵＥとの通信を担当する。たとえば、セル２０２において、アンテナグループ
２１２、２１４、および２１６は各々異なるセクタに対応し得る。セル２０４において、
アンテナグループ２１８、２２０、および２２２は各々異なるセクタに対応する。セル２
０６において、アンテナグループ２２４、２２６、および２２８は各々異なるセクタに対
応する。セル２０２、２０４、および２０６は、各セル２０２、２０４、または２０６の
１つまたは複数のセクタと通信することができる、いくつかのワイヤレス通信デバイス、
たとえば、ユーザ機器またはＵＥを含むことができる。たとえば、ＵＥ２３０および２３
２はｅＮＢ２４２と通信することができ、ＵＥ２３４および２３６はｅＮＢ２４４と通信
することができ、ＵＥ２３８および２４０はｅＮＢ２４６と通信することができる。セル
および関連する基地局はシステムコントローラ２５０に結合され得、システムコントロー
ラ２５０は、マルチモード協調および動作、ならびに本明細書で説明する他の態様に関係
する、本明細書でさらに説明する機能を実行するために使用され得るような、たとえば、
ＭＭＥおよびＳＧＷを含む、コアまたはバックホールネットワークの一部であり得るか、
あるいはコアまたはバックホールネットワークへの接続性を与え得る。
【００５７】
　図３に、様々なネットワークノード間の接続の例示的な実施形態３００の詳細を示す。
ネットワーク３００は、マクロｅＮＢ３０２および／または複数の追加のｅＮＢを含み得
、複数の追加のｅＮＢは、たとえば、ピコセルｅＮＢ３１０、フェムトセルｅＮＢ３１１
、マクロセルｅＮＢ、または他の基地局ノードであり得る。ネットワーク３００は、スケ
ーラビリティ上の理由でピコセルｅＮＢ３１０またはフェムトセルｅＮＢ３１１へのｅＮ
Ｂゲートウェイ３３４を含み得る。マクロｅＮＢ３０２およびゲートウェイ３３４は、そ
れぞれ、１つまたは複数のモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）３４２のプール３４０
および／または１つまたは複数のサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）３４６のプール３４
４と通信し得る。ｅＮＢゲートウェイ３３４は、専用Ｓ１接続３３６のためのＣプレーン
およびＵプレーン中継器のように見え得る。Ｓ１接続３３６は、発展型パケットコア（Ｅ
ＰＣ）とＥｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＥＵＴＲＡＮ）との間の境界として規定された論理インターフェース
であり得る。したがって、Ｓ１接続は、ＭＭＥやＳＧＷなどのコアネットワーク（ＣＮ）
構成要素とのインターフェースを与え、コアネットワーク（ＣＮ）構成要素は、他の構成
要素および／またはネットワーク（図示せず）にさらに結合され得る。ｅＮＢゲートウェ
イ３３４は、ＥＰＣから見てマクロｅＮＢ３０２として働き得る。Ｃプレーンインターフ
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ェースはＳ１－ＭＭＥであり得、ＵプレーンインターフェースはＳ１－Ｕであり得る。
【００５８】
　ｅＮＢゲートウェイ３３４は、ｅＮＢ３１０に対して単一のＥＰＣノードとして働き得
る。ｅＮＢゲートウェイ３３４は、ｅＮＢ３１０のためのＳ１フレックス接続性を保証し
得る。ｅＮＢゲートウェイ３３４は、単一のｅＮＢ３１０がｎ個のＭＭＥ３４２と通信し
得るように、１：ｎ中継機能を与え得る。ｅＮＢゲートウェイ３３４は、Ｓ１設定プロシ
ージャを介して動作させられたときにｅＮＢ３１０、３１１をＭＭＥ３４２のプール３４
０に登録し得る。ｅＮＢゲートウェイ３３４は、ｅＮＢ３１０とのＳ１インターフェース
３３６の設定をサポートし得る。
【００５９】
　ネットワーク３００は自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）サーバ３３８をも含み得る。
ＳＯＮサーバ３３８は、３ＧＰＰ　ＬＴＥネットワークの自動最適化を行い得る。ＳＯＮ
サーバ３３８は、ワイヤレス通信システム３００における運用、管理および保守（ＯＡＭ
）機能を改善するための推進要因であり得る。マクロｅＮＢ３０２とｅＮＢゲートウェイ
３３４との間にＸ２リンク３２０が存在し得る。Ｘ２リンク３２０は、共通のｅＮＢゲー
トウェイ３３４に接続されたｅＮＢ３１０、３１１の各々の間にも存在し得る。Ｘ２リン
ク３２０は、ＳＯＮサーバ３３８からの入力に基づいて設定され得る。Ｘ２リンク３２０
が確立され得ない場合、異なるセルまたはネットワーク間でなど、情報を搬送するために
Ｓ１リンク３３６が使用され得る。ｅＮＢと他のネットワークノードとの間、および／ま
たは他のネットワークとの間でなど、本明細書でさらに説明するような様々な機能を管理
するために、バックホールシグナリングがネットワーク３００において使用され得る。た
とえば、これらの接続は、本明細書で引き続きさらに説明するように、ＧＥＲＡＮまたは
ＵＴＲＡＮネットワークなどの他のネットワークタイプなどとのマルチモード動作を可能
にするために使用され得る。ＵＥ３１２は様々なｅＮＢに結合され得、またｅＮＢに関連
するセル間で移動し、ならびに他のネットワークタイプのセル（図示せず）と通信し得る
。
【００６０】
　たとえば、事業者のシステムは、異なるＲＡＴを使用する、（たとえば、図２および図
３に示すＬＴＥネットワーク構成に加えて）複数のタイプであり得る複数のネットワーク
を含み得る。たとえば、あるタイプは、データ中心であるＬＴＥシステムであり得る。別
のタイプは、Ｗ－ＣＤＭＡシステムなどのＵＴＲＡＮシステムであり得る。さらに別のタ
イプは、場合によってはデュアル転送モード（ＤＴＭ）対応であり得るＧＥＲＡＮシステ
ム（本明細書ではＤＴＭ　ＧＥＲＡＮとしても示される）であり得る。いくつかのＧＥＲ
ＡＮネットワークは非ＤＴＭ対応であり得る。ＵＥなどのマルチモードユーザ端末は、こ
れらならびに他のネットワーク（たとえば、ＷｉＦｉまたはＷｉＭａｘネットワークなど
）などの複数のネットワークにおいて動作するように構成され得る。
【００６１】
　たとえば、３ＧＰＰ　ＴＳ４３．０５５において規定されているＤＴＭは、同じ無線チ
ャネル上でＣＳ（ボイス）とＰＳ（データ）との同時転送を可能にするＧＳＭ規格に基づ
くプロトコルである。ＤＴＭ対応であるモバイルフォン（たとえば、ユーザ端末またはＵ
Ｅ）は、ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮネットワークにおいてＣＳおよびＰＳ呼と同時ボイスおよび
パケットデータ接続の両方に関与することができる。
【００６２】
　いくつかのＬＴＥ実装形態では、デバイスは、アイドルモードシグナリング低減（ＩＳ
Ｒ）として知られる機能をサポートし得る。ＩＳＲは、ＵＥなどのユーザ端末が、ＵＴＲ
ＡＮまたはＧＥＲＡＮルーティングエリア（ＲＡ）とＥ－ＵＴＲＡトラッキングエリア（
ＴＡ）リストとに同時に登録されたままであることを可能にする機構である。これは、Ｕ
Ｅが登録ＲＡおよびＴＡリスト内に残っている限り、トラッキングエリア更新（ＴＡＵ）
またはルーティングエリア更新（ＲＡＵ）要求を送る必要なしに、ＵＥがＬＴＥネットワ
ークとＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮネットワークとの間でセル再選択を行うことを可能にする
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ことができる。したがって、ＩＳＲは、モビリティシグナリングを低減するために使用さ
れ得、ＵＥのバッテリー寿命を改善し得る。これは、カバレージが限定され得、ＲＡＴ間
変更が頻繁であり得る、ＬＴＥシステムの初期展開において特に重要であり得る。その上
、これはまた、事業者が、ＣＳボイス発呼をサポートするためにＬＴＥネットワークとＧ
ＥＲＡＮまたはＵＴＲＡＮネットワークとの間で動作を頻繁に切り替え得るので、ボイス
オーバＩＰ（ＶｏＩＰ）など、ＰＳベースのボイス実装形態のアベイラビリティが展開さ
れるまで重要であり得る。ＩＳＲをサポートするために、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）
は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）からのＰＳ登録およびサービングＧＰＲＳサ
ポートノード（ＳＧＳＮ）からの別のＰＳ登録の２つのＰＳ登録を維持する必要があり得
、ただし、「ＧＰＲＳ」は汎用パケット無線サービスを表す。ＧＰＲＳは、３ＧＰＰによ
って維持されるプロトコルを用いたパケット指向ベストエフォート型モバイルデータサー
ビスである。さらに、ＩＳＲは、より複雑なページングプロシージャを必要とする。例示
的な実施形態では、ＩＳＲのステータスは、ＩＳＲが使用されているか否かを示すオンま
たはオフのいずれかであり得る。
【００６３】
　ＭＭＥは、ＬＴＥアクセスネットワークのための制御ノードとして動作し得る。ＭＭＥ
は、アイドルモードＵＥのトラッキングプロシージャと、再送信を含むページングプロシ
ージャとを担当する。ＭＭＥはまた、ベアラアクティブ化／非アクティブ化プロセスに関
与し、また、初期アタッチ時およびコアネットワーク（ＣＮ）ノード再配置を伴うＬＴＥ
内ハンドオーバ時に、ＵＥのためのサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）を選定することを
担当する。
【００６４】
　ＭＭＥはまた、ＨＳＳと対話することによってユーザを認証することを担当し得る。非
アクセス層（ＮＡＳ）シグナリングはＭＭＥにおいて終端し、ＭＭＥはまた、ＵＥに対す
る一時的識別情報の生成および割振りを担当する。たとえば、ＭＭＥは、サービスプロバ
イダのパブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）上にキャンプオンするための
ＵＥの許可を調べ、ＵＥローミング制限を執行する。ＭＭＥは、ＮＡＳシグナリングの暗
号化／完全性保護のためのネットワーク中の終端ポイントであり、セキュリティキー管理
を扱う。シグナリングの合法的傍受もＭＭＥによってサポートされる。
【００６５】
　ＭＭＥの別の機能は、ＬＴＥアクセスネットワークと、ＵＴＲＡＮおよびＧＥＲＡＮネ
ットワークなどの２Ｇ／３Ｇアクセスネットワークとの間のモビリティのための制御プレ
ーン機能に、ＳＧＳＮからの、ＭＭＥにおいて終端するＳ３インターフェースを与えるこ
とであり得る。ＭＭＥはまた、ローミングＵＥのためのホームＨＳＳへのＳ６ａインター
フェースを終端する。
【００６６】
　サービングゲートウェイ（ＳＧＷ）は、ｅノードＢ間ハンドオーバ中のユーザプレーン
のためのモビリティアンカーとして、および、たとえば、Ｓ４インターフェースを終端し
、２Ｇ／３Ｇシステムとパケットゲートウェイ（ＰＧＷ）との間のトラフィックを中継す
るなど、ＬＴＥ技術と他の３ＧＰＰ技術との間のモビリティのためのアンカーとしても働
きながら、ユーザデータパケットをルーティングし、転送する。アイドル状態ＵＥの場合
、ＳＧＷは、ＤＬデータ経路を終端し、ＵＥのためのＤＬデータが到着したときページン
グをトリガする。ＳＧＷは、ＵＥコンテキスト、たとえばＩＰベアラサービスのパラメー
タ、ネットワーク内部ルーティング情報、および他の情報を管理し、記憶する。ＳＧＷは
また、合法的傍受の場合のユーザトラフィックの複製を実行し得る。
【００６７】
　ＰＤＮゲートウェイは、ＵＥのためのトラフィックの出入口のポイントとなることによ
って、ＵＥに外部パケットデータネットワークからの接続性を与える。ＵＥは、複数のＰ
ＤＮにアクセスするために、２つ以上のＰＧＷとの同時接続性を有し得る。ＰＧＷは、ポ
リシー執行、各ユーザのためのパケットフィルタリング、課金サポート、合法的傍受およ
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びパケットスクリーニングを実行し得る。
【００６８】
　図４に、３つの異なるＲＡＮおよびＲＡＴ、たとえば、ＬＴＥ、ＧＥＲＡＮ、およびＵ
ＴＲＡＮに基づく３つの異なるネットワークタイプを含む事業者ネットワーク４００の詳
細を示す。ネットワーク４００は、ＬＴＥネットワークであり得る第１のＲＡＮ４１０を
含み得、複数のセルと、ｅＮＢ４１５などの関連する基地局とを含み得る。ＵＥ４１２は
、たとえば、ＰＳ接続においてデータを送信および／または受信するためになど、ｅＮＢ
４１５と通信し得る。ＵＥ４１２はまた、たとえば、ＵＴＲＡＮまたはＧＥＲＡＮネット
ワークであり得る第２のＲＡＮ４２０、ならびに、たとえば、ＵＴＲＡＮまたはＧＥＲＡ
Ｎネットワークであり得る第３のＲＡＮ４３０のカバレージエリア内にあり得る。様々な
実装形態では、ネットワーク４２０および４３０は、ある場合には、ＤＴＭをサポートし
得るＧＥＲＡＮネットワークであり得るが、他の場合には、それらは非ＤＴＭネットワー
ク、すなわち、ＤＴＭをサポートしないネットワークであり得る。ネットワーク４２０お
よび４３０は、たとえば、基地局４２５および４３５であり得る１つまたは複数の基地局
によってサービスされ得る１つまたは複数のセルを含み得る。ネットワーク４１０、４２
０、および４３０に関連するラインは、異なる実装形態で変化し得る例示的なネットワー
クカバレージ境界を示すために与えられている。
【００６９】
　ネットワーク４１０は、ネットワーク４２０などの別のネットワークにＵＥ４１２をリ
ダイレクトすることを望むことがある。これは、たとえば、ＵＥ４１２からのボイス呼要
求、ＵＥ４１２に対する着信呼の受信、ＵＥ４１２のモビリティ、あるいはネットワーク
負荷、カバレージもしくは信号制限、または他のファクタなどの他の理由に応答して起こ
り得る。したがって、ネットワーク４１０は、たとえば、ｅＮＢ４１５を通して、ネット
ワーク４２０にＵＥ４１２をリダイレクトし得る。これは、たとえば、ネットワーク４１
０がＶＯＩＰなどのパケットベースボイスサービスをサポートしないとき、ボイス呼を行
いたいというｅＮＢ４１２からの要求に応答して行われ得る。この場合、ＵＥ４１２は、
ＵＥ４１２がＣＳボイス呼設定を実行し、次いで、ｅＮＢ４１５が、リダイレクションコ
マンドを送ることによってなど、ネットワーク４２０にＵＥをリダイレクトする必要があ
ることをネットワークに通知し得る。リダイレクションに関連して、ｅＮＢ４１５は、選
択されたリダイレクションターゲットに応じて、リダイレクションおよび／または関連す
るＰＳ中断に関して、関連するＭＭＥ（図示せず）にシグナリングし得る。
【００７０】
　たとえば、ネットワーク４２０がＵＴＲＡＮネットワークである場合、ＵＴＲＡＮは同
時ＣＳおよびＰＳ接続（たとえば、同時ボイスおよびデータ）をサポートするので、ＵＥ
はＣＳ呼設定を実行し、並行してＰＳセッションを続けることができる。同様に、ネット
ワーク４２０がＧＥＲＡＮネットワークである場合、ＧＥＲＡＮネットワークがＤＴＭを
サポートするならば、ＵＥはＣＳ呼設定を実行し、ＰＳセッションを続けることができる
。
【００７１】
　しかしながら、（ＵＥがＤＴＭをサポートすると仮定して）ネットワーク４２０が非Ｄ
ＴＭ　ＧＥＲＡＮネットワークであり、ｅＮＢ４１５がそのネットワークにＵＥ４１２を
移動することを選択した場合、またはＵＥ４１２がＤＴＭをサポートしない場合、ｅＮＢ
４１５は、図３に示したようなＭＭＥなど、関連するＭＭＥに、ＵＥ４１２がＰＳサービ
スのために利用不可能であり得る（たとえば、ＰＳが中断され得る）ことを示し得る。そ
れに応答して、ＭＭＥは、たとえば図３に示したＳＧＷにおいてＵＥのためのＰＳサービ
スを中断し得る。
【００７２】
　ｅＮＢ４１５は、リダイレクションプロシージャを使用して、ＤＴＭをサポートしない
ＧＥＲＡＮセル（すなわち、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮ）に移動するようにＵＥに命令し得る
が、場合によっては、ＵＥ４１２は、リダイレクションネットワーク４２０において意図
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されたターゲットセルを見つけることができないことがある。これは、たとえば、意図さ
れたリダイレクションターゲットセルがもはや適格でなく、他のセルがＵＥ４１２によっ
て適格であると認知された場合に、または他の理由で起こり得る。しかしながら、ＵＥは
、第３のネットワーク４３０、すなわちＵＴＲＡＮセルまたはＧＥＲＡＮセルにおいてな
ど、別のターゲットセルを見つけることが可能であり得る。セルがＧＥＲＡＮセルである
場合、そのセルは、デュアル転送モードをサポートすることができないことがある（すな
わち、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮであり得る）。たとえば、ＵＥは、第３のネットワーク中の
基地局４３５との通信を確立することが可能であり得る。
【００７３】
　別の場合、ＵＥ４１２は、ＧＥＲＡＮセルであり得るネットワーク４２０中の意図され
たセルに移動し得るが、たとえば、ユーザが呼を早期に終了することを決定したので、Ｃ
Ｓ呼設定を実行する必要は、もはや存在しない。
【００７４】
　これらの状況では、ＵＥは、ＬＴＥネットワークがＰＳサービスを中断したことにＵＥ
は気づいていないが、ＰＳサービスが利用可能であるとＵＥが考えるネットワーク（たと
えば、第３のネットワーク４３０）中のセルにＵＥがキャンプオンしている状態に置かれ
得る。この場合、ＩＭＳなどの「常にオン」のアプリケーションは、ＰＳ中断によりサー
ビスが利用可能でないときに、サービスが利用可能であると仮定し得る。これは、ユーザ
にサービスの損失または停止をもたらし得る。その上、ＵＥ４１２は、停止に気づかない
ことさえあり、したがって是正措置をとらないことがある。
【００７５】
　図５に、ＩＳＲ機能を与えるために使用され得る、ＬＴＥネットワークとＵＴＲＡＮま
たはＧＥＲＡＮネットワークなどの他のネットワークとの間のマルチモード動作のための
ネットワークノードの例示的な構成５００を示す。マルチモードＵＥ５１２は、図４のｅ
ＮＢ４１５などのｅＮＢになど、ＬＴＥネットワーク５２２に接続され得、ＬＴＥネット
ワークと、ノードＢなどの基地局によってサービスされ得るＵＴＲＡＮまたはＧＥＲＡＮ
ネットワーク５３２との間で移動し得る。ＬＴＥネットワークは、前に図４に示したよう
なＭＭＥ５２４、ならびに図４に示したようなＳＧＷ５４０を含み得る。ＳＧＷはＰＧＷ
（図示せず）に接続され得、ＭＭＥは、ＳＧインターフェースを介してレガシーモバイル
交換センター（ＭＳＣ）に接続され得る。ＳＧインターフェースは、ＬＴＥネットワーク
とＧＥＲＡＮまたはＵＴＲＡＮなどのレガシーネットワークとの間の接続性を与える。
【００７６】
　ＵＥ５１２がネットワーク間を移動するとき、ＵＥ５１２は、ＬＴＥネットワークに移
動するときにはトラッキングエリア更新（ＴＡＵ）プロシージャを実行し、ＵＴＲＡＮま
たはＧＥＲＡＮネットワークに移動するときにはルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロ
シージャを実行し得る。ＲＡＵまたはＴＡＵは、ＵＥ５１２が新しいトラッキングエリア
またはルーティングエリアを検出したときに開始され得る。ＲＡＵでは、ＵＥは、ＵＥが
２Ｇ／３Ｇコンテキスト内のＳＧＳＮ５３４によってサービスされるルーティングエリア
に移動したことを確定するために、３Ｇ　ＳＧＳＮ５３４にＲＡＵ信号を送信して、ＳＧ
ＳＮ５３４と他のネットワークエンティティとの間でメッセージのシーケンスを開始する
。同様に、ＴＡＵでは、ＵＥは、ＬＴＥコンテキスト内の新しいトラッキングエリアを確
定するために、ＬＴＥ　ＳＧＳＮ５３４と他のネットワークエンティティとの間でメッセ
ージのシーケンスを開始する。ＲＡＵまたはＴＡＵを実行することに関するさらなる詳細
は、当技術分野で理解され、ここに再掲される必要はない。さらなる詳細は、たとえば、
ＴＳ２３．４０１の付属書類Ｂに示されているコールフローの例とともに、３ＧＰＰ　Ｔ
Ｓ２３．４０１に見つかり得る。
【００７７】
　一態様によれば、ＭＭＥ５２４などのＭＭＥは、ｅＮＢ４１５などのサービングｅＮＢ
が、ＵＥが非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮにリダイレクトされていることをＭＭＥに示した場合、
ＵＥ４１２などのＵＥに関連するＰＳセッションを中断（すなわち、ＰＳ中断を実行）し
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得る。前に説明したように、これは、ＵＥからの呼設定に応答して、ＭＭＥに対する着信
呼要求の受信により、またはモビリティハンドオフなどの他の理由で行われ得る。従来、
ＭＭＥは、この決定を行う際に、たとえば、「オン」ステータスまたは「オフ」ステータ
スであり得るＵＥのアイドルモードシグナリング低減（ＩＳＲ）ステータスを考慮に入れ
ない。しかしながら、本開示によれば、ＭＭＥは、ＵＥのＩＳＲステータスが「オン」で
あるか「オフ」であるかを条件として動作を実行し得、言い換えれば、ＭＭＥはＩＳＲス
テータスを考慮に入れ得る。
【００７８】
　たとえば、当該の第１の事例は、図４のＵＥ４１２などのＵＥが第２のネットワーク４
２０などのリダイレクションターゲットにリダイレクトされている場合である。第２のネ
ットワークがＵＴＲＡＮネットワークであり、第２のネットワークへのリダイレクション
が失敗した場合、ＵＥ４１２は、ネットワーク４３０などの第３のネットワークにキャン
プオンすることを試み得る。第３のネットワークが非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮである場合、Ｉ
ＳＲステータスが「オフ」であると問題が生じ得る。具体的には、リダイレクションネッ
トワークがＵＴＲＡＮネットワークである場合、ＣＳプロセスに加えてＰＳプロセスがサ
ポートされるであろう。しかしながら、ＵＥが、同時ＣＳおよびＰＳプロセスをサポート
しない非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮにキャンプオンした場合、たとえば、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮ
は、ＵＥに関連するコンテキストを有しないことがあるので、ＣＳ呼設定は失敗し得る。
したがって、この問題を緩和するために、ＵＥ４１２は、ＣＳ呼設定プロシージャを実行
する前にＲＡＵプロシージャを実行し得る。
【００７９】
　当該の別の関係する事例は、ＵＥ４１２などのＵＥが、（ＵＴＲＡＮネットワークでは
なく）ＧＥＲＡＮネットワークであるネットワーク４２０などの第２のネットワークにリ
ダイレクトされる場合である。第２のネットワークへのリダイレクションが失敗した場合
、ＵＥ４１２は、ネットワーク４３０などの第３のネットワークにキャンプオンすること
を試み得る。前の事例と同様に、第３のネットワークが非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮである場合
、ＩＳＲステータスが「オフ」であると問題が生じ得る。前の事例と同様に、非ＤＴＭ　
ＧＥＲＡＮにおけるコンテキストの欠如により、ＣＳ呼設定は失敗し得る。したがって、
この問題を緩和するために、ＵＥ４１２は、ＣＳ呼設定プロシージャを実行する前にＲＡ
Ｕプロシージャを実行し得る。
【００８０】
　当該のさらに別の事例では、リダイレクションターゲット（たとえば、図４のネットワ
ーク４２０などの第２のネットワーク）がＧＥＲＡＮネットワークであり、リダイレクシ
ョンが失敗した場合、ＵＥは、ネットワーク４３０などの第３のネットワークにキャンプ
オンし得る。第３のネットワークがＵＴＲＡＮネットワークまたはＤＴＭ　ＧＥＲＡＮネ
ットワークであり、ＩＳＲステータスが「オン」である場合、ＵＥは、有利なことに、Ｒ
ＡＵプロシージャを実行することと並行してＣＳ呼設定プロシージャを実行し得る。プロ
シージャを並行して実行することにより、ＣＳフォールバック呼設定における遅延緩和が
可能になり得る。
【００８１】
　要約すれば、ＵＥ４１２などのＵＥが、リダイレクション失敗の結果として非ＤＴＭ　
ＧＥＲＡＮネットワークにキャンプオンし（たとえば、第２のネットワークへのリダイレ
クションが失敗したときに第３のネットワークにキャンプオンし）、ＰＳ中断を実行しな
ければならないとき、ＵＥは、有利には、最初にＲＡＵプロシージャを実行し、次いでＣ
Ｓ呼設定プロシージャを実行し得る。この手法はＰＳベアラの適切な中断を保証するが、
それはまた、ＣＳフォールバック呼設定プロシージャに追加の遅延を導入し得る。しかし
ながら、適切なＰＳベアラ中断を実行しないと、ＵＥはＰＳページを失うことになる。ま
た、たとえば、ＵＥからのページ応答の欠如の結果として、ＵＥは、コアネットワーク（
ＣＮ）におけるＰＳセッションコンテキストの一部または全体を失い得る可能性がある。
【００８２】
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　一方、適切なＰＳセッション中断のためにＲＡＵプロシージャが必要とされる非ＤＴＭ
　ＧＥＲＡＮでは、ＵＥ４１２などのＵＥは、（ＣＳ呼設定遅延という犠牲を払って）Ｒ
ＡＵプロシージャが実行されなければならないかどうかを決定し得、これは、事業者選好
、ユーザ選好、ポリシーなどの基準、および／または他の基準に基づき得る。決定は、た
とえば、事業者構成、ユーザ構成（たとえば、デバイスはボイス中心であるかデータ中心
であるか）、ＩＭＳなどの１つまたは複数の「高優先度」ＰＳセッションの存在、すでに
受けたＣＳ呼設定遅延、および／または他のファクタに基づき得る。
【００８３】
　本技術の別の態様では、図３および図５に示すようなＭＭＥは、ＰＳ中断を実行すべき
かどうかを判断する際に、図４および図５のＵＥ４１２または５１２などのユーザ端末に
関連するＩＳＲステータスを考慮し得る。
【００８４】
　たとえば、一実装形態では、ＵＥ４１２などのＵＥがＤＴＭをサポートするように構成
され、ｅＮＢ４１５などのサービングｅＮＢがＤＴＭをサポートしないＧＥＲＡＮターゲ
ットセル（すなわち、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮ）にＵＥをリダイレクトした場合、ｅＮＢは
、図３および図５に示すＭＭＥなどの関連するＭＭＥに、ＵＥがＰＳサービスのために利
用不可能であることを通知し得る。次いで、ＭＭＥは以下のように応答し得る。ＵＥがＰ
Ｓサービスのために利用不可能であることに関する情報をＭＭＥが受信したとき、ＭＭＥ
は、ａ）ＵＥに関連するＩＳＲステータスがオフである場合、関連するＳＧＷとのＰＳ中
断を実行するか、またはｂ）ＩＳＲステータスがオンである場合、ＰＳ中断を実行しない
。
【００８５】
　ＵＥ４１２などのＵＥは、ＵＥによって判断または検出された、以下で識別されるファ
クタを条件として次のアクションをとり得る。
【００８６】
　１）リダイレクションターゲットがＵＴＲＡＮネットワークであり、ＵＥがＵＴＲＡＮ
またはＤＴＭ　ＧＥＲＡＮにキャンプオンした場合、ａ）ＩＳＲステータスが「オン」で
あるならば、ＣＳ呼設定プロシージャを実行し、ｂ）ＩＳＲステータスがオフであるなら
ば、ＣＳ呼設定プロシージャを実行し、ＲＡＵプロシージャを並行して実行する。
【００８７】
　２）リダイレクションターゲットがＵＴＲＡＮネットワークであり、ＵＥが非ＤＴＭ　
ＧＥＲＡＮにキャンプオンした場合、ａ）ＩＳＲステータスが「オン」であるならば、Ｃ
Ｓ呼設定プロシージャを実行し、ｂ）ＩＳＲステータスが「オフ」であるならば、最初に
ＲＡＵプロシージャを実行し、次いでＣＳ呼設定を実行する。
【００８８】
　３）リダイレクションターゲットがＧＥＲＡＮネットワークであり、ＵＥがＵＴＲＡＮ
またはＤＴＭ　ＧＥＲＡＮにキャンプオンした場合、ａ）ＩＳＲステータスが「オン」で
あるならば、ＣＳ呼設定プロシージャを実行し、ｂ）ＩＳＲステータスが「オフ」である
ならば、ＣＳ呼設定プロシージャとＲＡＵプロシージャとを並行して実行する。
【００８９】
　４）リダイレクションターゲットがＧＥＲＡＮネットワークであり、ＵＥが非ＤＴＭ　
ＧＥＲＡＮにキャンプオンした場合、ａ）ＩＳＲステータスが「オン」であるならば、Ｃ
Ｓ呼設定プロシージャを実行し、ｂ）ＩＳＲステータスが「オフ」であるならば、最初に
ＲＡＵプロシージャを実行し、次いでＣＳ呼設定を実行する。
【００９０】
　本技術の別の態様では、ｅＮＢ４１５などのｅＮＢが、ＭＭＥにＰＳ中断を実行するよ
うに命令し得ると判断したとき、ｅＮＢは、この情報を、ＵＥ４１２などのＵＥに送られ
るリダイレクションコマンド中に含め得る。たとえば、ＵＥが非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮに移
動されなければならないとｅＮＢが決定した場合、ｅＮＢは、ＰＳ中断を実行するように
ＭＭＥに通知し得、また、ＰＳ中断が実行され得ることをＵＥに通知し得る。次いで、Ｕ
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Ｅは、リダイレクションが失敗した場合、第３のネットワークにアクセスする際にこの情
報を使用し得る。
【００９１】
　ある場合には、ｅＮＢは、ＵＥにＰＳ中断を明示的に通知し得る。他の場合には、たと
えば、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．２７２などに記載されているようなＧＥＲＡＮ　ＳＩトンネ
リングが実行される場合（たとえば、１つまたは複数のＧＥＲＡＮセルのシステム情報が
リダイレクションコマンドにおいてＵＥに与えられる場合）、ＵＥは、意図されたターゲ
ットがＤＴＭ対応か否かを判断し得る。これは、たとえば、リダイレクションコマンド中
に含まれている１つまたは複数のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を調べることによって
行われ得る。
【００９２】
　システム情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）接続解放要求中に含まれる場合、ＵＥは、
たとえば、ＵＥの能力と１つまたは複数のリダイレクションターゲットの能力との知識に
基づいて、ＭＭＥがＰＳサービスを中断したかどうかを判断し得る。
【００９３】
　様々なシナリオでのＵＥ４１２などのＵＥにおいて実行され得る処理の例について以下
で説明する。たとえば、サービングｅＮＢが、ＰＳ中断が開始されたことをＵＥに通知し
、ＵＥがＵＴＲＡＮまたはＤＴＭ　ＧＥＲＡＮにキャンプオンした場合、ＵＥは、（ＩＳ
Ｒステータスにかかわらず）ＣＳ呼設定プロシージャとＲＡＵプロシージャとを並行して
実行し得る。
【００９４】
　サービングｅＮＢが、ＰＳ中断が開始されたことをＵＥに通知し、ＵＥが非ＤＴＭ　Ｇ
ＥＲＡＮにキャンプオンした場合、ＵＥは、（ＩＳＲステータスにかかわらず）ＣＳ呼設
定プロシージャを実行し得る。
【００９５】
　サービングｅＮＢが、ＰＳ中断が開始されなかったことをＵＥに通知し、ＵＥがＵＴＲ
ＡＮまたはＤＴＭ　ＧＥＲＡＮにキャンプオンした場合、ａ）ＵＥは、ＩＳＲステータス
が「オン」であるならば、ＣＳ呼設定プロシージャを実行し得、ｂ）ＵＥは、ＩＳＲステ
ータスが「オフ」であるならば、ＣＳ呼設定プロシージャとＲＡＵプロシージャとを並行
して実行し得る。
【００９６】
　サービングｅＮＢが、ＰＳ中断が開始されなかったことをＵＥに通知し、ＵＥが非ＤＴ
Ｍ　ＧＥＲＡＮにキャンプオンした場合、ａ）ＵＥは、ＩＳＲステータスが「オン」であ
るならば、ＣＳ呼設定プロシージャを実行し得、ｂ）ＵＥは、ＩＳＲステータスが「オフ
」であるならば、最初にＣＳ呼設定プロシージャを実行し、その後、ＲＡＵプロシージャ
を実行し得る。
【００９７】
セル変更命令／ネットワーク支援セル変更
　ネットワーク支援セル変更（ＮＡＣＣ：Network Assisted Cell Change）を伴うセル変
更命令（ＣＣＯ：Cell Change Order）プロシージャは、ＣＳＦＢのために使用され、本
明細書で説明する、リダイレクションプロシージャを伴うＲＲＣ接続解放の代替を与え得
る。ＣＣＯプロシージャでは、ＵＥは、ＲＲＣ接続モードのままターゲットＲＡＴに移動
される。ＣＣＯプロシージャは、Ｓ１インターフェースコンテキスト設定メッセージ中で
ＣＦＳＢインジケータを受信したことに応答してｅノードＢによってトリガされ得る。リ
ダイレクションを伴うＲＲＣ接続解放とは異なり、ＮＡＣＣを伴うＣＣＯプロシージャは
、Ｓ１無線インターフェース上でセキュリティが確立された後にのみ開始され得る。
【００９８】
　ＮＡＣＣを伴うＣＣＯプロシージャは、ＵＥがサービスを取得するための、ＣＳ対応Ｒ
ＡＴを使用するターゲットセルをｅノードＢが判断することに依存し得る。この判断を支
援するために、ＵＥは、最強セルを識別し、最強セル識別情報をｅノードＢに報告し得る
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。代替として、ＣＯＯターゲットセルは、運用および保守（Ｏ＆Ｍ）プランニングに基づ
いて選定され得る。ｅＮＢにＣＯＯターゲットセルを判断させることは不利であることが
ある。たとえば、この判断は、事業者プランニングまたはＵＥによる時間のかかる測定な
しに達成することが困難であり得る。
【００９９】
　ＣＯＯをサポートするために、ｅノードＢは、選定されたＣＯＯターゲットセルについ
てのシステム情報を捕捉し得る。ｅノードＢは、与えられたシステム情報をもつ、示され
たセルにアクセスするためのＣＣＯコマンドをＵＥに送信し得る。ＵＥは、与えられたシ
ステム情報を使用して、示されたＣＣＯターゲットセルにアクセスし得る。
【０１００】
　別段に規定されていない限り、本明細書で使用する「リダイレクション」は、リダイレ
クションを伴うＲＲＣ接続解放とＮＡＣＣを伴うＣＣＯプロシージャを使用するセル変更
の両方を含む。いずれのタイプのリダイレクションもＣＳＦＢプロシージャに関与する。
【０１０１】
例示的な方法および装置
　追加の例として、開示する主題に従って実施され得るさらなる方法は、様々なフローチ
ャートを参照するとより良く理解され得る。説明を簡単にするために、方法を一連の行為
／動作として図示し、説明する。ただし、いくつかの動作は、本明細書で図示および説明
するものとは異なる順序で、および／または他の動作と実質的に同時に行われ得るので、
請求する主題は動作の数または順序によって限定されない。さらに、本明細書で説明する
方法を実装するために、図示されたすべての動作が必要とされるとは限らない。動作に関
連する機能は、ソフトウェア、ハードウェア、それらの組合せまたは任意の他の好適な手
段（たとえば、デバイス、システム、プロセス、または構成要素）によって実装され得る
ことを諒解されたい。さらに、本明細書の全体にわたって開示する方法は、そのような方
法を様々なデバイスに移送および転送することを可能にする製造品に符号化された命令お
よび／またはデータとして記憶することが可能であることをさらに諒解されたい。方法は
、代替的に、状態図など、一連の相互に関係する状態または事象として表現され得ること
を、当業者は理解し、諒解し得る。
【０１０２】
ＲＡＵを使用したＣＳＦＢの実現
　図６に、ＣＳフォールバック性能向上を可能にするための、ユーザ端末、たとえばＵＥ
によって実装され得る例示的なプロセス６００の一実施形態を示す。６１０において、ユ
ーザ端末においてリダイレクションターゲットを受信する。ユーザ端末は、次いで、リダ
イレクションターゲットへのアクセスを試み得るが、このプロセスは失敗し得る。６２０
において、次いで、リダイレクションターゲットの捕捉に失敗したことの判断または検出
を行う。失敗に応答して、６３０において、ユーザ端末は（リダイレクションターゲット
とは異なる）別のターゲットの探索を実行する。たとえば、ユーザ端末は、アクセスする
ための別の利用可能なＵＴＲＡＮまたはＧＥＲＡＮターゲットを探索し得る。６４０にお
いて、ユーザ端末は、次いで、代替ターゲットのセルにアクセスまたはキャンプオンする
。ユーザ端末は、次いで、セルにキャンプオンしている間にＲＡＵプロシージャとＣＳ呼
設定プロシージャとのうちの少なくとも１つを実行し得る。場合によっては、ＲＡＵプロ
シージャとＣＳ設定プロシージャとは並行して行われ得る。代替として、場合によっては
、ＲＡＵプロシージャはＣＳ呼設定プロシージャの前にまたはそれに先立って行われ得る
。本明細書で使用するユーザ端末のための「ターゲット」は、ワイヤレス通信ネットワー
クの基地局、たとえばｅＮＢを指す。
【０１０３】
　リダイレクションターゲットは、たとえば、ユーザ端末のユーザによって開始された呼
、またはユーザ端末に対する着信呼要求に基づいて、ネットワークエンティティによって
与えられ得る。リダイレクションターゲットは、たとえば、ユーザ端末の移動に基づいて
与えられ得る。リダイレクションターゲットは、たとえば、リダイレクションターゲット
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に関連するネットワークにおける信号特性、および／またはリダイレクションターゲット
に関連する負荷に基づいて与えられ得る。リダイレクションターゲットは、たとえば、Ｌ
ＴＥネットワークなど、ユーザ機器に関連するネットワークがＣＳ接続を与える能力を欠
いていることに基づいて与えられ得る。
【０１０４】
　ユーザ端末による実行のための追加の動作７００を図７に示す。動作７００のうちの１
つまたは複数は、方法６００の一部として随意に実行され得る。要素７００は、任意の動
作順序で実行され得、または実行の特定の発生順を必要とすることなしに開発アルゴリズ
ムによって包含され得る。動作は独立して実行され、相互排他的ではない。したがって、
別のダウンストリームまたはアップストリーム動作が実行されるかどうかにかかわらず、
そのような動作のうちのいずれか１つが実行され得る。たとえば、方法６００が動作７０
０のうちの少なくとも１つを含む場合、方法６００は、必ずしも、図示され得るいかなる
（１つまたは複数の）後続のダウンストリーム動作をも含む必要なしに、少なくとも１つ
の動作の後に終了し得る。
【０１０５】
　一態様では、方法６００は、７１０において、リダイレクションターゲットが、代替タ
ーゲットによって使用される第２のＲＡＴとは異なる第１のＲＡＴを使用すると判断する
ことをさらに含み得る。たとえば、リダイレクションターゲットは、ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒ
ｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＵＴＲＡＮ）ターゲットであり得る。代
替ターゲットは、たとえば、デュアル転送モードをサポートするように構成されないＧＳ
Ｍ　ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）ターゲット（非ＤＴＭ　ＧＥＲＡ
Ｎ）であり得る。そのような場合、方法６００は、７２０において、ＣＳプロシージャを
実行する前にＲＡＵプロシージャを実行することをさらに含み得る。一態様では、ＲＡＵ
プロシージャは、ユーザ端末のアイドルモードシグナリング低減（ＩＳＲ）ステータスが
「オフ」ステータスであるとき、ＣＳプロシージャの前に実行され得る。
【０１０６】
　代替例では、リダイレクションターゲットはＧＥＲＡＮターゲットであり得る。ＧＥＲ
ＡＮターゲットは、デュアル転送モード（ＤＴＭ）をサポートするように構成され得る。
ユーザ端末のＩＳＲステータスは「オン」ステータスであり得、本方法は、７３０におい
て、「オン」ステータスに部分的に基づいて、ＣＳ呼設定プロシージャと並行してＲＡＵ
プロシージャを実行することをさらに含み得る。
【０１０７】
　代替的に、リダイレクションターゲットは、たとえば、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮターゲッ
トであり得る。ユーザ端末のＩＳＲステータスは「オフ」ステータスであり得、本方法は
、「オフ」ステータスに部分的に基づいて、ＣＳ呼設定プロシージャを実行する前にＲＡ
Ｕプロシージャを実行することをさらに含み得る。
【０１０８】
　ＧＥＲＡＮターゲットは、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮターゲットであり得、方法６００は、
７４０において、ユーザ端末において、ＣＳ呼設定に先立ってＲＡＵプロシージャを実行
すべきかどうかを判断することをさらに含み得る。ＣＳ呼設定に先立ってＲＡＵプロシー
ジャを実行すべきかどうかを判断することは、たとえば、事業者選好、ユーザ選好、事業
者ポリシー、またはユーザポリシーのうちの少なくとも１つに基づき得る。事業者選好、
ユーザ選好、事業者ポリシー、またはユーザポリシーのうちの少なくとも１つは、たとえ
ば、事業者構成、ユーザ構成、１つまたは複数の高優先度セッションの存在、ならびにＣ
Ｓ呼設定遅延がすでに生じているかどうか、あるいは他の選好またはパラメータを含み得
る。ユーザ構成は、ボイス中心ユーザ端末構成とデータ中心ユーザ端末とのうちの１つか
らなり得る。高優先度セッションは、たとえば、ＩＰモビリティサブシステム（ＩＭＳ）
セッションであり得る。
【０１０９】
　別の態様では、方法６００は、７５０において、ユーザ端末をサービスしているモビリ
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ティ管理エンティティ（ＭＭＥ）の構成ステータスに部分的に基づいて、ユーザ端末がＲ
ＡＵプロシージャとＣＳ設定プロシージャとを実行することを含み得る。ＭＭＥの構成ス
テータスは、ＭＭＥにおける、パケット交換（ＰＳ）サービスを中断すべきであるという
判断を含み得る。中断は、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮにユーザ端末をリダイレクトし得る、ｅ
ＮＢなどの関連する基地局から受信された中断情報に応答して行われ得る。ユーザ端末は
ＬＴＥユーザ機器（ＵＥ）であり得、リダイレクションターゲットはｅＮＢからユーザ端
末に与えられ得る。
【０１１０】
　プロセス６００は有形媒体において実施され得る。たとえば、プロセス６００は、ユー
ザ端末において、リダイレクションターゲットを受信する段階と、リダイレクションター
ゲットへの接続に失敗したことを検出する段階と、失敗に応答して、代替ターゲットを探
索する段階と、代替ターゲットのセルにキャンプオンするかまたはそれにキャンプオンす
るためのプロセスを開始する段階と、セルにキャンプオンしている間にルーティングエリ
ア更新（ＲＡＵ）プロシージャと回線交換（ＣＳ）呼設定プロシージャとのうちの少なく
とも１つを実行するかまたはそれを実行することを開始する段階とを含む、図６００に示
す段階のうちの１つまたは複数をコンピュータに実行させるためのコードを有する非一時
的コンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品として実施され得る。コンピ
ュータ可読媒体は、さらに、上記で説明した追加の動作７００のいずれかをユーザ端末に
実行させるためのコードで符号化され得る。
【０１１１】
　プロセス６００は通信システムまたは装置において実施され得る。たとえば、本通信装
置は、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する複数の基地局と通信するように構成
された送信機モジュールと、ユーザ端末において、ネットワークエンティティからリダイ
レクションターゲットを受信するように構成された受信機モジュールと、リダイレクショ
ンターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、受信機モジュールと連携して、
失敗に応答して代替ターゲットを探索することと、代替ターゲットのセルにキャンプオン
するためのプロセスを開始することと、送信機モジュールと連携して行われ得る、セルに
キャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャと回線交換（
ＣＳ）呼設定プロシージャとのうちの少なくとも１つを開始することとを行うように構成
されたプロセッサモジュールとの要素のうちの１つまたは複数を含み得る。プロセッサは
、上記で説明した追加の動作７００のいずれかを実行するようにさらに構成され得る。送
信機モジュールおよび／または受信機モジュールは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）
を用いて動作する第１のネットワークタイプに関連する第１のモードと、第２のＲＡＴを
使用していることがある第２のネットワークタイプに関連する第２のモードとを含む複数
のモードで動作するように構成され得る。本通信装置は、ＬＴＥユーザ機器（ＵＥ）であ
り得るか、あるいはＬＴＥ　ＵＥまたは同様のもしくは等価なデバイスもしくはシステム
の構成要素であり得る。
【０１１２】
　代替または追加として、本通信システムまたは装置は、リダイレクションターゲットを
受信するための手段のうちの１つまたは複数を含み得る。リダイレクションターゲットを
受信するための手段は、たとえば、ユーザ端末のプロセッサに結合されたトランシーバを
含み得、プロセッサは、受信した信号を復号することと、その信号がリダイレクションタ
ーゲットを示すことを認識することとを含むアルゴリズムを実行する。
【０１１３】
　本装置は、リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出するための手段
をさらに含み得る。接続に失敗したことを検出するための手段は、たとえば、ユーザ端末
のプロセッサに結合されたトランシーバを含み得、プロセッサは、リダイレクションター
ゲットに信号を送信することと、リダイレクションターゲットからの信号を検出すること
と、予期された信号の検出に失敗したこと、または許容できる接続が行われ得ないことを
示す信号を検出したことに基づいて、失敗が生じたと判断することとを含むアルゴリズム
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を実行する。
【０１１４】
　本装置は、失敗に応答して、代替ターゲットを探索するための手段をさらに含み得る。
この手段は、たとえば、ユーザ端末のプロセッサに結合されたトランシーバを含み得、プ
ロセッサは、代替ターゲットからの１つまたは複数の信号を検出することと、その信号を
復号することと、代替ターゲットに信号を送信することと、応答を受信することとを含む
アルゴリズムを実行する。
【０１１５】
　本装置は、代替ターゲットのセルにキャンプオンするための手段をさらに含み得る。こ
の手段は、たとえば、ユーザ端末のプロセッサに結合されたトランシーバを含み得、プロ
セッサは、代替ターゲットのセルにキャンプオンしたいという要求を示す信号を代替ター
ゲットに送信することと、ユーザ端末がセルにキャンプオンしたことを示す応答を受信す
ることとを含むアルゴリズムを実行する。
【０１１６】
　本装置は、セルにキャンプオンしている間にＲＡＵプロシージャとＣＳ呼設定プロシー
ジャとのうちの少なくとも１つを実行するための手段をさらに含み得る。この手段は、た
とえば、ユーザ端末のプロセッサに結合されたトランシーバを含み得、プロセッサは、本
明細書で参照するプロトコルに従ってＲＡＵおよび／またはＣＳ設定プロシージャを開始
するための信号をネットワークエンティティに送信することと、確認が完了したときにネ
ットワークエンティティから確認信号を受信することとを含むアルゴリズムを実行する。
上記手段は、たとえば、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．４０１において定義されているＲＡＵおよ
びＣＳ設定プロシージャを実行するために使用されるネットワークエンティティのプロセ
ッサをさらに含み得る。
【０１１７】
ＲＡＵ判断を用いたＣＳＦＢの実現
　図８に、ユーザ端末がＲＡＵを実行すべきか否かを判断する、ＣＳフォールバック性能
向上を可能にするために使用され得る例示的なプロセス８００の一実施形態を示す。８１
０において、ユーザ端末においてリダイレクションターゲットを受信する。ユーザ端末は
、次いで、リダイレクションターゲットへのアクセスを試み得るが、このプロセスは失敗
し得る。８２０において、リダイレクションターゲットの捕捉に失敗したことを検出また
は判断する。リダイレクションターゲットへのアクセスに失敗したことの検出に応答して
、ユーザ端末は、（リダイレクションターゲットとは異なる）別のターゲットの探索を実
行し得る。８３０において、ユーザ端末は、失敗に応答して、代替ターゲットのセルにキ
ャンプオンする。８４０において、セルにキャンプオンしている間に代替ターゲットとの
ルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャを実行すべきかどうかに関する判断を行
い、これは、ＲＡＵを実行すべきであるかＲＡＵを実行すべきでないかの決定につながり
得る。
【０１１８】
　ユーザ端末による実行のための追加の動作９００、１０００および１１００を図９～図
１１に示す。動作９００、１０００および１１００のうちの１つまたは複数は、方法８０
０の一部として随意に実行され得る。要素９００、１０００および１１００は、任意の動
作順序で実行され得、または実行の特定の発生順を必要とすることなしに開発アルゴリズ
ムによって包含され得る。動作は独立して実行され、相互排他的ではない。したがって、
別のダウンストリームまたはアップストリーム動作が実行されるかどうかにかかわらず、
そのような動作のうちのいずれか１つが実行され得る。たとえば、方法８００が動作９０
０、１０００および１１００のうちの少なくとも１つを含む場合、方法８００は、必ずし
も、図示され得るいかなる（１つまたは複数の）後続のダウンストリーム動作をも含む必
要なしに、少なくとも１つの動作の後に終了し得る。
【０１１９】
　図９を参照すると、９１０において、方法８００は、ＲＡＵを実行すべきかどうかの決
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定に応答して、ＲＡＵプロシージャに対してＣＳ呼設定プロシージャをいつ実行すべきか
を判断することをさらに含み得る。たとえば、ＲＡＵを実行すべきであるという決定が行
われた場合、ＣＳ呼設定プロシージャに対してＲＡＵプロシージャをいつ実行すべきかに
関する後続の決定が行われ得る。決定を行うための論理など、ＣＳ呼設定プロシージャを
いつ実行すべきかを判断することのより詳細な態様について、ブロック９２０および９３
０に関して以下で説明する。ＲＡＵを実行すべきでないという決定が行われた場合、ＣＳ
呼設定プロシージャをいつ実行すべきかに関する決定は省略され得る。
【０１２０】
　一態様では、方法８００は、９２０において、少なくとも１つの無線アクセス技術（Ｒ
ＡＴ）のいずれがリダイレクションターゲットと代替ターゲットとによって使用されてい
るかに部分的に基づいて、ＣＳ呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することを
さらに含み得る。別の態様では、方法８００は、９３０において、ユーザ端末のＩＳＲス
テータスに部分的に基づいて、ＣＳ呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断するこ
とをさらに含み得る。ブロック９２０および９３０において参照するＲＡＴおよび／また
はＩＳＲステータスパラメータに基づいて、ＣＳ設定プロシージャをいつ実行すべきかを
判断するための論理の具体的な例を、すぐ下の３つの段落において与える。本技術は、例
示にすぎないこれらの例に限定されない。リダイレクションターゲットと代替ターゲット
とは、異なるＲＡＴを使用し得る。したがって、方法８００は、９４０において、リダイ
レクションターゲットを受信するとき、第１のＲＡＴを使用する第１のネットワークのセ
ルを介してネットワークエンティティと通信することをさらに含み得、リダイレクション
ターゲットは、第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを使用する。さらに、代替ターゲッ
トは、第２のＲＡＴとは異なりおよび／または第１のＲＡＴとは異なる第３のＲＡＴを使
用し得る。
【０１２１】
　ＲＡＴとＩＳＲステータスパラメータとに基づいて、ＣＳ設定プロシージャをいつ実行
すべきかを判断することを、以下の例によって示す。リダイレクションターゲットは、た
とえば、ＧＥＲＡＮターゲットであり得、代替ターゲットは、ＵＴＲＡＮターゲットまた
はＤＴＭ　ＧＥＲＡＮターゲットであり得、ＩＳＲステータスは「オン」であり得る。Ｃ
Ｓ呼設定プロシージャに対してＲＡＵプロシージャをいつ実行すべきかを判断することは
、ＣＳ設定プロシージャと並行して、たとえば、同時にＲＡＵプロシージャを実行すべき
であると判断することを含み得る。
【０１２２】
　ＲＡＴとＩＳＲステータスパラメータとに基づいて、ＣＳ設定プロシージャをいつ実行
すべきかを判断することを、以下の代替例によってさらに示す。リダイレクションターゲ
ットは、たとえば、ＧＥＲＡＮターゲットであり得、代替ターゲットは、非ＤＴＭ　ＧＥ
ＲＡＮターゲットであり得、ＩＳＲステータスは「オフ」であり得る。ＣＳ呼設定プロシ
ージャに対してＲＡＵプロシージャをいつ実行すべきかを判断することは、ＲＡＵプロシ
ージャの後にＣＳ呼設定プロシージャを実行すべきであると判断することを含み得る。
【０１２３】
　ＲＡＴとＩＳＲステータスパラメータとに基づいて、ＣＳ設定プロシージャをいつ実行
すべきかを判断することを、以下の第２の代替例によってさらに示す。リダイレクション
ターゲットは、たとえば、ＵＴＲＡＮターゲットであり得、代替ターゲットは、非ＤＴＭ
　ＧＥＲＡＮターゲットであり得、ＩＳＲステータスは「オフ」であり得る。ＣＳ呼設定
プロシージャに対してＲＡＵプロシージャをいつ実行すべきかを判断することは、ＲＡＵ
プロシージャの後にＣＳ呼設定プロシージャを実行すべきであると判断することを含み得
る。
【０１２４】
　方法８００は、たとえば、ユーザ端末をサービスしているＭＭＥの構成ステータスに部
分的に基づいて、ＲＡＵプロシージャとＣＳ設定プロシージャとを実行することをさらに
含み得る。ＭＭＥの構成ステータスは、ＭＭＥにおいて、ＩＳＲステータスに少なくとも
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部分的に基づき得るパケット交換（ＰＳ）サービスを中断すべきであるという判断または
決定を行うことを含み得る。たとえば、ＭＭＥは、ｅＮＢからのリダイレクション情報の
受信ならびにユーザ端末のＩＳＲステータスに基づいて、ＰＳ中断を実行すべきかどうか
に関する決定を行い得る。ユーザ端末は、たとえば、ＬＴＥ　ＵＥであり得、リダイレク
ションターゲットはｅＮＢからＵＥに与えられ得る。
【０１２５】
　図１０を参照すると、方法８００は、ＣＳフォールバック性能向上を可能にするための
追加の動作１０００を含み得る。１０１０において、リダイレクションターゲットを受信
することに関連して、ユーザ端末は、ＰＳがユーザ端末に対して中断され得ることを示す
ＰＳ中断情報を受信する。したがって、方法８００は、１０２０において、ＰＳ中断情報
にさらに基づいて、ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断することをさらに含
み得る。判断は、第３のネットワーク（代替ターゲットのネットワーク）とのＲＡＵプロ
シージャを実行すべきかどうかに関係し得る。ＰＳ中断情報にさらに基づいて、ＲＡＵプ
ロシージャを実行すべきかどうかを判断するための論理の具体的な例を、すぐ下の３つの
段落において与える。本技術は、例示にすぎないこれらの例に限定されない。
【０１２６】
　ＰＳ中断情報にさらに基づいて、ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断する
ことを、以下の例によって示す。第１のネットワークは、たとえば、ＬＴＥネットワーク
であり得、第３のネットワークは、たとえば、ＧＥＲＡＮネットワークであり得る。ＰＳ
中断情報は、たとえば、ＰＳ中断が実行されるという指示を含み得る。ＧＥＲＡＮネット
ワークは、たとえば、ＤＴＭ対応ＧＥＲＡＮネットワークであり得る。ユーザ端末のＩＳ
Ｒステータスは「オン」ステータスであり得、ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうか
を判断することは、ＲＡＵプロシージャを実行すべきであると判断することを含み得る。
すなわち、ＰＳ中断情報と、ＩＳＲステータスと、ネットワークＲＡＴとが説明されたよ
うなものであると判断することに応答して、ユーザ端末はＲＡＵを開始し得る。プロセス
は、ＲＡＵプロシージャを実行することと並行してＣＳ呼設定プロシージャを実行するこ
とをさらに含み得る。ＲＡＵプロシージャを実行することと並行してＣＳ呼設定プロシー
ジャを実行することは、ＩＳＲオンステータスに部分的に基づいて行われ得る。
【０１２７】
　ＰＳ中断情報にさらに基づいて、ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断する
ことを、以下の代替例によってさらに示す。第１のネットワークは、たとえば、ＬＴＥネ
ットワークであり得、第３のネットワークは、たとえば、ＵＴＲＡＮネットワークであり
得る。ＰＳ中断情報は、たとえば、ＰＳ中断が実行されるという指示を含み得る。ユーザ
端末のＩＳＲステータスは「オン」ステータスであり得、ＲＡＵプロシージャを実行すべ
きかどうかを判断することは、ＲＡＵプロシージャを実行すべきであると判断することを
含み得る。すなわち、ＰＳ中断情報と、ＩＳＲステータスと、ネットワークＲＡＴとが説
明されたようなものであると判断することに応答して、ユーザ端末はＲＡＵを開始し得る
。プロセスは、ＲＡＵプロシージャを実行することと並行してＣＳ呼設定プロシージャを
実行することをさらに含み得る。ＲＡＵプロシージャを実行することと並行してＣＳ呼設
定プロシージャを実行することは、ＩＳＲ「オン」ステータスに部分的に基づいて行われ
得る。
【０１２８】
　ＰＳ中断情報にさらに基づいて、ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断する
ことを、以下の第２の代替例によってさらに示す。ＧＥＲＡＮネットワークは、たとえば
、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮネットワークであり得、ユーザ端末のＩＳＲステータスは「オフ
」ステータスであり得る。ＰＳ中断情報は、たとえば、ＰＳ中断が実行されるという指示
を含み得る。ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断することは、ＲＡＵプロシ
ージャを実行すべきであると判断することを含み得る。すなわち、ＰＳ中断情報と、ＩＳ
Ｒステータスと、ネットワークＲＡＴとが説明されたようなものであると判断することに
応答して、ユーザ端末はＲＡＵを開始し得る。プロセスは、ＣＳ呼設定プロシージャを実
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行するより前にＲＡＵプロシージャを実行することをさらに含み得る。ＣＳ呼設定プロシ
ージャを実行するより前にＲＡＵプロシージャを実行することは、ＩＳＲ「オフ」ステー
タスに部分的に基づいて行われ得る。
【０１２９】
　図１１を参照すると、方法８００は、ＣＳフォールバック性能向上を可能にするための
追加の動作１１００を含み得る。１１１０において、ユーザ端末は、リダイレクションタ
ーゲットがＤＴＭ対応であるかどうかを判断する。この判断は、ネットワークエンティテ
ィからのリダイレクションコマンドに関連する情報に基づいて行われ得る。ユーザ端末は
、リダイレクションターゲットとの接続に失敗したことに応答して、代替ターゲットが属
する第３のネットワークを検出し得る。８４０において上述したように、方法８００は、
第３のネットワークとのＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断することを含み
得る。方法８００は、１１２０において、リダイレクションターゲットがＤＴＭ対応であ
るかどうかに基づいて、ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断することをさら
に含み得る。
【０１３０】
　第１のネットワークは、たとえば、ＬＴＥネットワークであり得、第２のネットワーク
は、たとえば、ＧＥＲＡＮネットワークであり得る。方法８００は、１１３０において、
ネットワークエンティティから、１つまたは複数のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中で
、リダイレクションターゲットがＤＴＭ対応であるかどうかを判断するための情報を受信
することをさらに含み得る。代替として、方法８００は、１１４０において、無線リソー
ス制御（ＲＲＣ）接続解放要求において、リダイレクションターゲットがＤＴＭ対応であ
るかどうかを判断するための情報を受信することをさらに含み得る。
【０１３１】
　プロセス８００は有形媒体において実施され得る。たとえば、プロセス８００は、リダ
イレクションターゲットを受信することと、リダイレクションターゲットへの接続に失敗
したことを検出することと、代替ターゲットのセルにキャンプオンすることと、セルにキ
ャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャを実行すべきか
どうかを判断することと、ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断することに応
答して、判断することとのうちの１つまたは複数をユーザ端末に実行させるためのコード
を有するコンピュータ可読媒体を含む非一時的コンピュータプログラム製品において実施
され得る。コンピュータ可読媒体は、さらに、上記で説明した追加の動作９００、１００
０、または１１００のいずれかをユーザ端末に実行させるためのコードで符号化され得る
。
【０１３２】
　プロセス８００は通信システムまたは装置において実施され得る。本通信装置は、異な
る無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する複数の基地局と通信するように構成された送信
機モジュールと、ユーザ端末において、ネットワークエンティティからリダイレクション
ターゲットを受信するように構成された受信機モジュールと、リダイレクションターゲッ
トへの接続に失敗したことを検出することと、代替ターゲットのセルにキャンプオンする
ためのプロセスを開始することと、セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア
更新（ＲＡＵ）プロシージャを実行すべきかどうかを判断することとを行うように構成さ
れたプロセッサモジュールとの構成要素のうちの１つまたは複数を含み得る。プロセッサ
は、上記で説明した追加の動作９００、１０００または１１００のいずれかを実行するよ
うにさらに構成され得る。たとえば、プロセッサは、ＲＡＵプロシージャを実行すべきか
どうかを判断することに応答して、ＲＡＵプロシージャに対して回線交換（ＣＳ）呼設定
プロシージャをいつ実行すべきかを判断するように構成され得る。送信機モジュールおよ
び／または受信機モジュールは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いて動作する第
１のネットワークタイプに関連する第１のモードと、第２のＲＡＴに関連し得る第２のネ
ットワークタイプに関連する第２のモードとを含む複数のモードで動作するように構成さ
れ得る。本通信装置は、ＬＴＥユーザ機器（ＵＥ）であり得るか、あるいはＬＴＥ　ＵＥ
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または同様のもしくは等価なデバイスもしくはシステムの構成要素であり得る。
【０１３３】
　代替または追加として、本通信装置は、リダイレクションターゲットを受信するための
手段を含み得る。リダイレクションターゲットを受信するための手段は、たとえば、ユー
ザ端末のプロセッサに結合されたトランシーバを含み得、プロセッサは、受信した信号を
復号することと、その信号がリダイレクションターゲットを示すことを認識することとを
含むアルゴリズムを実行する。
【０１３４】
　本装置は、リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出するための手段
をさらに含み得る。接続に失敗したことを検出するための手段は、たとえば、ユーザ端末
のプロセッサに結合されたトランシーバを含み得、プロセッサは、リダイレクションター
ゲットに信号を送信することと、リダイレクションターゲットからの信号を検出すること
と、予期された信号の検出に失敗したこと、または許容できる接続が行われ得ないことを
示す信号を検出したことに基づいて、失敗が生じたと判断することとを含むアルゴリズム
を実行する。
【０１３５】
　本装置は、失敗に応答して、代替ターゲットのセルにキャンプオンするための手段をさ
らに含み得る。この手段は、たとえば、ユーザ端末のプロセッサに結合されたトランシー
バを含み得、プロセッサは、代替ターゲットのセルにキャンプオンしたいという要求を示
す信号を代替ターゲットに送信することと、ユーザ端末がセルにキャンプオンしたことを
示す応答を受信することとを含むアルゴリズムを実行する。
【０１３６】
　本装置は、セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシ
ージャを実行すべきかどうかを判断するための手段をさらに含み得る。この手段は、たと
えば、ユーザ端末のプロセッサに結合されたトランシーバを含み得、プロセッサは、入力
ファクタの状態をテストすることと、入力ファクタに基づく結果を判断することとのため
の条件付き論理を含むアルゴリズムを実行する。入力ファクタは、たとえば、リダイレク
ションターゲットがＤＴＭ対応であるかどうか、またはユーザ端末のＩＳＲステータスを
含み得る。
【０１３７】
ネットワークトリガ型ＰＳ中断に関する問題の解決
　ＰＳ中断がネットワークによってトリガされたとき、いくつかの問題が起こり得る。た
とえば、ＵＥがＣＳＦＢにおいて非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮに転送され、したがってＰＳドメ
インが中断されたとき、ネットワークは、たとえばＴＳ２３．２７２でより詳細に説明さ
れているようにＣＳＦＢプロシージャを実行し得る。このプロシージャの一態様では、Ｕ
Ｅは、初めに専用モードに入り、ＣＳ呼を実行する。並行して、ＵＥは、ＲＲ中断要求（
一時論理リンク識別情報（ＴＬＬＩ：Temporary Logical Link Identity））メッセージ
をＢＳＣに送り得る。次いで、ＢＳＣは、ＰＳドメインを中断するようにＳＧＳＮに要求
し得る。ＳＧＳＮは、古いパケット一時モバイル加入者識別情報（Ｐ－ＴＭＳＩ：Packet
 Temporary Mobile Subscriber Identity）とルーティングエリア識別情報（ＲＡＩ：Rou
ting Area Identity）とを含むが、Ｐ－ＴＭＳＩ署名は含まない中断要求メッセージを古
いＣＮノードに送り得る。ＩＳＲがアクティブでない場合、ＳＧＳＮは中断要求メッセー
ジを古いＭＭＥに送り得、すなわち、古いＣＮノードは古いＭＭＥであり得る。ＩＳＲが
アクティブである場合、ＳＧＳＮは中断要求メッセージを古いＳ４－ＳＧＳＮに送り、す
なわち、古いＣＮノードは古いＳ４－ＳＧＳＮであり得る。
【０１３８】
　上記のコンテキストから問題が起こり、すなわち、ＭＭＥは、マッピングされた古いＰ
－ＴＭＳＩ／ＲＡＩからグローバル一意一時ＩＤ（ＧＵＴＩ：Global Unique Temporary 
ID）を導出することができないので、ＭＭＥは、中断要求メッセージからＵＥのためのＰ
Ｓベアラ中断をトリガすることができない。通常、ＭＭＥは、Ｐ－ＴＭＳＩ、ＲＡＩおよ
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びＰ－ＴＭＳＩ署名からマッピングすることによってＧＵＴＩを導出することができるは
ずである。しかしながら、Ｐ－ＴＭＳＩ署名は、ＲＲ中断要求においてＵＥによって与え
られない。したがって、ＭＭＥがＣＳＦＢプロシージャ中にｅＮＢに「非ＤＴＭ　ＧＥＲ
ＡＮへのフォールバック」を示すとき、ＭＭＥはＰＳベアラ中断をすでにトリガしている
。
【０１３９】
　以下のＣＳＦＮシナリオでは問題が生じ得る。１つのシナリオでは、ｅＮＢによって通
信されたターゲットセルはＤＴＭをサポートするが、ＵＥによって見つけられたセルはＤ
ＴＭをサポートしない。たとえば、ＵＥは、ＵＴＲＡＮセルにリダイレクトされ得るが、
代わりに非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮセルを選択し得る。シナリオＡでは、ＭＭＥはＰＳベアラ
を中断しない。ＵＥにおいてＩＳＲがアクティブである場合、古いＳ４－ＳＧＳＮがＰＳ
ドメインを中断するので、問題は起こらない。ＵＥにおいてＩＳＲがアクティブでない場
合、ＰＳドメインは中断されない。したがって、ＳＧＷ／ＰＧＷに到着するパケットはＥ
－ＵＴＲＡＮエアインターフェースにおいて不要なページングを生じ得、ＵＥは、それが
受信することができないダウンリンクＰＤＵに対して課金され得る。ＤＬパケットが到着
したとき、ＭＭＥはＵＥをページングし、応答の受信に失敗することになる。次いで、Ｓ
ＧＭはバッファされたＤＬパケットを削除する。これらの問題を解決するために、ＵＥは
、ＣＳ呼を設定する前にＲＡＵを常に実行するように構成され得る。しかしながら、この
手法はＣＳＦＢに１０００ｍｓ以上の遅延を追加し、呼失敗をもたらし得る。
【０１４０】
　これらの問題をより効果的に解決するために、ＭＭＥまたは他のネットワークエンティ
ティは、図１２に示すように、ＣＳフォールバック性能向上を可能にするために使用され
得る別のプロセス１２００を実行し得る。１２１０において、ネットワークエンティティ
は、ＵＥなどのユーザ端末がＰＳサービスのために利用可能でないという指示を受信する
。１２２０において、ネットワークエンティティは、ユーザ端末のＩＳＲステータスに基
づいて、ＰＳ中断を実行すべきかどうかを判断する。たとえば、ネットワークエンティテ
ィはユーザ端末のＩＳＲステータスを判断し得る。ＩＳＲステータスが「オフ」である場
合、ネットワークエンティティは、判断に基づいて、ユーザ端末に対するパケットサービ
スを中断し得る。この基本フレームワーク内で、方法１２００は、図１３Ａ～図１３Ｃに
関して以下で説明するように、さらなる態様および動作を含み得る。
【０１４１】
　一態様では、方法１２００は、ネットワークエンティティによる実行のための、図１３
Ａ～図１３Ｂに示す追加の動作１３００を含み得る。動作１３００または１３１０のうち
の１つまたは複数は、方法１２００の一部として随意に実行され得る。要素１３００また
は１３１０は、任意の動作順序で実行され得、または、論理的に必要とされない限り、実
行の特定の発生順を必要とすることなしに開発アルゴリズムによって包含され得る。動作
は、相互依存または相互排他的な動作として明確に説明されない限り、独立して実行され
得、相互排他的ではない。概して、別のダウンストリームまたはアップストリーム動作が
実行されるかどうかにかかわらず、そのような動作のうちのいずれか１つが実行され得る
。たとえば、方法１２００が動作１３００のうちの少なくとも１つを含む場合、方法１２
００は、必ずしも、図示され得るいかなる（１つまたは複数の）後続のダウンストリーム
動作をも含む必要なしに、少なくとも１つの動作の後に終了し得る。
【０１４２】
　方法１２００の一態様では、ＰＳ中断を実行すべきかどうかを判断することは、１３０
２において、ＩＳＲステータスが「オン」である場合、ＰＳ中断を実行すべきでないと判
断することを含み得る。代替として、中断を実行すべきかどうかを判断することは、１３
０４において、ＩＳＲステータスが「オフ」である場合、ＰＳ中断を実行すべきであると
判断することを含み得る。方法１２００の別の態様では、本方法の動作を実行するネット
ワークエンティティはＬＴＥモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）として構成され得、
方法１２００は、１３０４において、ＭＭＥのためのサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）
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にＰＳ中断判断をシグナリングすることを含み得る。別の態様では、マルチモード環境は
、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）を与えることを含み得、方法１２００を実行す
るネットワークエンティティはＳＧＳＮとして構成され得る。方法１２００は、１３０８
において、別のネットワークエンティティにＰＳ中断をシグナリングすることをさらに含
み得る。
【０１４３】
　方法１２００の別の態様では、本方法は、図１３Ｂに示す追加の動作１３１０を含み得
る。この態様では、本方法は、１３１２において、ダウンリンクパケットデータがユーザ
端末にダイレクトされるかどうかに基づいて、ＰＳ中断を実行すべきかどうかを判断する
ことをトリガすることを含み得る。ネットワークエンティティは、たとえば、パケットデ
ータ配信に関係するネットワークからユーザ端末のためのダウンリンクデータ通知（ＤＤ
Ｎ）メッセージを受信することによって、ダウンリンクパケットデータがユーザ端末にダ
イレクトされるかどうかを判断し得る。さらなる例では、ユーザ端末のためのＤＤＮを受
信しない場合、ネットワークエンティティは、ダウンリンクパケットデータがユーザ端末
にダイレクトされないと推論し得、したがって、方法１２００を実行することを据え置き
得る。方法１２００は、１３１４において、ＩＳＲステータスが「オフ」であると判断す
ることに基づいて、ユーザ端末をページングすることをさらに含み得る。本方法は、１３
１６において、指定された時間期間内に、すなわち、タイムアウトする前にページングに
対する応答が受信されない場合のみ、ＰＳ中断を実行することをさらに含み得る。言い換
えれば、（ａ）ユーザ端末のＩＳＲステータスが「オフ」であること、（ｂ）ダウンリン
クパケットデータがユーザ端末にダイレクトされること、および（ｃ）ユーザ端末にダイ
レクトされたページングメッセージに対する応答が受信されないことの条件のすべてが満
たされる場合のみ、ネットワークエンティティはＰＳ中断を実行し得る。
【０１４４】
　図１３Ｂによって要約される動作１３１０のより詳細な論理フローを図１３Ｃによって
示す。ＭＭＥまたは他のネットワークエンティティは、図１３Ｃにおいてフローチャート
によって示される追加の動作１３２０および論理をも含むように方法１２００を実行し得
る。１３２２において、ＭＭＥは、ｅＮＢが２Ｇ／３ＧセルにＵＥをリダイレクトした後
、ダウンリンクデータ通知（ＤＤＮ）メッセージを受信する。１３２２においてＤＤＮメ
ッセージを受信することは、ブロック１３２４において開始する、図１３Ｃのダウンスト
リーム動作の開始をトリガし得る。１３２４において判断されるようにＩＳＲがアクティ
ブでない場合、ＭＭＥは、１３２６においてＥ－ＵＴＲＡＮを介してＵＥを自動的にペー
ジングする。逆に、ＩＳＲがアクティブであるとＭＭＥが判断した場合、ＭＭＥは、１３
３２においてＰＳ中断プロシージャを開始しない。ＭＭＥは、１３２４において、ＣＳＦ
Ｂ原因値を含むＳ１　ＵＥコンテキスト解放要求からＩＳＲがアクティブでないと判断す
る。１３２６において、ＭＭＥはＵＥからのページに対する応答を待つ。１３２８におい
て、タイムアウトする前に応答が受信されないとＭＭＥが判断した場合、ＭＭＥは、１３
３０においてＰＳ中断プロシージャを開始する。しかしながら、タイムアウトする前に応
答が受信された場合、１３３２において、ＭＭＥはＰＳ中断プロシージャを開始しない。
【０１４５】
　方法１２００によって解決されるシナリオの逆のシナリオでは、ｅＮＢによって通信さ
れたターゲットセルはＤＴＭをサポートしないが、ＵＥによって見つけられたセルはＤＴ
Ｍをサポートする。たとえば、ＵＥは、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮセルにリダイレクトされ得
るが、代わりにＵＴＲＡＮセルを選択し得る。このシナリオでは、ＭＭＥはＰＳベアラを
中断し得、ＵＥにおいてＩＳＲがアクティブでない場合、ＵＥはＵＴＲＡＮにおいてＲＡ
Ｕを実行するので、問題は起こらない。ＵＥにおいてＩＳＲがアクティブである場合、Ｕ
ＥはＲＡＵを実行しないことがあり、ＰＳドメインは、中断されたベアラにより動作に失
敗することがある。しかしながら、通常、ＩＳＲはこのシナリオではアクティブにならず
、ＵＥはＲＡＵを実行するので、この問題はめったに起こらないはずである。通常、ｅＮ
Ｂは登録ＲＡＴセルにＵＥをダイレクトし、ＧＥＲＡＮとＵＴＲＡＮとが同じＬＡＩを共
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有するまれな場合のみ、ＩＳＲはアクティブになる。したがって、このめったに起こらな
い問題の特定の解決は保証され得ない。
【０１４６】
　プロセス１２００は有形媒体において実施され得る。たとえば、プロセス１２００は、
ネットワークノードにおいて、基地局から、ユーザ端末がＰＳサービスのために利用可能
でないという指示を受信する段階と、ユーザ端末のＩＳＲステータスに基づいて、ＰＳ中
断を実行すべきかどうかを判断する段階の一方または両方をコンピュータに実行させるた
めのコードを有する非一時的コンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品に
おいて実施され得る。コンピュータ可読媒体は、追加の動作１３００、１３１０および／
または１３２０を実行するためのコードをさらに含み得る。
【０１４７】
　プロセス１２００は通信システムまたは装置において実施され得る。本通信装置は、ネ
ットワークノードにおいて、基地局から、ユーザ端末がＰＳサービスのために利用可能で
ないという指示を受信するように構成された受信機モジュールと、ユーザ端末のＩＳＲス
テータスに基づいて、ＰＳ中断を実行すべきかどうかを判断するように構成されたプロセ
ッサモジュールの一方または両方を含み得る。プロセッサは、追加の動作１３００を実行
するようにさらに構成され得る。本通信装置は、ＬＴＥ　ＭＭＥ、あるいは同様のもしく
は等価なデバイス、またはデバイスもしくはシステムの構成要素であり得る。
【０１４８】
　代替または追加として、本通信装置は、ネットワークノードにおいて、基地局から、ユ
ーザ端末がＰＳサービスのために利用可能でないという指示を受信するための手段を含み
得る。上記手段は、たとえば、プロセッサに結合されたトランシーバを含み得、プロセッ
サは、ユーザ端末がＰＳサービスのために利用可能でないという指示を受信するためのア
ルゴリズムを実行するように構成される。アルゴリズムは、ユーザ端末からまたはネット
ワークエンティティから信号を受信することと、その信号を復号することと、復号された
信号を、ユーザ端末がＰＳサービスのために利用可能でないという指示と解釈することと
を含み得る。
【０１４９】
　本装置は、ユーザ端末のＩＳＲステータスに基づいて、ＰＳ中断を実行すべきかどうか
を判断するための手段をさらに含み得る。上記手段は、たとえば、プロセッサに結合され
たトランシーバを含み得、プロセッサは、ＰＳ中断を実行すべきかどうかを判断するため
のアルゴリズムを実行するように構成される。アルゴリズムは、入力ファクタの状態をテ
ストすることと、入力ファクタに基づく結果を判断することとのための条件付き論理を含
み得る。入力ファクタは、たとえば、ユーザ端末のＩＳＲステータスを含み得る。本通信
装置は、ＬＴＥ　ＭＭＥ、あるいは同様のもしくは等価なデバイス、またはデバイスもし
くはシステムの構成要素を備え得る。
【０１５０】
リダイレクトすることに基づくＣＳＦＢ　ＰＳ中断の実現
　図１４に、ＣＳフォールバック性能向上を可能にするために使用され得る別の方法１４
００を示す。方法１４００は、１４１０において、第１のネットワークタイプのネットワ
ークエンティティ（たとえば、基地局）が、異なるタイプの第２のネットワークにユーザ
端末をリダイレクトすることを含み得る。第１のネットワークは第１のＲＡＴを使用し得
、第２のネットワークは、第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを使用し得る。リダイレ
クトすることは、ユーザ端末からの呼要求、ユーザ端末に対する着信呼、または、たとえ
ばモビリティ、負荷などの他のネットワークファクタに応答して開始され得る。方法１４
００は、１４２０において、第２のネットワークにユーザ端末をリダイレクトすることに
基づいて、ＰＳ中断を実行するように第１のネットワークのノードに命令することをさら
に含み得る。方法１４００は、１４３０において、ユーザ端末にＰＳ中断についての情報
を送ることをさらに含み得る。ユーザ端末は、たとえば、ＬＴＥ　ＵＥであり得、基地局
は、たとえば、ＬＴＥ　ｅＮＢであり得、第１のネットワークのノードは、たとえば、Ｍ
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ＭＥであり得る。第１のネットワークはＬＴＥネットワークであり得、第２のネットワー
クはＧＥＲＡＮネットワークであり得る。ＧＥＲＡＮネットワークは非ＤＴＭ　ＧＥＲＡ
Ｎネットワークであり得る。ＰＳ中断は、ＭＭＥおよび関連するＳＧＷおよび／または他
のコアネットワーク構成要素によって実装され得る。
【０１５１】
　ネットワークエンティティによる実行のための追加の動作１５００を図１５に示す。動
作１５００のうちの１つまたは複数は、方法１４００の一部として随意に実行され得る。
要素１５００は、任意の動作順序で実行され得、または実行の特定の発生順を必要とする
ことなしに開発アルゴリズムによって包含され得る。動作は独立して実行され、相互排他
的ではない。したがって、別のダウンストリームまたはアップストリーム動作が実行され
るかどうかにかかわらず、そのような動作のうちのいずれか１つが実行され得る。たとえ
ば、方法１４００が動作１５００のうちの少なくとも１つを含む場合、方法１４００は、
必ずしも、図示され得るいかなる（１つまたは複数の）後続のダウンストリーム動作をも
含む必要なしに、少なくとも１つの動作の後に終了し得る。
【０１５２】
　方法１４００の一態様では、１５１０において、ネットワークエンティティは、ＰＳ中
断が実行されるという情報をＰＳ中断についての情報に含める。方法１４００は、１５２
０において、ボイス呼を実行したいというユーザ端末からの要求の受信に応答して、リダ
イレクトすることを実行することをさらに含み得る。方法１４００は、１５３０において
、ユーザ端末のための着信呼要求を受信したことに応答して、リダイレクトすることを実
行することをさらに含み得る。
【０１５３】
　プロセス１４００は有形媒体において実施され得る。たとえば、プロセス１４００は、
第１のＲＡＴを使用する第１のネットワークの基地局において、第１のＲＡＴとは異なる
第２のＲＡＴを使用する第２のネットワークにユーザ端末をリダイレクトする段階と、第
２のネットワークにユーザ端末をリダイレクトすることに基づいて、ＰＳ中断を実行する
ように第１のネットワークのノードに命令する段階と、ユーザ端末にＰＳ中断についての
情報を送る段階とのうちの１つまたは複数をコンピュータに実行させるためのコードを有
するコンピュータ可読媒体を含む非一時的コンピュータプログラム製品において実施され
得る。コンピュータ可読媒体は、追加の動作１５００を実行するためのコードをさらに含
み得る。
【０１５４】
　プロセス１４００は通信システムまたは装置において実施され得る。本通信装置は、第
１のＲＡＴを使用する第１のネットワークから、第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを
使用する第２のネットワークにユーザ端末をリダイレクトすることと、第２のネットワー
クにユーザ端末をリダイレクトすることに基づいて、ＰＳ中断を実行するように第１のネ
ットワークのノードに命令することとを行うように構成されたプロセッサモジュールと、
ユーザ端末にＰＳ中断についての情報を送るように構成された送信機モジュールとの構成
要素のうちの１つまたは複数を含み得る。プロセッサは、追加の動作１５００のうちの１
つまたは複数を実行するようにさらに構成され得る。本通信装置は、たとえば、ＬＴＥ　
ｅＮＢなどの基地局、あるいは同様のもしくは等価なデバイス、またはデバイスもしくは
システムの構成要素であり得る。
【０１５５】
　代替または追加として、本通信装置は、第１のＲＡＴを使用する第１のネットワークの
基地局において、第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを使用する第２のネットワークに
ユーザ端末をリダイレクトするための手段を含み得る。前記手段は、たとえば、プロセッ
サに結合されたトランシーバを含み得、プロセッサは、ユーザ端末をリダイレクトするた
めのアルゴリズムを実行するように構成される。アルゴリズムは、たとえば、第２のネッ
トワークの基地局の識別子を判断することと、その識別子をリダイレクションメッセージ
中に符号化することと、リダイレクションメッセージをユーザ端末に送信することとを含
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み得る。
【０１５６】
　本装置は、第２のネットワークにユーザ端末をリダイレクトすることに基づいて、ＰＳ
中断を実行するように第１のネットワークのノードに命令するための手段と、ユーザ端末
にＰＳ中断についての情報を送るための手段とをさらに含み得る。前記手段は、たとえば
、プロセッサに結合されたトランシーバを含み得、プロセッサは、リダイレクトすること
に基づいて、ＰＳ中断を実行するように第１のネットワークのノードに命令するためのア
ルゴリズムを実行するように構成される。アルゴリズムは、たとえば、リダイレクトする
ことが完了したのか進行中であるのかを検出することと、ユーザ端末の識別子を含む、Ｐ
Ｓを中断するようにとの命令を符号化することと、その命令を第１のネットワークのノー
ドに送信することとを含み得る。本通信装置は、たとえば、ＬＴＥ　ｅＮＢなどの基地局
、あるいは同様のもしくは等価なデバイス、またはデバイスもしくはシステムの構成要素
であり得る。
【０１５７】
　図１６に、本明細書で説明する態様および機能が実装され得る例示的なＬＴＥ通信シス
テム１６００における、基地局１６１０（すなわち、ｅＮＢ、ＨｅＮＢなど）およびユー
ザ端末１６５０（すなわち、端末、ＡＴまたはＵＥなど）の一実施形態のブロック図を示
す。これらの構成要素は、図１～図５に示した構成要素に対応し得、図６～図１５に関し
て説明したプロセスなど、本明細書で前に示したプロセスを実装するように構成され得る
。
【０１５８】
　他の基地局およびＵＥからシグナリングを送信および受信するために、ならびに本明細
書で説明する他の機能を行うために、他のネットワークの他の基地局（図示せず）との協
調などの様々な機能が、基地局１６１０に示すプロセッサおよびメモリにおいて（および
／または図示されていない他の構成要素において）実行され得る。たとえば、ＵＥ１６５
０は、基地局にアクセスするために基地局１６１０および／または他の基地局（図示され
ていない、非サービング基地局、または本明細書で前に説明したような他のネットワーク
タイプの基地局など）から信号を受信し、ＤＬ信号を受信し、チャネル特性を判断し、チ
ャネル推定を実行し、受信データを復調し、空間情報を生成し、電力レベル情報および／
または基地局１６１０または他の基地局（図示せず）に関連する他の情報を判断するため
の１つまたは複数のモジュールを含み得る。
【０１５９】
　一実施形態では、基地局１６１０は、マルチモード動作を可能にするために、本明細書
で前に説明したように他の基地局と協調し得る。これは、プロセッサ１６１４、１６３０
およびメモリ１６３２など、基地局１６１０の１つまたは複数の構成要素（または図示さ
れていない他の構成要素）において行われ得る。基地局１６１０は、送信モジュール１６
２２など、ｅＮＢ１６１０の１つまたは複数の構成要素（または図示されていない他の構
成要素）を含む送信モジュールをも含み得る。基地局１６１０は、被サービスＵＥのリダ
イレクション、関連するＭＭＥまたは他のネットワークノードとの通信、リダイレクショ
ン情報、ＰＳ中断情報、ならびに／あるいは本明細書で説明するような他の情報をシグナ
リングすることなどの機能を行うための、プロセッサ１６３０、１６４２、復調器モジュ
ール１６４０、およびメモリ１６３２などの１つまたは複数の構成要素（または図示され
ていない他の構成要素）を含む干渉消去モジュールを含み得る。
【０１６０】
　基地局１６１０は、本明細書で説明する基地局機能を実行し、ならびに／あるいはＵＥ
またはＭＭＥなどの他のノードと通信するために使用され得る送信機および／または受信
機モジュールを管理するための、プロセッサ１６３０、１６１４、およびメモリ１６３２
などの１つまたは複数の構成要素（または図示されていない他の構成要素）を含むプロセ
ッサモジュールを含み得る。基地局１６１０は、受信機機能を制御するための制御モジュ
ールをも含み得る。基地局１６１０は、バックホール接続モジュール１６９０を介してな
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ど、コアネットワーク中のバックホールシステムなど他のシステムとのネットワーキング
、または図１～図５に示したような他の構成要素とのネットワーキングを与えるためのネ
ットワーク接続モジュール１６９０を含み得る。
【０１６１】
　同様に、ＵＥ１６５０は、受信機１６５４など、ＵＥ１６５０の１つまたは複数の構成
要素（または図示されていない他の構成要素）を含む受信モジュールを含み得る。ＵＥ１
６５０は、本明細書で説明するようにユーザ端末に関連する処理機能を実行するための、
プロセッサ１６６０および１６７０、ならびにメモリ１６７２など、ＵＥ１６５０の１つ
または複数の構成要素（または図示されていない他の構成要素）を含むプロセッサモジュ
ールをも含み得る。これは、たとえば、リダイレクションターゲットおよび代替ターゲッ
トを受信および探索すること、ならびに本明細書で説明するように順序付けられ得るＣＳ
呼設定プロシージャとＲＡＵプロシージャとを実行することを含み得る。
【０１６２】
　一実施形態では、ＵＥ１６５０において受信される１つまたは複数の信号は、ＤＬ信号
を受信し、ならびに／あるいはＤＬ信号からＳＩＢ情報などの情報を抽出するために処理
される。追加の処理は、チャネル特性、電力情報、空間情報、ならびに／あるいは基地局
１６１０などのｅＮＢおよび／またはノードＢ（図示せず）などの他の基地局に関連する
他の情報を推定すること、リダイレクションコマンドを可能にすること、リダイレクショ
ンターゲットとフォールバックターゲットなどの代替ターゲットとを探索し、位置を特定
すること、ならびにＵＴＲＡＮおよびＧＥＲＡＮネットワークなどの他のネットワーク、
およびそれらの異なるネットワークタイプの基地局またはノードＢなどの関連するノード
と通信することを可能にすることを含み得る。
【０１６３】
　ＵＥ１６５０は、ＬＴＥ基地局ならびにＵＴＲＡＮおよび／またはＧＥＲＡＮネットワ
ーク中の基地局などの他のタイプの基地局との通信を実行するようにマルチモード動作の
ために構成され得る１つまたは複数の受信機および送信機モジュールを含み得る。メモリ
１６３２および１６７２は、本明細書で説明する態様および機能に関連するプロセスを実
装するための、プロセッサ１６６０、１６７０および１６３８などの１つまたは複数のプ
ロセッサ上での実行のためのコンピュータコードを記憶するために使用され得る。
【０１６４】
　動作中、基地局１６１０において、いくつかのデータストリームのトラフィックデータ
がデータソース１６１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ１６１４に与えられ得、そこ
で、そのデータは、処理され、１つまたは複数のＵＥ１６５０に送信され得る。一態様で
は、各データストリームは、基地局１６１０の（送信機１６２４1～１６２４Ntとして示
される）それぞれの送信機サブシステムを介して処理され、送信される。ＴＸデータプロ
セッサ１６１４は、コード化データを与えるために、各データストリームのトラフィック
データを、そのデータストリーム用に選択された特定のコーディング方式に基づいて受信
し、フォーマットし、コーディングし、インターリーブする。特に、基地局１６１０は、
特定の基準信号と基準信号パターンとを判断することと、選択されたパターンにおいて基
準信号および／またはビームフォーミング情報を含む送信信号を与えることとを行うよう
に構成され得る。
【０１６５】
　各データストリームのコード化データは、ＯＦＤＭ技法を使用してパイロットデータで
多重化され得る。パイロットデータは、典型的には、知られている方法で処理される知ら
れているデータパターンであり、チャネル応答を推定するために受信機システムにおいて
使用され得る。たとえば、パイロットデータは基準信号を含み得る。パイロットデータは
、図１６に示すようにＴＸデータプロセッサ１６１４に与えられ、コード化データで多重
化され得る。次いで、各データストリームの多重化されたパイロットデータおよびコード
化データは、変調シンボルを与えるために、そのデータストリーム用に選択された特定の
変調方式（たとえば、ＢＰＳＫ、ＱＳＰＫ、Ｍ－ＰＳＫ、Ｍ－ＱＡＭなど）に基づいて変
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調（すなわち、シンボルマッピング）され得、データおよびパイロットは、異なる変調方
式を使用して変調され得る。各データストリームのデータレート、コーディング、および
変調は、メモリ１６３２、あるいはＵＥ１６５０の他のメモリまたは命令記憶媒体（図示
せず）に記憶された命令に基づいてプロセッサ１６３０によって実行される命令によって
判断され得る。
【０１６６】
　次いで、すべてのデータストリームの変調シンボルがＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１６２
０に与えられ得、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１６２０はさらに（たとえば、ＯＦＤＭ実装
形態用に）その変調シンボルを処理し得る。次いで、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１６２０
はＮｔ個の変調シンボルストリームをＮt個の送信機（ＴＭＴＲ）１６２２1～１６２２Nt

に与え得る。様々なシンボルは、送信のために関連するＲＢにマッピングされ得る。
【０１６７】
　ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１６２０は、シンボルがそこから送信されている１つまたは
複数のアンテナに対応するビームフォーミング重みをデータストリームのシンボルに適用
し得る。これは、基準信号によってまたは基準信号とともに与えられたチャネル推定情報
、ならびに／あるいはＵＥなどのネットワークノードから与えられた空間情報などの情報
を使用することによって行われ得る。たとえば、ビームＢ＝ｔｒａｎｓｐｏｓｅ（［ｂ１
　ｂ２　．．ｂNt］）は、各送信アンテナに対応する重みのセットから構成される。ビー
ムに沿って送信することは、そのアンテナのためのビーム重みによってスケーリングされ
るすべてのアンテナに沿って変調シンボルｘを送信することに対応し、すなわち、アンテ
ナｔ上で送信信号はｂｔ＊ｘである。複数のビームが送信されるとき、１つのアンテナ上
の送信信号は、異なるビームに対応する信号の和である。これは、数学的にＢ１ｘ１＋Ｂ
２ｘ２＋ＢＮsｘＮsとして表され得、ただし、Ｎs個のビームが送信され、ｘｉは、ビー
ムＢｉを使用して送られる変調シンボルである。様々な実装形態では、ビームはいくつか
の方法で選択され得る。たとえば、ビームは、ＵＥからのチャネルフィードバック、ｅＮ
Ｂにおいて利用可能なチャネル知識に基づいて、または隣接するマクロセルなどとともに
干渉緩和を可能にするためにＵＥから与えられた情報に基づいて、選択され得る。
【０１６８】
　各送信機サブシステム１６２２1～１６２２Ntは、それぞれのシンボルストリームを受
信し、処理して、１つまたは複数のアナログ信号を与え、さらに、それらのアナログ信号
を調整（たとえば、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）して、ＭＩＭＯチャ
ネルを介して送信するのに適した変調信号を与える。次いで、送信機１６２２1～１６２
２NtからのＮt個の変調信号は、それぞれＮt個のアンテナ１６２４1～１６２４Ntから送
信される。
【０１６９】
　ＵＥ１６５０では、送信された変調信号はＮr個のアンテナ１６５２1～１６５２Nrによ
って受信され、各アンテナ１６５２から受信された信号は、それぞれの受信機（ＲＣＶＲ
）１６５４1～１６５４Nrに与えられる。各受信機１６５４は、それぞれの受信信号を調
整（たとえば、フィルタ処理、増幅、およびダウンコンバート）し、調整された信号をデ
ジタル化して、サンプルを与え、さらにそれらのサンプルを処理して、対応する「受信」
シンボルストリームを与える。
【０１７０】
　次いで、ＲＸデータプロセッサ１６６０は、特定の受信機処理技法に基づいてＮr個の
受信機１６５４1～１６５４NrからＮr個の受信シンボルストリームを受信し、処理して、
Ｎs個の「検出」シンボルストリームを与えて、Ｎs個の送信シンボルストリームの推定値
を与える。次いで、ＲＸデータプロセッサ１６６０は、各検出シンボルストリームを復調
し、デインターリーブし、復号して、データストリームのトラフィックデータを復元する
。ＲＸデータプロセッサ１６６０による処理は、一般に、基地局１６１０においてＴＸ　
ＭＩＭＯプロセッサ１６２０およびＴＸデータプロセッサ１６１４によって実行される処
理を補足するものである。
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【０１７１】
　プロセッサ１６７０は、プリコーディング行列を周期的に判断し得る。次いで、プロセ
ッサ１６７０は、行列インデックス部分とランク値部分とを含み得る逆方向リンクメッセ
ージを作成し得る。様々な態様では、逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／ま
たは受信データストリームに関する様々なタイプの情報を含み得る。次いで、逆方向リン
クメッセージは、データソース１６３６からいくつかのデータストリームのトラフィック
データをも受信し得るＴＸデータプロセッサ１６３８によって処理され得、そのトラフィ
ックデータは、次いで、変調器１６８０によって変調され、送信機１６５４1～１６５４N

rによって調整され、基地局１６１０に戻され得る。基地局１６１０に戻された情報は、
基地局１６１０からの干渉を緩和するためにビームフォーミングを行うための電力レベル
および／または空間情報を含み得る。
【０１７２】
　基地局１６１０において、ＵＥ１６５０からの変調信号は、アンテナ１６２４によって
受信され、受信機１６２２によって調整され、復調器１６４０によって復調され、ＲＸデ
ータプロセッサ１６４２によって処理されて、ＵＥ１６５０によって送信されたメッセー
ジが抽出される。次いで、プロセッサ１６３０は、ビームフォーミング重みを判断するた
めにどのプリコーディング行列を使用すべきかを判断し、次いで、抽出されたメッセージ
を処理する。
【０１７３】
　図１７に、本明細書で説明するマルチモードＵＥなどのユーザ端末またはユーザ端末の
構成要素であり得る通信装置１７００の一実施形態の追加の詳細を示す。装置１７００は
、ＬＴＥネットワーク、ＵＴＲＡＮネットワーク、ＧＥＲＡＮネットワーク、および／ま
たは他のネットワークなどの複数のネットワークタイプからの信号を受信するように構成
され得るマルチモード受信機モジュール１７１０を含み得る。同様に、装置１７００は、
同様のマルチモード能力のために構成され得る送信機モジュール１７２０を含み得る。装
置１７００は、本明細書で説明する処理を実装するように構成され得る１つまたは複数の
プロセッサモジュール１７３０を含み得る。装置１７００は、プログラムモジュール１７
５０、データ１７６０、１つまたは複数のオペレーティングシステム１７７０、ならびに
他のメモリストレージ能力（図示せず）を含み得るメモリ１７４０をも含み得る。メモリ
１７４０は、フラッシュ、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、光ストレージ、ならびに／あるいは他の
メモリまたはストレージ技術などの複数の物理メモリデバイスを備え得る。
【０１７４】
　メモリ１７４０は、データとプログラム命令、たとえば、図６～図１１によって示した
方法の動作を実行するための命令とを保持し得る。したがって、メモリ１７４０に含まれ
るプログラムモジュール１７５０は、リダイレクション要求を受信し、それに応答するこ
と、リダイレクションターゲットなどのターゲットへのアクセスに失敗したことを検出す
ること、フォールバックターゲットにアクセスすること、ＲＡＵおよびＴＡＵプロシージ
ャを実行すること、ＣＳ設定プロシージャを実行すること、および／または本明細書で説
明する他の機能を実行することなどのユーザ端末機能を実行するための、本明細書で説明
するようなモジュールを含み得る。プログラムモジュール１７５０は、プロセッサモジュ
ール１７３０、受信機および送信機モジュール１７２０、および／または他のモジュール
（図示せず）と連携してこれらの様々な機能を実行するように構成され得る。データ１７
６０は、プログラムモジュール１７５０の実行に関連するデータを含み得、プログラムモ
ジュール１７５０は、（１つまたは複数の）オペレーションシステム１７７０によってま
たはそれと連携して実装され得る。
【０１７５】
　図１８に、本明細書で説明するｅＮＢなどの基地局であり得る通信装置１８００の一実
施形態の追加の詳細を示す。装置１８００は、ユーザ端末またはＵＥなどの被サービスノ
ードと通信するための送信および受信モジュール１８１０（まとめてトランシーバモジュ
ール１８１０として示される）を含み得る。装置１８００は、ＭＭＥ、ＳＧＷなどのコア
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ネットワーク構成要素と通信するように構成された１つまたは複数のコアネットワーク（
ＣＮ）インターフェースモジュール１８２０をも含み得る。装置１８００は、本明細書で
説明する基地局／ｅＮＢに関連する処理を実装するように構成され得る１つまたは複数の
プロセッサモジュール１８３０を含み得る。装置１８００は、プログラムモジュール１８
５０、データ１８６０、１つまたは複数のオペレーティングシステム１８７０、ならびに
他のメモリストレージ能力（図示せず）を含み得るメモリ１８４０をも含み得る。メモリ
１８４０は、フラッシュ、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、光ストレージ、ならびに／あるいは他の
メモリまたはストレージ技術などの複数の物理メモリデバイスを備え得る。
【０１７６】
　プログラムモジュール１８５０は、ＣＳ呼要求に応答すること、リダイレクション要求
を協調させ、行うこと、ＰＳ中断をＭＭＥ、ＳＧＷなどの他のネットワーク構成要素と協
調させること、ならびに、本明細書で説明するような他の基地局機能を実行することなど
の基地局機能を実行するための、本明細書で説明するようなモジュールを含み得る。プロ
グラムモジュール１８５０は、（１つまたは複数の）プロセッサモジュール１８３０、ト
ランシーバモジュール１８１０、コアネットワークモジュール１８２０、および／または
他のモジュール（図示せず）と連携してこれらの様々な機能を実行するように構成され得
る。データ１８６０は、プログラムモジュール１８５０の実行に関連するデータを含み得
、プログラムモジュール１８５０は、（１つまたは複数の）オペレーションシステム１８
７０によってまたはそれと連携して実装され得る。
【０１７７】
　図１９に、本明細書で説明するモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）であり得る通信
装置１９００の一実施形態の追加の詳細を示す。装置１９００は、関連する基地局と直接
または間接的に通信するように構成された１つまたは複数の基地局インターフェースモジ
ュール１９１０を含み得る。装置１９００は、Ｓ３インターフェースを使用して実装され
得る、図５に示したような他のネットワークのＣＮ構成要素と通信するように構成された
１つまたは複数のＳＧＳＮインターフェースモジュールをも含み得る。装置１９００は、
図５に示したような関連するＳＧＷと通信するためのＳＧＷインターフェース１９３０を
も含み得る。インターフェース１９１０、１９２０、および／または１９３０は、１つま
たは複数の物理インターフェースまたは接続を備える論理インターフェースであり得、１
つまたは複数のプロセッサモジュール１９４０に接続または結合されるかあるいはそれと
一体化され得る。（１つまたは複数の）プロセッサモジュール１９３０は、本明細書で説
明するＭＭＥに関連する処理を実装するように構成され得る。装置１９００は、プログラ
ムモジュール１９６０、データ１９７０、１つまたは複数のオペレーティングシステム１
９８０、ならびに他のメモリストレージ能力（図示せず）を含み得るメモリ１９５０をも
含み得る。メモリ１９５０は、フラッシュ、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、光ストレージ、ならび
に／あるいは他のメモリまたはストレージ技術などの複数の物理メモリデバイスを備え得
る。メモリ１９５０は、データとプログラム命令、たとえば、図１２～図１５によって示
した方法の動作を実行するための命令とを保持し得る。
【０１７８】
　したがって、メモリ１９５０に含まれるプログラムモジュール１９６０は、ユーザ端末
のリダイレクションを可能にするために基地局／ｅＮＢと通信すること、たとえば、ＩＳ
Ｒステータスに基づいて、ＰＳ中断を実行すべきかどうかを判断することなど、ＭＭＥ機
能を実行するため、および／または本明細書で説明する他のＭＭＥ機能を実行するための
、本明細書で説明するようなモジュールを含み得る。プログラムモジュール１９６０は、
（１つまたは複数の）プロセッサモジュール１９４０および／またはインターフェースモ
ジュール１９１０、１９２０、および１９３０と連携してこれらの様々な機能を実行する
ように構成され得る。データ１９７０は、プログラムモジュール１９６０の実行に関連す
るデータを含み得、プログラムモジュール１９６０は、（１つまたは複数の）オペレーシ
ョンシステム１９８０によってまたはそれと連携して実装され得る。
【０１７９】
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コールフロー例
　例示的な実施形態および様々な態様によるいくつかの追加の例示的な実装形態の詳細に
ついて以下でさらに説明する。以下のセクションでは、ユーザ端末を移動局（ＭＳ）と呼
ぶことがある。詳述するパケットサービスを中断および再開することに関係するプロシー
ジャは、上記で説明した方法、装置および手段を読者がより良く理解するのを助け得る。
【０１８０】
プロシージャの中断および再開（Ａ／Ｇｂモード）
　以下のプロシージャでは、中断されたＭＳが再開されるとき、ＭＳは、ストリーミング
または会話型トラフィッククラスのパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキストを
非アクティブ化するか、またはＭＳは、最大ビットレートを適切な値にリセットするため
に、ストリーミングまたは会話型トラフィッククラスのＰＤＰコンテキストを変更し得る
。ＳＧＳＮ内での「中断および再開」プロシージャ２０００の一例を図２０に示す。上記
プロシージャは、ＭＳがＡおよび／またはＧｂインターフェースを介してＧＥＲＡＮを介
してＣＮに接続されるときのＭＳ動作モードに適用され得る。プロシージャ２０００は、
ＭＳ２００２と、基地局サーバ（ＢＳＳ）２００４と、ＳＧＳＮ２００６と、ビジターロ
ケーションレジスタ（ＶＬＲ）をもつモバイル交換センター（ＭＳＣ）２００８とに関与
し得る。
【０１８１】
　２０１０において、ＭＳは専用モードに入り得、ＭＳまたはネットワーク制限により、
ＭＳは、デュアル転送動作モードをサポートすることができなくなるか、または、ＣＳ接
続中に、ＤＴＭ　ＭＳは、ＤＴＭをサポートするセルからＤＴＭをサポートしないセルへ
のハンドオーバを実行する。
【０１８２】
　２０１２において、ＭＳは無線リソース（ＲＲ）中断メッセージをＢＳＳに送り得る。
一時論理リンク識別子（ＴＬＬＩ：Temporary Logical Link Identifier）およびルーテ
ィングエリア識別子（ＲＡＩ：Routing Area Identifier）は、公知のルーティングエリ
ア更新プロシージャに従って導出され得る。ＢＳＳは、このＴＬＬＩのための進行中のＧ
ＰＲＳトラフィックを終端し得る。
【０１８３】
　２０１４において、ＢＳＳは中断（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ）メッセージをＳＧＳＮに送り得
、ＳＧＳＮは、２０１６において、中断Ａｃｋを戻すことによって確認応答し得る。ＢＳ
Ｓは、ＭＳが専用モードを出るときに、ＧＰＲＳサービスを再開するようにＳＧＳＮに要
求することが可能であるようにＴＬＬＩとＲＡＩとを記憶し得る。
【０１８４】
　最終的に、ＢＳＳは、ＧＰＲＳ中断の条件が消滅したと判断し得る。ＢＳＳが、ＧＰＲ
Ｓサービスを再開するようにＳＧＳＮに要求することが可能である場合、２０１８におい
て、ＢＳＳは再開（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ）メッセージをＳＧＳＮに送り得る。２０２０にお
いて、ＳＧＳＮは、再開Ａｃｋを戻すことによって、再開の成功した結果を確認応答し得
る。
【０１８５】
　２０２２において、回線交換無線チャネルが解放される場合、ＢＳＳはＲＲチャネル解
放（再開）メッセージをＭＳに送り得る。再開メッセージは、ＢＳＳによる、ＭＳのため
のＧＰＲＳサービスを再開するようにとのＳＧＳＮへの要求が成功したかどうか、すなわ
ち、ＲＲチャネル解放メッセージが送信される前にＢＳＳにおいて再開Ａｃｋが受信され
たかどうかを示す。次いで、ＭＳは、チャネル解放メッセージを受信すると専用モードを
出得る。
【０１８６】
　２０２４において、ＭＳは、（ａ）ＢＳＳによる、ＧＰＲＳサービスを再開するように
とのＳＧＳＮへの要求が成功しなかった場合、（ｂ）ＭＳが専用モードを出る前にＲＲチ
ャネル解放メッセージが受信されなかった場合、または（ｃ）ＭＳが、ＧＰＲＳ中断の条
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件が消滅したとローカルで判断した場合という条件のいずれかが当てはまることに応答し
て、ルーティングエリア更新要求メッセージをＳＧＳＮに送ることによってＧＰＲＳサー
ビスを再開し得る。代替として、使用されているネットワークの動作モードに応じて、異
なる更新タイプ、たとえば、複合ＲＡ／ＬＡ更新プロシージャが使用され得る。
【０１８７】
　ＢＳＳおよびＳＧＳＮにおける中断されたＭＳの完全な処理は実装依存である。一般に
、ＳＧＳＮは、中断されたＭＳをページングすべきではない。ＭＳが、中断されている間
に基地局コントローラ（ＢＳＣ）間ハンドオーバを実行する場合、ＴＬＬＩおよびＲＡＩ
は、たとえば、ＴＳ４８．００８に記載されているように、ハンドオーバ必要メッセージ
およびハンドオーバ要求メッセージ中でＢＳＣ間情報として転送され得る。これは、新し
いＢＳＣがＳＧＳＮに対して再開要求プロシージャを開始することを可能にする。ＢＳＣ
間情報が転送されなかったかまたは理解されなかった場合、ＭＳは、再開が成功したとい
う指示を受信せず、ルーティングエリア更新または複合ＲＡ／ＬＡ更新プロシージャを開
始することによってＧＰＲＳサービスを再開し得る。
【０１８８】
ＳＧＳＮ間中断および再開プロシージャ
　ＳＧＳＮ間での中断および再開プロシージャ２１００の一例を図２１に示す。これは、
古いセルと新しいセルとが、異なるＳＧＳＮによって処理されるシナリオ、たとえば、中
断メッセージが、パケットデータ送信を現在処理しているＳＧＳＮとは異なるＳＧＳＮに
おいて受信されるシナリオについて説明する。プロシージャ２１００は、ＭＳ２１０２と
、ＢＳＳ２１０４と、新しいＳＧＳＮ２１０６と、古いＳＧＳＮ２１０８と、ＭＳＣ／Ｖ
ＬＲ２１１０とに関与し得る。
【０１８９】
　２１１２において、ＣＳ接続中に、ＤＴＭ　ＭＳは、ＤＴＭをサポートするセルからＤ
ＴＭをサポートしないセルへのハンドオーバを実行する。２１１４において、ＭＳはＲＲ
中断（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ）メッセージをＢＳＳに送る。ＴＬＬＩおよびＲＡＩは、ルーテ
ィングエリア更新プロシージャにおいて知られているのと同じ方法で導出され得る。
【０１９０】
　２１１６において、ＢＳＳは中断（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ）メッセージをＳＧＳＮに送る。
中断メッセージを受信したＳＧＳＮは、パケットデータ送信を現在処理しているＳＧＳＮ
ではないので、中断を実行すべきであるという指示は、２１１８において示されるように
、Ｇｎインターフェース上で中断要求メッセージによって古いＳＧＳＮに送られ得る。古
いＳＧＳＮのアドレスは、中断メッセージ中で受信された「古いＲＡＩ」によって導出さ
れ得る。中断メッセージを受信したＳＧＳＮが、複数のＣＮノードに対するＲＡＮノード
のドメイン内接続のための機能を与える場合、ＢＳＳからの中断メッセージを受信したＳ
ＧＳＮは、古いＲＡＩと古いＴＬＬＩとから古いＳＧＳＮを導出し、この古いＳＧＳＮに
中断要求メッセージを送り得る。そうでない場合、ＢＳＳからの中断メッセージを受信し
たＳＧＳＮは、古いＲＡＩから古いＳＧＳＮを導出する。いずれの場合も、ＢＳＳからの
中断メッセージを受信したＳＧＳＮは、それが古いＳＧＳＮであると考えるＳＧＳＮを導
出し得る。この導出されたＳＧＳＮは、それ自体が古いＳＧＳＮであり得るか、または実
際の古いＳＧＳＮと同じプールエリアに関連付けられ得、したがって、ＳＧＳＮは、ＴＬ
ＬＩから正しい古いＳＧＳＮを判断し、その実際の古いＳＧＳＮに中断要求メッセージを
中継し得る。
【０１９１】
　２１２０において、古いＳＧＳＮは中断応答を戻す。２１２２において、次いで、新し
いＳＧＳＮは中断ＡｃｋをＢＳＳに戻す。
【０１９２】
　２１２４において、ＣＳ接続が終了した後、ＢＳＳは新しいＳＧＳＮに再開（ＴＬＬＩ
、ＲＡＩ）メッセージを送り得るが、古いＳＧＳＮに対する再開は必要とされないので、
２１２６において、新しいＳＧＳＮは再開Ｎａｃｋメッセージを送ることによって再開に
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確認応答し得る。ＭＳは、この場合、ＣＳ接続が終了し、ＭＳコンテキストが古いＳＧＳ
Ｎから新しいＳＧＳＮに移動され得るときにＧＰＲＳサービスの更新のためのＲＡ更新を
実行すべきであるので、古いＳＧＳＮに対する再開は不要であり得る。
【０１９３】
　２１２８において、ＢＳＳはＲＲチャネル解放メッセージをＭＳに送り、ＢＳＳによる
、ＭＳのためのＧＰＲＳサービスを再開するようにとのＳＧＳＮへの要求が成功しなかっ
たことを示す。ＭＳは専用モードを出る。２１３０において、ＭＳは、ルーティングエリ
ア更新要求メッセージまたは複合ＲＡ／ＬＡ更新メッセージをＳＧＳＮに送ることによっ
てＧＰＲＳサービスを再開し得る。
【０１９４】
ＳＧＳＮ内システム中断および再開プロシージャ
　ＳＧＳＮ内での中断および再開プロシージャ２２００の一例を図２２に示す。プロシー
ジャ２２００は、ＭＳ２２０２と、ＢＳＳ２２０４と、２Ｇ／３Ｇ　ＳＧＳＮ２２０６と
、サービング無線ネットワークサブシステム（ＳＲＮＳ）２２０８と、ＭＳＣ／ＶＬＲ２
２１０とに関与し得る。
【０１９５】
　２２１２において、ＣＳ接続中に、ＭＳはＩｕモードからＡ／Ｇｂモードへのハンドオ
ーバを実行し、ＭＳまたはネットワーク制限により、ＭＳは、ＣＳ／ＰＳ動作モードをサ
ポートすることができなくなる。
【０１９６】
　２２１４において、ＭＳはＲＲ中断（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ）メッセージをＢＳＳに送る。
ＴＬＬＩおよびＲＡＩは、ルーティングエリア更新プロシージャにおいて知られているよ
うに導出され得る。２２１６において、ＢＳＳは中断（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ）メッセージを
ＳＧＳＮに送る。２２１８において、ＳＧＳＮは、ＳＲＮＳコンテキスト要求メッセージ
によって、ダウンリンクＰＤＵを送ることを停止するようにＳＲＮＳに要求し得る。ＳＲ
ＮＳは、次いで、ダウンリンクＰＤＵをバッファすることを開始する。２２２０において
、ＳＲＮＳはＳＲＮＳコンテキスト応答メッセージで応答する。２２２２において、次い
で、ＳＧＳＮは中断ＡｃｋをＢＳＳに戻す。
【０１９７】
　２２２４において、ＣＳ接続が終了した後、ＢＳＳは再開（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ）メッセ
ージをＳＧＳＮに送り得る。２２２６において、ＭＳが無線システムを変更したので、再
開は不可能であり、ＳＧＳＮは、再開Ｎａｃｋメッセージを送ることによって再開に確認
応答する。
【０１９８】
　２２２８において、ＢＳＳはＲＲチャネル解放メッセージをＭＳに送り、ＢＳＳによる
、ＭＳのためのＧＰＲＳサービスを再開するようにとのＳＧＳＮへの要求が成功しなかっ
たことを示す。２２３０において、ＭＳは、ルーティングエリア更新要求メッセージまた
は複合ＲＡ／ＬＡ更新メッセージをＳＧＳＮに送ることによってＧＰＲＳサービスを再開
し得る。
【０１９９】
代替的ＳＧＳＮ間中断および再開プロシージャ
　ＳＧＳＮ間での代替的中断および再開プロシージャ２３００を図２３に示す。プロシー
ジャ２３００は、中断メッセージが、パケットデータ送信を現在処理しているＳＧＳＮと
は異なるＳＧＳＮにおいて受信されるときに適用し得る。プロシージャ２３００は、ＭＳ
が、ＣＳ接続中にＩｕモードからＡ／Ｇｂモードへのシステム間ハンドオーバを実行し、
Ａ／Ｇｂモードセルを処理するＳＧＳＮが、Ｉｕモードセルを処理するＳＧＳＮとは異な
るとき、たとえば、２Ｇ　ＳＧＳＮと３Ｇ　ＳＧＳＮとが分離しているときに有効である
べきである。プロシージャ２３００は、ＭＳ２３０２と、ＢＳＳ２３０４と、２Ｇ　ＳＧ
ＳＮ２３０６と、３Ｇ　ＳＧＳＮ２３０８と、ＳＲＮＳ２３１０と、ＭＳＣ／ＶＬＲ２３
１２とに関与し得る。
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【０２００】
　２３１４において、ＣＳ接続中に、ＭＳはＩｕモードからＡ／Ｇｂモードへのハンドオ
ーバを実行し、ＭＳまたはネットワーク制限により、ＭＳは、ＣＳ／ＰＳ動作モードをサ
ポートすることができなくなる。２３１６において、ＭＳはＲＲ中断（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ
）メッセージをＢＳＳに送る。ＴＬＬＩおよびＲＡＩは、ルーティングエリア更新プロシ
ージャにおいて知られているように導出され得る。
【０２０１】
　２３１８において、ＢＳＳは中断（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ）メッセージをＳＧＳＮに送る。
２３２０において、中断メッセージを受信したＳＧＳＮは、パケットデータ送信を現在処
理しているＳＧＳＮではないので、中断を実行すべきであるという指示は、Ｇｎインター
フェース上の中断要求メッセージによって３Ｇ　ＳＧＳＮ２３０８に送られ得る。古いＳ
ＧＳＮ２３０６のアドレスは、中断メッセージ中で受信された「古いＲＡＩ」によって導
出され得る。中断メッセージを受信したＳＧＳＮが、複数のＣＮノードに対するＲＡＮノ
ードのドメイン内接続のための機能を与える場合、ＢＳＳからの中断メッセージを受信す
るＳＧＳＮは、古いＲＡＩと古いＴＬＬＩとから古いＳＧＳＮを導出し、この古いＳＧＳ
Ｎに中断要求メッセージを送り得る。そうでない場合、ＢＳＳからの中断メッセージを受
信したＳＧＳＮは、古いＲＡＩから古いＳＧＳＮを導出する。いずれの場合も、ＢＳＳか
らの中断メッセージを受信したＳＧＳＮは、それが古いＳＧＳＮであると考えるＳＧＳＮ
を導出し得る。この導出されたＳＧＳＮは、それ自体が古いＳＧＳＮであり得るか、また
は実際の古いＳＧＳＮと同じプールエリアに関連付けられ得る。したがって、ＳＧＳＮ２
３０６は、ＴＬＬＩから正しい古いＳＧＳＮを判断し、その実際の古いＳＧＳＮに中断要
求メッセージ２３２０を中継し得る。
【０２０２】
　２３２２において、３Ｇ　ＳＧＳＮは、ＳＲＮＳコンテキスト要求メッセージによって
、ダウンリンクＰＤＵを送ることを停止するようにＳＲＮＳに要求し得る。ＳＲＮＳコン
テキスト要求メッセージを受信すると、ＳＲＮＳは、ダウンリンクＰＤＵをバッファする
ことを開始する。２３２４において、ＳＲＮＳはＳＲＮＳコンテキスト応答メッセージで
応答する。
【０２０３】
　２３２６において、３Ｇ　ＳＧＳＮは中断応答メッセージを２Ｇ　ＳＧＳＮ２３０６に
戻す。２３２８において、次いで、２Ｇ　ＳＧＳＮ２３０６は中断ＡｃｋメッセージをＢ
ＳＳに戻す。２３３０において、ＣＳ接続が終了した後、ＢＳＳは２Ｇ　ＳＧＳＮに再開
（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ）メッセージを送り得るが、３Ｇ　ＳＧＳＮに対する再開は必要とさ
れないので、２Ｇ　ＳＧＳＮは、２３３２において、再開Ｎａｃｋメッセージを送ること
によって再開に確認応答する。ＭＳは、ＣＳ接続が終了し、ＭＳコンテキストが３Ｇ　Ｓ
ＧＳＮから２Ｇ　ＳＧＳＮに移動され得るときにＧＰＲＳサービスの更新のためのＲＡ更
新を実行し得るので、この場合、再開は不要である。
【０２０４】
　２３３４において、ＢＳＳはＲＲチャネル解放メッセージをＭＳに送り、ＢＳＳによる
、ＭＳのためのＧＰＲＳサービスを再開するようにとのＳＧＳＮへの要求が成功しなかっ
たことを示す。２３３６において、ＭＳは、ルーティングエリア更新要求メッセージまた
は複合ＲＡ／ＬＡ更新メッセージをＳＧＳＮ２３０６に送ることによってＧＰＲＳサービ
スを再開し得る。
【０２０５】
アクティブモードにおけるモバイル発信呼－ＰＳ　ＨＯサポートなし
　図２４に示すプロシージャ２４００は、通常の場合、マルチモード環境において呼を発
信するためのＰＳハンドオーバ（ＨＯ）がサポートされないときに実行され得る。ＭＭＥ
。プロシージャ２４００は、ＭＳ２４０２と、ｅＮＢ２４０４と、ＢＳＳ／無線ネットワ
ークサーバ（ＲＮＳ）２４０６と、ＭＭＥ２４０８と、ＭＳＣ２４１０と、ＳＧＷ／ＰＧ
Ｗ２４１２と、ＳＧＳＮ２４１４とに関与し得る。
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【０２０６】
　２４１６において、ＵＥは拡張サービス要求（ＣＳフォールバックインジケータ）をＭ
ＭＥに送る。拡張サービス要求メッセージは、ＲＲＣおよびＳ１－ＡＰメッセージ中にカ
プセル化され得る。ＣＳフォールバックインジケータは、ＭＭＥがＣＳフォールバックを
実行すべきであることを示し得る。ＵＥは、ＵＥが（複合ＥＰＳ／ＩＭＳＩアタッチを用
いて）ＣＳドメインにアタッチされ、ＩＭＳボイスセッションを開始することができない
場合、たとえば、ＵＥがＩＭＳ登録されていないか、あるいはＩＭＳボイスサービスが、
サービングＩＰ－ＣＡＮ、ホームＰＬＭＮまたはＵＥによってサポートされない場合のみ
、この要求を送信し得る。
【０２０７】
　２４１８において、ＭＭＥは、ＣＳフォールバックインジケータを含むＳ１－ＡＰ　Ｕ
Ｅコンテキスト変更要求メッセージをｅＮＢに送る。このメッセージは、ＵＥがＵＴＲＡ
Ｎ／ＧＥＲＡＮに移動されるべきであることをｅＮＢに示す。ＣＳフォールバックプロシ
ージャが、ＵＥのＥＰＳサブスクリプションにおけるＭＰＳ　ＣＳ優先度に基づく優先処
理を必要とするとＭＭＥが判断した場合、ＭＭＥは、たとえば、ＴＳ３６．４１３におい
て規定されているように、ｅＮＢへのＳ１ＡＰメッセージ中で優先度指示、すなわち「Ｃ
ＳＦＢ高優先度」を設定する。２４２０において、ｅＮＢはＳ１－ＡＰ　ＵＥコンテキス
ト変更応答メッセージで返答し得る。
【０２０８】
　２４２２において、ｅノードＢは、リダイレクションプロシージャが実行され得るター
ゲットＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルを判断するために、ＵＥに測定報告を随意に要請し得
る。
【０２０９】
　２４２４において、ネットワークは、以下のようにステップ３ａまたは３ｂまたは３ｃ
のうちの１つを実行し得る。（３ａ）ＵＥおよびネットワークがＧＥＲＡＮへのＲＡＴ間
セル変更命令をサポートし、ターゲットセルがＧＥＲＡＮである場合、ｅノードＢは、Ｒ
ＲＣメッセージをＵＥに送ることによって、ＧＥＲＡＮネイバーセルに対する（随意にＮ
ＡＣＣを伴う）ＲＡＴ間セル変更命令をトリガし得る。ＲＡＴ間セル変更命令は、セル変
更命令がＣＳフォールバック要求によりトリガされたことをＵＥに示すＣＳフォールバッ
クインジケータを含み得る。ＲＡＴ間セル変更命令がＣＳフォールバックインジケータを
含んでおり、ＵＥがターゲットＲＡＴへの接続を確立することができない場合、ＵＥは、
ＣＳフォールバックが失敗したと見なす。サービス要求プロシージャは、セル変更命令プ
ロシージャが正常に完了したとき、正常に完了したと見なされる。（３ｂ）ＵＥまたはネ
ットワークが、Ｅ－ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮへのＲＡＴ間ＰＳハンドオー
バも、ＧＥＲＡＮへのＲＡＴ間セル変更命令もサポートしない場合、またはネットワーク
が、これらのプロシージャを使用することを望まない場合、ｅノードＢは、ＧＥＲＡＮま
たはＵＴＲＡＮへのリダイレクションを伴うＲＲＣ接続解放をトリガし得る。（３ｃ）Ｕ
Ｅおよびネットワークが「リダイレクションを伴うＲＲＣ接続解放およびＧＥＲＡＮ／Ｕ
ＴＲＡＮに対するマルチセルシステム情報」をサポートする場合、ｅノードＢは、ＧＥＲ
ＡＮまたはＵＴＲＡＮへのリダイレクションを伴うＲＲＣ接続解放をトリガし、１つまた
は複数の物理セル識別情報とそれらの関連するシステム情報とを含め得る。サービス要求
プロシージャ監視タイマーは、２４２２における随意の測定報告を考慮して、十分に長く
あるべきである。
【０２１０】
　２４２６において、ｅノードＢは、Ｓ１－ＡＰ　ＵＥコンテキスト解放要求メッセージ
をＭＭＥに送り得る。ターゲットセルがＧＥＲＡＮであり、ターゲットセルまたはＵＥの
いずれかがＤＴＭをサポートしない場合、そのメッセージは、ＵＥがＰＳサービスのため
に利用可能でないという指示を含む。
【０２１１】
　２４２８において、ＭＭＥは、たとえば、ＴＳ２３．４０１において規定されているよ
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うに、ｅノードＢにおけるＵＥコンテキストならびにＳ－ＧＷにおけるすべてのｅノード
Ｂ関係情報を解放する。ＲＲＣが異常状態、たとえば無線リンク失敗により解放されたこ
とを原因が示す場合、ＭＭＥはＥＰＳベアラを中断する（２４３６）。
【０２１２】
　２４３０において、ＵＥは、ステップ６ａまたは６ｂまたは６ｃのうちの１つを実行し
得、次いでステップ６ｄを実行する。ステップ６ａは、ステップ３ａ、ＧＥＲＡＮへのセ
ル変更命令が実行された場合に実行され得る。６ａにおいて、ＵＥは、ＧＥＲＡＮ中の新
しいセルに移動する。ＵＥは、ＮＡＣＣ情報を使用しおよび／またはブロードキャストシ
ステム情報を受信し、ＧＥＲＡＮセルにアクセスするための必要な情報のすべてをＵＥが
有するとき、無線シグナリング接続を確立する。ステップ６ｂは、ステップ３ｂ、リダイ
レクションを伴うＲＲＣ解放が実行された場合に実行され得る。６ｂにおいて、ＵＥは、
ターゲットＲＡＴに移動し、好ましくは、複合ＥＰＳ／ＩＭＳＩアタッチ／ＴＡＵ受入れ
メッセージのＬＡＩ　ＩＥ中で受信されたのと同じＰＬＭＮの好適なセルを識別し、ブロ
ードキャストシステム情報を受信し、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮにアクセスするのに必要な
情報をＵＥが有するとき、無線シグナリング接続を確立する。ステップ６ｃは、ステップ
３ｃ、リダイレクションを伴うＲＲＣ解放およびマルチセルシステム情報が実行された場
合に実行され得る。６ｃにおいて、ＵＥは、ターゲットＲＡＴに移動し、好ましくは、複
合ＥＰＳ／ＩＭＳＩアタッチ／ＴＡＵ受入れメッセージのＬＡＩ　ＩＥ中で受信されたの
と同じＰＬＭＮの好適なセルを識別する。ＵＥは、ＮＡＣＣ情報を使用しおよび／または
ブロードキャストシステム情報を受信し、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮにアクセスするための
必要な情報のすべてをＵＥが有するとき、ＵＥは無線シグナリング接続を確立する。ステ
ップ６ｄにおいて、ＵＥがターゲットセルに到着したとき、ターゲットＲＡＴがＵＴＲＡ
Ｎである場合、ＵＥは、たとえばＴＳ２５．３３１において規定されているように、ＮＡ
Ｓメッセージを含んでいるＲＲＣ初期直接転送メッセージを送ることによって無線シグナ
リング接続を確立し得る。ＣＮドメインインジケータは、初期直接転送メッセージ中で「
ＣＳ」に設定される。ターゲットＲＡＴがＧＥＲＡＮ　Ａ／Ｇｂモードである場合、ＵＥ
は、たとえば、ＴＳ４４．０１８において規定されているプロシージャを使用することに
よって無線シグナリング接続を確立し得る。たとえば、ＵＥは、専用チャネルを要求し、
それを割り当てられ得、そこで、ＵＥは、非アクセス層（ＮＡＳ）メッセージを含んでい
る非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ：Set Asynchronous Balanced Mode）をＢＳＳに送り
、ＢＳＳは、ＵＡを送ることによって応答する。（ＮＡＳメッセージを含んでいる）ＳＡ
ＢＭを受信すると、ＢＳＳは、ＣＳリソースがＧＥＲＡＮセルにおいて割り振られたこと
を示す（ＮＡＳメッセージを含んでいる）完全レイヤ３情報メッセージをＭＳＣに送る。
主要なシグナリングリンクの確立の後に、たとえば、ＴＳ４４．０１８に記載されている
ように、ＵＥはデュアル転送モードまたは専用モードに入る。
【０２１３】
　新しいセルのＬＡが、ＵＥに記憶されたＬＡとは異なる場合、ＵＥは、異なるネットワ
ーク動作モード（ＮＭＯ）のための、たとえばＴＳ２３．０６０において規定されている
ロケーションエリア更新または複合ＲＡ／ＬＡ更新プロシージャを開始し得る。ＵＥは、
ＬＡＵプロシージャが完了した後にＩｕ／Ａ接続を解放すべきでないことをＭＳＣに示す
ために、ＬＡＵ要求において「後続（follow-on）要求」フラグを設定すべきである。さ
らに、ＵＥは、たとえばＴＳ２３．０６０によって規定されているルーティングエリア更
新プロシージャを実行する。ＮＭＯ　Ｉでは、ＣＳＦＢ　ＵＥは、ＣＳＦＢプロシージャ
を高速化するために、複合ＲＡ／ＬＡ更新プロシージャの代わりに、「後続要求」フラグ
をもつ別個のＬＡＵプロシージャとＲＡＵプロシージャとを実行し得る。
【０２１４】
　ＵＥが、ステップ３ａ、３ｂまたは３ｃのいずれのステップにおいてもネットワーク指
示セルまたはキャリアにキャンプオンすることができなかった場合、ＵＥは、異なるＲＡ
Ｔまたはキャリアのセルを自律的に再選択する。この場合、ＵＥがＤＴＭをサポートし、
ＩＳＲがアクティブでない場合、ＵＥはＲＡＵまたは複合ＲＡ／ＬＡ更新を実行すべきで
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ある。最後にキャンピングされたＲＡＴがＵＴＲＡＮ　ＮＭＯ　ＩＩまたはＤＴＭ　ＧＥ
ＲＡＮ　ＮＭＯ　ＩＩ／ＩＩＩである場合、ＲＡＵプロシージャとＣＳ　ＮＡＳプロシー
ジャとは並行して実行され得る。そうでない場合、ＵＥは、ＣＳ　ＮＡＳプロシージャよ
り前にＲＡＵまたは複合ＲＡ／ＬＡ更新を実行すべきである。
【０２１５】
　２４３２において、ターゲットＲＡＴがＧＥＲＡＮであり、ＤＴＭがサポートされない
場合、ＵＥは、たとえば、ＴＳ２３．０６０、第１６．２．１．１．２項において規定さ
れている中断プロシージャを開始する。これは、中断要求メッセージをＭＭＥに送るよう
にＳＧＳＮをトリガする。ＭＭＥは、ＧＵＴＩがＰ－ＴＭＳＩとＲＡＩとのペアから導出
され得なくても、中断応答をＳＧＳＮに戻す。
【０２１６】
　２４３４において、２４２６においてｅノードＢから受信されたＳ１－ＡＰ　ＵＥコン
テキスト解放要求メッセージが、ターゲットセルにおいてＵＥがＰＳサービスのために利
用可能でないことを示し、ＩＳＲがアクティブでない場合、ＭＭＥは、たとえばＴＳ２３
．４０１において規定されているＭＭＥ主導型（MME-initiated）専用ベアラ非アクティ
ブ化プロシージャを開始することによって、Ｓ－ＧＷおよび（１つまたは複数の）Ｐ－Ｇ
Ｗに向かうＧＢＲベアラを非アクティブ化し、中断通知メッセージをＳ－ＧＷに送ること
によって、非ＧＢＲベアラの保存および中断を開始する。Ｓ－ＧＷは、ＵＥについてのす
べてのｅノードＢ関係情報（アドレスおよびＴＥＩＤ）を解放し、中断通知メッセージを
（１つまたは複数の）Ｐ－ＧＷに送る。ＭＭＥは、ＵＥが中断ステータスにあることをＵ
Ｅコンテキストに記憶する。すべての保存された非ＧＢＲベアラは、Ｓ－ＧＷおよび（１
つまたは複数の）Ｐ－ＧＷにおいて中断ステータスとしてマークされる。Ｐ－ＧＷは、パ
ケットが、中断されたＵＥのために受信された場合、それらのパケットを廃棄すべきであ
る。中断要求メッセージ中に含まれるＰ－ＴＭＳＩおよびＲＡＩから完全ＧＵＴＩは導出
され得ないので、２４３６においてベアラを更新することは中断プロシージャによってト
リガされ得ない。
【０２１７】
　２４３８において、ＵＥは、ＣＳサービス要求を送ることでＭＯ呼設定プロシージャを
続ける。２４４０において、２Ｇ／３ＧセルをサービスしているＭＳＣにＵＥが登録され
ていないか、またはＬＡにおいてＵＥが許可されない場合、暗黙的ロケーション更新が実
行されないならば、ＭＳＣはサービス要求を拒否すべきである。２４４２において、ＭＳ
Ｃがサービス要求を拒否したことを検出したＵＥは、異なるネットワーク動作モード（Ｎ
ＭＯ）のための、たとえばＴＳ２３．０６０において規定されている、既存のＧＥＲＡＮ
またはＵＴＲＡＮプロシージャに従うロケーションエリア更新または複合ＲＡ／ＬＡプロ
シージャを実行し得る。２４４４において、ＵＥはＣＳ呼確立プロシージャを開始し得る
。
【０２１８】
　２４４６において、ＣＳボイス呼が終了した後に、ＵＥがＧＥＲＡＮにあり、ＰＳサー
ビスが中断されている場合、ＵＥは、たとえばＴＳ２３．０６０において規定されている
ようにＰＳサービスを再開し得る。Ｇｎ／Ｇｐ　ＳＧＳＮは、たとえばＴＳ２３．０６０
において与えられている、（１つまたは複数の）ＰＤＰコンテキストを再開するためのプ
ロシージャに従い得る。Ｓ４　ＳＧＳＮは、たとえばＴＳ２３．０６０において与えられ
ている、ベアラを再開するためのプロシージャに従い得、中断されたベアラを再開するよ
うにＳ－ＧＷおよび（１つまたは複数の）Ｐ－ＧＷに通知する。ＣＳボイス呼が終了した
後にＵＥがＥ－ＵＴＲＡＮに戻った場合、ＵＥは、ＴＡＵをＭＭＥに送ることによってＰ
Ｓサービスを再開すべきである。ＭＭＥは、中断されたベアラを再開するようにＳ－ＧＷ
および（１つまたは複数の）Ｐ－ＧＷにさらに通知し得る。Ｓ－ＧＷにおいておよびＰ－
ＧＷにおいて中断されたベアラを再開することは、それが、動作中のプロシージャ、たと
えば、ＲＡＵ、ＴＡＵまたはサービス要求によってトリガされた場合、ベアラ変更要求メ
ッセージを使用する暗黙的再開によって行われるべきである。Ｓ－ＧＷはベアラの中断状
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態に気づいており、ベアラ変更要求をＰ－ＧＷに転送し得る。ベアラ変更要求が、動作中
のプロシージャによってトリガされない場合、再開通知メッセージを使用する明示的再開
が使用されるべきである。ＣＳボイス呼が終了した後にＵＥがＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮ上
に残っている場合、ＵＥは、たとえばＴＳ２３．０６０およびＴＳ２４．００８において
定義されている通常のモビリティ管理プロシージャを実行する。
【０２１９】
アイドルモードにおけるモバイル発信呼
　アイドルモードプロシージャにおけるモバイル発信呼は、メッセージＳ１　ＡＰ　ＵＥ
コンテキスト変更要求および応答がＳ１　ＡＰ初期ＵＥコンテキスト要求および応答と置
き換えられる、ＭＭＥへの拡張サービス要求（ＣＳフォールバックインジケータ）を伴う
アクティブモードプロシージャにおいてモバイル発信呼を再利用することによって規定さ
れ得る。ＵＥは、たとえば、ＴＳ２３．４０１において規定されている適用可能なプロシ
ージャに従うことによってＥＣＭ接続モードに移行され得る。
【０２２０】
　ＵＥがＣＳドメイン優先サービスのサブスクリプションをもつサービスユーザである場
合、ＵＥは、たとえばＴＳ３６．３３１において規定されているアクセスクラスに基づい
て、ＲＲＣ確立原因を「ＨｉｇｈＰｒｉｏｒｉｔｙＡｃｃｅｓｓ」に設定し得る。ネット
ワークが優先呼処理をサポートする場合、ＭＭＥは、ｅＮＢによってＭＭＥに転送された
「ＨｉｇｈＰｒｉｏｒｉｔｙＡｃｃｅｓｓ」確立原因および／またはＵＥのＥＰＳサブス
クリプションにおけるＭＰＳ　ＣＳ優先度に基づいて、拡張サービス要求がＣＳフォール
バックの優先処理を必要とすると判断する。事業者ポリシーに従って、ＭＭＥは、ＵＥの
ＥＰＳサブスクリプションにおけるＭＰＳ　ＣＳ優先度を使用して、ＣＳフォールバック
プロシージャの優先処理を検証し得る。
【０２２１】
　ＭＭＥが優先度を用いてＣＳフォールバックを実行することを決定した場合、ＭＭＥは
、たとえばＴＳ３６．４１３において規定されているように、ｅノードＢへのＳ１　ＡＰ
初期ＵＥコンテキスト要求メッセージ中で、優先度指示、すなわち「ＣＳＦＢ高優先度」
を設定する。ｅノードＢは、他の通常の呼と比較して優先的にＵＥに無線ベアラリソース
を割り振る。
【０２２２】
アクティブモードにおけるモバイル終端呼－ＰＳ　ＨＯサポートなし
　図２５に示すプロシージャ２５００は、通常の場合、ＰＳ　ＨＯがサポートされないと
きに実行され得る。プロシージャ２５００は、ＭＳ２５０２と、ｅＮＢ２５０４と、ＢＳ
Ｓ／ＲＮＳ２５０６と、ＭＭＥ２５０８と、ＭＳＣ２５１０と、ＳＧＷ／ＰＧＷ２５１２
と、ＳＧＳＮ２５１４とに関与し得る。
【０２２３】
　２５１６において、ＭＳＣは、着信ボイス呼を受信し、ＳＧインターフェースを介して
ページング要求（ＩＭＳＩまたはＴＭＳＩ、随意の発呼者回線識別情報および接続管理情
報、優先度指示）をＭＭＥに送ることによって応答する。ＭＳＣは、ＳＧインターフェー
スを使用して、ロケーション更新情報を与えるＵＥのためのＣＳページのみを送る。アク
ティブモードでは、ＭＭＥは確立されたＳ１接続を有し、ＭＭＥが、アタッチまたは複合
ＴＡ／ＬＡ更新プロシージャ中に「ＳＭＳ専用」指示をＵＥに戻さなかった場合、ＭＭＥ
は、既存の接続を再利用して、ＣＳサービス通知をＵＥに中継する。
【０２２４】
　ＭＭＥが、アタッチまたは複合ＴＡ／ＬＡ更新プロシージャ中に「ＳＭＳ専用」指示を
ＵＥに戻した場合、ＭＭＥは、ＵＥにＣＳページを送らず、ＣＳページングプロシージャ
を停止するために、ＭＳＣにＣＳページング拒否を送り得、このＣＳＦＢプロシージャは
停止する。ｅＮＢはページングメッセージをＵＥに転送し得る。そのメッセージは、ＣＮ
ドメインインジケータを含んでおり、ＭＳＣから受信された場合、発呼者回線識別情報を
含んでいる。
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【０２２５】
　ＭＭＥは、ＵＥが接続モードにあったという指示を含んでいるＳＧサービス要求メッセ
ージをＭＳＣに直ちに送り得る。ＭＳＣは、この接続モード指示を使用して、そのＵＥの
ための無返答時呼転送（Call Forwarding on No Reply）タイマーを開始し、ＭＳＣは、
ユーザアラートの指示を発呼者に送るべきである。ＳＧサービス要求メッセージの受信は
、ＭＳＣがＳＧインターフェースページングメッセージを再送信することを停止する。発
呼者回線識別情報表示なしに妨害されることを回避するために、事前構成されたポリシー
がＵＥによって使用され得、詳細な処理は、ＣＴ　ＷＧ１およびＣＴ　ＷＧ６によって決
定される。このプロシージャはまた、事前ページングが展開された場合、ＭＳＣがＨＳＳ
からＭＡＰ＿ＰＲＮを受信した直後に行われ得る。発呼者回線識別情報は事前ページング
の場合にも与えられる。ＭＭＥがＭＳＣから優先度指示、たとえばｅＭＬＰＰ優先度をも
つページング要求メッセージを受信した場合、ＭＭＥはこのメッセージを処理し、また、
他の通常のプロシージャと比較して優先的に後続のＣＳフォールバックプロシージャを処
理する。
【０２２６】
　２５１８において、ＵＥは拡張サービス要求（ＣＳフォールバックインジケータ、拒否
または受入れ）メッセージをＭＭＥに送り得る。拡張サービス要求メッセージは、ＲＲＣ
およびＳ１－ＡＰメッセージ中にカプセル化される。ＣＳフォールバックインジケータは
、ＭＭＥがＣＳフォールバックを実行すべきであることを示す。ＵＥは、発呼者回線識別
情報に基づいてＣＳＦＢを拒否することを決定し得る。
【０２２７】
　２５２０において、拡張サービス要求（ＣＳＦＢ、拒否）を受信すると、ＭＭＥは、Ｃ
Ｓページングプロシージャを停止するためにＭＳＣにページング拒否を送り、このＣＳＦ
Ｂプロシージャは停止する。
【０２２８】
　２５２２において、ＭＭＥは、ＣＳフォールバックインジケータを含むＳ１－ＡＰ　Ｕ
Ｅコンテキスト変更要求メッセージをｅノードＢに送る。このメッセージは、ＵＥがＵＴ
ＲＡＮ／ＧＥＲＡＮに移動されるべきであることをｅＮＢに示す。ＭＭＥがステップ１ａ
において優先度指示を受信した場合、ＭＭＥは、たとえばＴＳ３６．４１３において規定
されているように、優先度指示、すなわち「ＣＳＦＢ高優先度」をもつＳ１－ＡＰ　ＵＥ
コンテキスト変更要求メッセージをｅノードＢに送る。２５２４において、ｅＮＢはＳ１
－ＡＰ　ＵＥコンテキスト変更応答メッセージで返答し得る。２５２６において、ｅノー
ドＢは、リダイレクションプロシージャが実行され得るターゲットＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡ
Ｎセルを判断するために、ＵＥに測定報告を随意に要請し得る。
【０２２９】
　２５２８において、ネットワークは、ステップ３ａまたは３ｂまたは３ｃのうちの１つ
を実行する。３ａにおいて、ＵＥおよびネットワークがＧＥＲＡＮへのＲＡＴ間セル変更
命令をサポートし、ターゲットセルがＧＥＲＡＮである場合、ｅノードＢは、ＲＲＣメッ
セージをＵＥに送ることによって、ＧＥＲＡＮネイバーセルに対する（随意にＮＡＣＣを
伴う）ＲＡＴ間セル変更命令をトリガし得る。ＲＡＴ間セル変更命令は、セル変更命令が
ＣＳフォールバック要求によりトリガされたことをＵＥに示すＣＳフォールバックインジ
ケータを含み得る。ＲＡＴ間セル変更命令がＣＳフォールバックインジケータを含んでお
り、ＵＥがターゲットＲＡＴへの接続を確立することができない場合、ＵＥは、ＣＳフォ
ールバックが失敗したと見なす。サービス要求プロシージャは、セル変更命令プロシージ
ャが正常に完了したとき、正常に完了したと見なされる。３ｂにおいて、ＵＥまたはネッ
トワークが、Ｅ－ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮへのＲＡＴ間ＰＳハンドオーバ
も、ＧＥＲＡＮへのＲＡＴ間セル変更命令もサポートしない場合、ｅノードＢは、ＰＳ　
ＨＯまたはＮＡＣＣの代わりに、ＧＥＲＡＮまたはＵＴＲＡＮへのリダイレクションを伴
うＲＲＣ接続解放をトリガすることができる。３ｃにおいて、ＵＥおよびネットワークが
「リダイレクションを伴うＲＲＣ接続解放およびＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮに対するマルチ
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セルシステム情報」をサポートする場合、ｅノードＢは、ＧＥＲＡＮまたはＵＴＲＡＮへ
のリダイレクションを伴うＲＲＣ接続解放をトリガし、１つまたは複数の物理セル識別情
報とそれらの関連するシステム情報とを含めることができる。サービス要求プロシージャ
監視タイマーは、２５２６における随意の測定報告を考慮して、十分に長くあるべきであ
る。
【０２３０】
　２５３０において、ｅノードＢは、Ｓ１－ＡＰ　ＵＥコンテキスト解放要求メッセージ
をＭＭＥに送る。ターゲットセルがＧＥＲＡＮであり、ターゲットセルまたはＵＥのいず
れかがＤＴＭをサポートしない場合、そのメッセージは、ＵＥがＰＳサービスのために利
用可能でないという指示を含む。
【０２３１】
　２５３２において、ＭＭＥは、たとえばＴＳ２３．４０１において規定されているよう
に、ｅノードＢにおけるＵＥコンテキストならびにＳ－ＧＷにおけるすべてのｅノードＢ
関係情報を解放する。ＲＲＣが異常状態、たとえば無線リンク失敗により解放されたこと
を原因が示す場合、ＭＭＥはＥＰＳベアラを中断する（２５４０）。
【０２３２】
　２５３４において、ＵＥは、ステップ６ａまたは６ｂまたは６ｃのうちの１つを実行し
、次いでステップ６ｄを実行し得る。ステップ６ａは、ステップ３ａ、ＧＥＲＡＮへのセ
ル変更命令が実行された場合に実行されるべきである。６ａにおいて、ＵＥは、ＧＥＲＡ
Ｎ中の新しいセルに移動する。ＵＥは、ＮＡＣＣ情報を使用しおよび／またはブロードキ
ャストシステム情報を受信し、ＧＥＲＡＮセルにアクセスするための必要な情報をＵＥが
有するとき、無線シグナリング接続を確立する。
【０２３３】
　ステップ６ｂは、ステップ３ｂ、リダイレクションを伴うＲＲＣ解放が実行された場合
に実行されるべきである。６ｂにおいて、ＵＥは、ターゲットＲＡＴに移動し、好ましく
は、複合ＥＰＳ／ＩＭＳＩアタッチ／ＴＡＵ受入れメッセージのＬＡＩ　ＩＥ中で受信さ
れたのと同じＰＬＭＮの好適なセルを識別し、ブロードキャストシステム情報を受信し、
ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮにアクセスするのに必要な情報をＵＥが有するとき、無線シグナ
リング接続を確立する。
【０２３４】
　ステップ６ｃは、ステップ３ｃ、リダイレクションを伴うＲＲＣ解放およびマルチセル
システム情報が実行された場合に実行されるべきである。６ｃにおいて、ＵＥは、ターゲ
ットＲＡＴに移動し、好ましくは、複合ＥＰＳ／ＩＭＳＩアタッチ／ＴＡＵ受入れメッセ
ージのＬＡＩ　ＩＥ中で受信されたのと同じＰＬＭＮの好適なセルを識別する。ＵＥは、
ＮＡＣＣ情報を使用しおよび／またはブロードキャストシステム情報を受信し、ＧＥＲＡ
Ｎ／ＵＴＲＡＮにアクセスするための必要な情報をＵＥが有するとき、ＵＥは無線シグナ
リング接続を確立する。
【０２３５】
　６ｄにおいて、新しいセルのＬＡが、ＵＥに記憶されたＬＡとは異なる場合、ＵＥは、
異なるネットワーク動作モード（ＮＭＯ）のための、たとえばＴＳ２３．０６０において
規定されているロケーションエリア更新または複合ＲＡ／ＬＡ更新を開始すべきである。
ＵＥは、ＬＡＵ要求において「ＣＳＭＴ」フラグを設定し得る。「ＣＳＭＴ」フラグは、
ローミング再試行の場合、ＭＴ呼を逃すことを回避するために使用され得る。ＮＭＯ　Ｉ
では、ＧＥＲＡＮ中のＵＥは、ＤＴＭにおける拡張ＣＳ確立がサポートされない限り、た
とえばＴＳ２４．００８、第４．７．５．２．５項において定義されているように、パケ
ットアクセスを介した複合ＲＡ／ＬＡ更新の代わりに、ＲＲ接続を介したＬＡ更新を実行
し得る。さらに、ＵＥは、たとえばＴＳ２３．０６０によって規定されているように、好
適なルーティングエリア更新プロシージャを実行し得る。ＮＭＯ　Ｉでは、ＣＳＦＢ　Ｕ
Ｅは、ＣＳＦＢプロシージャを高速化するために、複合ＲＡ／ＬＡ更新プロシージャの代
わりに、ＬＡＵプロシージャとＲＡＵプロシージャとを実行すべきである（また、ＣＳＦ
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Ｂ　ＵＥは、ＬＡＵプロシージャを実行する場合、「ＣＳＭＴ」フラグを設定すべきであ
る）。ＭＳＣがＬＡ更新要求を受信したとき、ＭＳＣは、保留中の終端ＣＳ呼について検
査し、「ＣＳＭＴ」フラグが設定されている場合、ロケーションエリア更新プロシージャ
の後に、保留中の終端ＣＳ呼のためのＣＳシグナリング接続を維持すべきである。ＵＥが
、ステップ３においてネットワーク指示セルまたはキャリアにキャンプオンすることがで
きなかった場合、ＵＥは、異なるＲＡＴまたはキャリアのセルを自律的に再選択し得る。
この場合、ＵＥがＤＴＭをサポートし、ＩＳＲがアクティブでない場合、ＵＥはＲＡＵま
たは複合ＲＡ／ＬＡ更新を実行すべきである。最後にキャンピングされたＲＡＴがＵＴＲ
ＡＮ　ＮＭＯ　ＩＩまたはＤＴＭ　ＧＥＲＡＮ　ＮＭＯ　ＩＩ／ＩＩＩである場合、ＲＡ
ＵプロシージャとＣＳ　ＮＡＳプロシージャとは並行して実行され得る。そうでない場合
、ＵＥは、ＣＳ　ＮＡＳプロシージャより前にＲＡＵまたは複合ＲＡ／ＬＡ更新を実行す
べきである。
【０２３６】
　２５３６において、ターゲットＲＡＴがＧＥＲＡＮであり、ＤＴＭがサポートされない
場合、ＵＥは、たとえば、ＴＳ２３．０６０、第１６．２．１．１．２項において規定さ
れている中断プロシージャを開始する。これは、中断要求メッセージをＭＭＥに送るよう
にＳＧＳＮをトリガする。２５３８において、ＭＭＥは、ＧＵＴＩがＰ－ＴＭＳＩとＲＡ
Ｉとのペアから導出され得なくても、中断応答をＳＧＳＮに戻す。
【０２３７】
　２５４０において、ステップ４においてｅノードＢから受信されたＳ１－ＡＰ　ＵＥコ
ンテキスト解放要求メッセージが、ターゲットセルにおいてＵＥがＰＳサービスのために
利用可能でないことを示し、ＩＳＲがアクティブでない場合、ＭＭＥは、たとえばＴＳ２
３．４０１において規定されているＭＭＥ主導型専用ベアラ非アクティブ化プロシージャ
を開始することによって、Ｓ－ＧＷおよび（１つまたは複数の）Ｐ－ＧＷに向かうＧＢＲ
ベアラを非アクティブ化し、中断通知メッセージをＳ－ＧＷに送ることによって、非ＧＢ
Ｒベアラの保存および中断を開始する。Ｓ－ＧＷは、ＵＥについてのすべてのｅノードＢ
関係情報（アドレスおよびＴＥＩＤ）を解放し、中断通知メッセージを（１つまたは複数
の）Ｐ－ＧＷに送る。ＭＭＥは、ＵＥが中断ステータスにあることをＵＥコンテキストに
記憶する。すべての保存された非ＧＢＲベアラは、Ｓ－ＧＷおよび（１つまたは複数の）
Ｐ－ＧＷにおいて中断ステータスとしてマークされる。Ｐ－ＧＷは、パケットが、中断さ
れたＵＥのために受信された場合、それらのパケットを廃棄すべきである。中断要求メッ
セージ中に含まれるＰ－ＴＭＳＩおよびＲＡＩから完全ＧＵＴＩは導出され得ないので、
ステップ２５４０は中断プロシージャによってトリガされ得ない。
【０２３８】
　２５４２において、ＵＥがＬＡＵプロシージャを開始しない場合、ＵＥは、たとえばＴ
Ｓ４４．０１８またはＴＳ２５．３３１において規定されているページング応答メッセー
ジを送ることによってページングに応答し得る。ＢＳＳ／ＲＮＳにおいて受信されると、
ページング応答はＭＳＣに転送され得る。ＭＳＣは、ＣＳページング要求が送られたとき
（ステップ２５１６）から比較的長い時間の後にページング応答を受信するための準備が
できているべきである。２５４４において、２Ｇ／３ＧセルをサービスしているＭＳＣに
ＵＥが登録されており、ＬＡにおいてＵＥが許可される場合、ＭＳＣはＣＳ呼を確立すべ
きである。２５４６において、ページング応答を受信するＭＳＣにＵＥが登録されていな
いか、またはＬＡにおいてＵＥが許可されない場合、ＭＳＣは、Ａ／Ｉｕ－ＣＳ接続を解
放することによってページング応答を拒否すべきである。ＢＳＳ／ＲＮＳは、今度はＣＳ
ドメインのためのシグナリング接続を解放する。２５４８において、シグナリング接続解
放は、ＬＡＩを取得するようにＵＥをトリガすべきであり、これは、異なるネットワーク
動作モード（ＮＭＯ）のための、たとえばＴＳ２３．０６０において規定されているロケ
ーションエリア更新または複合ＲＡ／ＬＡプロシージャの開始を引き起こす。ロケーショ
ンエリア更新は、ＣＳフォールバックプロシージャのためのローミング再試行をトリガし
得る。ＬＡＵプロシージャを実行した後に、ＭＳＣは、ＬＡにおいてＵＥが許可される場
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合、ＣＳ呼を確立すべきである。
【０２３９】
　上記のステップ２５１６および２５２０を除いて、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセル上で受
信されたシグナリングに基づいて、呼転送（たとえば、ＴＳ２３．０８２参照）が実行さ
れ得る。
【０２４０】
　ＣＳボイス呼が終了した後に、ＵＥが依然としてＧＥＲＡＮにあり、ＰＳサービスが中
断されている場合、ＵＥは、たとえばＴＳ２３．０６０において規定されているようにＰ
Ｓサービスを再開すべきである。Ｇｎ／Ｇｐ－ＳＧＳＮは、たとえばＴＳ２３．０６０に
記載されているように（１つまたは複数の）ＰＤＰコンテキストを再開し得る。Ｓ４　Ｓ
ＧＳＮは、たとえばＴＳ２３．０６０に記載されているようにベアラを再開し、中断され
たベアラを再開するようにＳ－ＧＷおよび（１つまたは複数の）Ｐ－ＧＷに通知し得る。
ＣＳボイス呼が終了した後にＵＥがＥ－ＵＴＲＡＮに戻った場合、ＵＥは、ＴＡＵをＭＭ
Ｅに送ることによってＰＳサービスを再開すべきである。ＭＭＥは、中断されたベアラを
再開するようにＳ－ＧＷおよび（１つまたは複数の）Ｐ－ＧＷにさらに通知し得る。Ｓ－
ＧＷにおいておよびＰ－ＧＷにおいて中断されたベアラを再開することは、それが動作中
のプロシージャ、たとえば、ＲＡＵ、ＴＡＵまたはサービス要求によってトリガされた場
合、ベアラ変更要求メッセージを使用する暗黙的再開によって行われるべきである。Ｓ－
ＧＷはベアラの中断状態に気づいており、ベアラ変更要求をＰ－ＧＷに転送すべきである
。ベアラ変更要求が、動作中のプロシージャによってトリガされない場合、再開通知メッ
セージを使用する明示的再開が使用されるべきである。
【０２４１】
　ＣＳボイス呼が終了した後にＵＥがＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮ上に残っている場合、ＵＥ
は、たとえばＴＳ２３．０６０およびＴＳ２４．００８において定義されている通常のモ
ビリティ管理プロシージャを実行する。
【０２４２】
概論
　いくつかの構成では、ワイヤレス通信のための装置は、本明細書で説明した様々な機能
を実行するための手段を含む。一態様では、上述の手段は、図１６に示すような実施形態
が常駐し、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成された、１つまたは
複数のプロセッサおよび関連メモリであり得る。上述の手段は、たとえば、図６～図１５
に示すプロセスにおけるマルチモード機能など、本明細書で説明したようなマルチモード
機能を実行するための、図１～図５および図１６～図１９など、本明細書に示すようなＵ
Ｅ、ｅＮＢ、ＭＭＥ、および／または他のネットワークノードに常駐するモジュールまた
は装置であり得る。別の態様では、上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を
実行するように構成されたモジュールまたは任意の装置であり得る。
【０２４３】
　１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明した機能、方法およびプロセスは、ハー
ドウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る
。ソフトウェアで実装した場合、機能は、非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶される
か、あるいは非一時的コンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとし
て符号化され得る。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、
コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく
例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－
ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレ
ージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送ま
たは記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒
体を含むことができる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は
、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光ディスク（disc）
、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk
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）およびブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、
データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。上
記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【０２４４】
　開示したプロセスおよび方法中のステップまたは段階の特定の順序または階層は、例示
的な手法の例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステッ
プの特定の順序または階層は本開示の範囲内のまま再構成され得ることを理解されたい。
添付の方法クレームは、様々なステップの要素を例示的な順序で提示したものであり、提
示された特定の順序または階層に限定されるものではない。
【０２４５】
　情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得ることを、
当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令
、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁
界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され
得る。
【０２４６】
　さらに、本明細書で開示した実施形態に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、
モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソ
フトウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハ
ードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、
ブロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に
関して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして
実装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。当
業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装
の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【０２４７】
　本明細書で開示した実施形態に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュー
ル、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他の
プログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構
成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイス
の組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそ
のような構成として実装され得る。いくつかの実装形態では、プロセッサは、通信デバイ
スあるいは他のモバイルまたはポータブルデバイスにおいて機能を実装するために特別に
設計された、通信プロセッサなどのプロセッサであり得る。
【０２４８】
　本明細書で開示した実施形態に関して説明した方法、プロセスまたはアルゴリズムのス
テップまたは段階は、直接ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行される
ソフトウェアモジュールで実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフ
トウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメ
モリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－
ＲＯＭ、または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例
示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込
むことができるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに
一体化され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユー
ザ端末中に常駐し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別
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構成要素として常駐し得る。
【０２４９】
　開示した態様の前述の説明は、当業者が本開示を実施または使用できるように与えたも
のである。これらの態様への様々な修正は当業者には容易に明らかになり得、本明細書で
定義した原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の態様に適用され得る
。したがって、本開示は、本明細書で示した態様に限定されるものではなく、本明細書で
開示した原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきである。以下の
特許請求の範囲およびそれらの等価物は本開示の範囲を定義するものとする。
なお、以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
マルチモード環境において通信を行うための方法であって、前記方法が、
ユーザ端末において、ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受信
することと、
前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
前記失敗に応答して、代替ターゲットを探索することと、
前記代替ターゲットのセルにキャンプオンすることと、
前記セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャと
回線交換（ＣＳ）呼設定プロシージャとのうちの少なくとも１つを実行することとを備え
る、方法。
［Ｃ２］
前記リダイレクションターゲットが、前記代替ターゲットによって使用される第２の無線
アクセス技術（ＲＡＴ）とは異なる第１のＲＡＴを使用すると判断することをさらに備え
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
前記ＣＳ呼設定プロシージャを実行する前に前記ＲＡＵプロシージャを実行することをさ
らに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
前記ＣＳ呼設定プロシージャと並行して前記ＲＡＵプロシージャを実行することをさらに
備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
前記ユーザ端末において、事業者選好、ユーザ選好、事業者ポリシー、またはユーザポリ
シーのうちの少なくとも１つに基づいて、前記ＣＳ呼設定プロシージャに先立って前記Ｒ
ＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断することをさらに備える、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ６］
前記ユーザ端末をサービスしているＭＭＥの構成ステータスに部分的に基づいて、前記Ｒ
ＡＵプロシージャと前記ＣＳ呼設定プロシージャとを実行することをさらに備える、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ７］
ワイヤレス通信ネットワークのユーザ端末に、
ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受信することと、
前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
前記失敗に応答して、別のターゲットを探索することと、
前記代替ターゲットのセルにキャンプオンすることと、
前記セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャと
回線交換（ＣＳ）呼設定プロシージャとを実行することとを行わせるための符号化された
命令を保持する非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８］
異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する複数の基地局と通信するように構成された
送信機モジュールと、
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ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受信するように構成された
受信機モジュールと、
前記送信機モジュールと前記受信機モジュールとに結合されたプロセッサモジュールであ
って、
前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
前記受信機モジュールと連携して、前記失敗に応答して代替ターゲットを探索することと
、
前記代替ターゲットのセルにキャンプオンするためのプロセスを開始することと、
前記セルにキャンプオンしている間に、前記送信機モジュールと連携してルーティングエ
リア更新（ＲＡＵ）プロシージャと回線交換（ＣＳ）呼設定プロシージャとを開始するこ
ととを行うように構成されたプロセッサモジュールとを備える、通信装置。
［Ｃ９］
リダイレクションターゲットを受信するための手段と、
前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出するための手段と、
前記失敗に応答して、代替ターゲットを探索するための手段と、
前記代替ターゲットのセルにキャンプオンするための手段と、
前記セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャと
回線交換（ＣＳ）呼設定プロシージャとを実行するための手段とを備える、通信装置。
［Ｃ１０］
マルチモード環境において通信を行うための方法であって、前記方法が、
ユーザ端末において、ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受信
することと、
前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
前記失敗に応答して、代替ターゲットに関連するセルにキャンプオンすることと、
前記セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャを
実行すべきかどうかを判断することとを備える、方法。
［Ｃ１１］
ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを前記判断することに応答して、回線交換（Ｃ
Ｓ）呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することをさらに備える、Ｃ１０に記
載の方法。
［Ｃ１２］
少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）のいずれが前記リダイレクションターゲッ
トと前記代替ターゲットとによって使用されているかに部分的に基づいて、前記ＣＳ呼設
定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することをさらに備える、Ｃ１１に記載の方法
。
［Ｃ１３］
前記ユーザ端末のアイドルモードシグナリング低減（ＩＳＲ）ステータスを判断すること
に少なくとも部分的に基づいて、ＣＳ呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断する
ことをさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１４］
前記リダイレクションターゲットを受信するとき、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を
使用する第１のネットワークのセルを介して前記ネットワークエンティティと通信するこ
とをさらに備え、前記リダイレクションターゲットが、前記第１のＲＡＴとは異なる第２
のＲＡＴを使用する、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１５］
前記リダイレクションターゲットを受信することに関連して、前記ユーザ端末に対するパ
ケットサービス（ＰＳ）の中断についてのＰＳ中断情報を受信することをさらに備える、
Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
前記ＰＳ中断情報にさらに基づいて、前記ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判
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断することをさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
前記リダイレクションターゲットがデュアル転送モード（ＤＴＭ）対応であるかどうかを
判断することをさらに備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１８］
前記リダイレクションターゲットがＤＴＭ対応であるかどうかに基づいて、前記ＲＡＵプ
ロシージャを実行すべきかどうかを判断することをさらに備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
前記ネットワークエンティティから、１つまたは複数のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）
中で、前記リダイレクションターゲットがＤＴＭ対応情報であるかどうかを判断するため
の情報を受信することをさらに備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２０］
無線リソース制御（ＲＲＣ）接続解放要求において、前記ネットワークエンティティから
、前記リダイレクションターゲットがＤＴＭ対応情報であるかどうかを判断するための情
報を受信することをさらに備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２１］
ワイヤレス通信ネットワークのユーザ端末に、
ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受信することと、
前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
代替ターゲットに関連するセルにキャンプオンすることと、
前記セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャを
実行すべきかどうかを判断することと、
ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを前記判断することに応答して、回線交換（Ｃ
Ｓ）呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することとを行わせるための符号化さ
れた命令を保持する非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２２］
異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する複数の基地局と通信するように構成された
送信機モジュールと、
ネットワークエンティティからリダイレクションターゲットを受信するように構成された
受信機モジュールと、
前記送信機モジュールと前記受信機モジュールとに結合されたプロセッサモジュールであ
って、
前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出することと、
代替ターゲットに関連するセルにキャンプオンするためのプロセスを開始することと、
前記セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャを
実行すべきかどうかを判断することと、
ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを前記判断することに応答して、回線交換（Ｃ
Ｓ）呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断することとを行うように構成されたプ
ロセッサモジュールとを備える、通信装置。
［Ｃ２３］
リダイレクションターゲットを受信するための手段と、
前記リダイレクションターゲットへの接続に失敗したことを検出するための手段と、
前記失敗に応答して、代替ターゲットに関連するセルにキャンプオンするための手段と、
前記セルにキャンプオンしている間にルーティングエリア更新（ＲＡＵ）プロシージャを
実行すべきかどうかを判断するための手段と、
ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを前記判断することに応答して、回線交換（Ｃ
Ｓ）呼設定プロシージャをいつ実行すべきかを判断するための手段とを備える、通信装置
。
［Ｃ２４］
マルチモード環境において通信を行うための方法であって、
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ネットワークノードにおいて、ユーザ端末がパケット交換（ＰＳ）サービスのためにもは
や利用可能でないという指示を受信することと、
前記ユーザ端末のアイドルモードシグナリング低減（ＩＳＲ）ステータスに少なくとも部
分的に基づいて、ＰＳ中断を実行すべきかどうかを判断することとを備える、方法。
［Ｃ２５］
ＰＳ中断を実行すべきかどうかを前記判断することは、前記ＩＳＲステータスが「オン」
ステータスである場合、ＰＳ中断を実行すべきでないと判断することを備える、Ｃ２４に
記載の方法。
［Ｃ２６］
中断を実行すべきかどうかを前記判断することは、前記ＩＳＲステータスが「オフ」ステ
ータスである場合、ＰＳ中断を実行すべきであると判断することを備える、Ｃ２４に記載
の方法。
［Ｃ２７］
前記ＩＳＲステータスが「オフ」ステータスである場合、前記ＵＥにページングメッセー
ジを送ることをさらに備え、中断を実行すべきかどうかを前記判断することは、前記ペー
ジングメッセージに対する応答が受信されない場合のみ、ＰＳ中断を実行すべきであると
判断することを備える、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２８］
前記ネットワークノードがモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）として構成され、前記
方法が、前記ＭＭＥのためのサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）にＰＳ中断判断をシグナ
リングすることをさらに備える、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２９］
マルチモード環境が汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）を与え、前記ネットワークノ
ードがサービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）として構成され、前記方法が、別
のネットワークエンティティにＰＳ中断判断をシグナリングすることをさらに備える、Ｃ
２４に記載の方法。
［Ｃ３０］
ワイヤレス通信ネットワークのネットワークノードに、
基地局から、ユーザ端末がパケット交換（ＰＳ）サービスのためにもはや利用可能でない
という指示を受信することと、
前記ユーザ端末のアイドルモードシグナリング低減（ＩＳＲ）ステータスに基づいて、Ｐ
Ｓ中断を実行すべきかどうかを判断することとを行わせるための符号化された命令を保持
する非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ３１］
ネットワークノードにおいて、基地局から、ユーザ端末がパケット交換（ＰＳ）サービス
のためにもはや利用可能でないという指示を受信するように構成された受信機モジュール
と、
前記受信機モジュールに結合されたプロセッサモジュールであって、前記ユーザ端末のア
イドルモードシグナリング低減（ＩＳＲ）ステータスに基づいて、ＰＳ中断を実行すべき
かどうかを判断するように構成されたプロセッサモジュールとを備える、通信装置。
［Ｃ３２］
ネットワークノードにおいて、基地局から、ユーザ端末がパケット交換（ＰＳ）サービス
のためにもはや利用可能でないという指示を受信するための手段と、
前記ユーザ端末のアイドルモードシグナリング低減（ＩＳＲ）ステータスに基づいて、Ｐ
Ｓ中断を実行すべきかどうかを判断するための手段とを備える、通信装置。
［Ｃ３３］
マルチモード環境において通信を行うための方法であって、前記方法が、
第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する第１のネットワークの基地局において、前
記第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを使用する第２のネットワークにユーザ端末をリ
ダイレクトすることと、
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前記第２のネットワークに前記ユーザ端末をリダイレクトすることに基づいて、パケット
交換（ＰＳ）中断を実行するように前記第１のネットワークのノードに命令することと、
前記ユーザ端末に前記ＰＳ中断についての情報を送ることとを備える、方法。
［Ｃ３４］
ＰＳ中断が実行されるという情報を前記ＰＳ中断についての前記情報に含めることをさら
に備える、Ｃ３３に記載の方法。
［Ｃ３５］
ボイス呼を実行したいという前記ユーザ端末からの要求の受信に応答して、前記リダイレ
クトすることを実行することをさらに備える、Ｃ３３に記載の方法。
［Ｃ３６］
前記ユーザ端末のための着信呼要求を受信したことに応答して、前記リダイレクトするこ
とを実行することをさらに備える、Ｃ３３に記載の方法。
［Ｃ３７］
ワイヤレス通信ネットワークのネットワークノードに、
第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する第１のネットワークの基地局において、前
記第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを使用する第２のネットワークにユーザ端末をリ
ダイレクトすることと、
前記第２のネットワークに前記ユーザ端末をリダイレクトすることに基づいて、パケット
交換（ＰＳ）中断を実行するように前記第１のネットワークのノードに命令することと、
前記ユーザ端末に前記ＰＳ中断についての情報を送ることとを行わせるための符号化され
た命令を保持する非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ３８］
第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する第１のネットワークから、前記第１のＲＡ
Ｔとは異なる第２のＲＡＴを使用する第２のネットワークにユーザ端末をリダイレクトす
ることと、
前記第２のネットワークに前記ユーザ端末をリダイレクトすることに基づいて、パケット
交換（ＰＳ）中断を実行するように前記第１のネットワークのノードに命令することとを
行うように構成されたプロセッサモジュールと、
前記ユーザ端末に前記ＰＳ中断についての情報を送るように構成された送信機モジュール
とを備える、通信装置。
［Ｃ３９］
第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する第１のネットワークの基地局において、前
記第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを使用する第２のネットワークにユーザ端末をリ
ダイレクトするための手段と、
前記第２のネットワークに前記ユーザ端末をリダイレクトすることに基づいて、パケット
交換（ＰＳ）中断を実行するように前記第１のネットワークのノードに命令するための手
段と、
前記ユーザ端末に前記ＰＳ中断についての情報を送るための手段とを備える、通信装置。
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